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序  論  

 

 妊 婦 が 妊 娠 貧 血 に な り や す い こ と は 周 知 の 事 実 で あ る 。そ の た め ， 

妊 娠 中 の 保 健 指 導 に お い て ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 指 導 が 行 わ

れ て い る が ， 半 数 以 上 の 妊 婦 が 鉄 欠 乏 性 貧 血 に 罹 患 す る 。 妊 娠 貧 血

は ， 虚 弱 ， 易 疲 労 ， 嗜 眠 お よ び め ま い な ど の 身 体 症 状 が 出 現 す る

だ け で は な く ， 早 産 ， 低 出 生 体 重 児 等 の 胎 児 へ の リ ス ク を 高 め る

た め ， そ の 予 防 の た め の 看 護 援 助 は 重 要 で あ る 。 妊 娠 貧 血 の 予 防

に は ， 鉄 分 を 多 く 含 む 食 事 の 摂 取 が 重 要 と な る が 、 妊 娠 貧 血 予 防

の 食 事 に 焦 点 を 当 て た 介 入 研 究 は 少 な い 。 こ れ は 妊 娠 中 の 食 事 行

動 は ， 体 重 コ ン ト ロ ー ル ， 血 圧 コ ン ト ロ ー ル に も 影 響 を 与 え る た

め ， 食 生 活 全 般 を 対 象 と し た 研 究 が 多 く な っ て い る こ と が 要 因 と

考 え ら れ る 。  

一 方 ， 周 産 期 に 関 わ る 2 0 代 ～ 3 0 代 女 性 の 食 生 活 に 関 す る 報 告

で は ， 2 0 代 の 欠 食 率 は 4 2 . 5 ％ で あ り （ 内 閣 府 ， 2 0 1 0 ）， 痩 せ の 割

合 は 2 0 代 2 1 . 9 ％ ， 3 0 代 1 3 . 4 ％ で 全 体 の 1 0 . 4 ％ よ り 高 い 割 合 を 示

し て い る （ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 5 a ）。 こ の 報 告 は ， 現 代 妊 婦 の 妊 娠 前 の

食 事 行 動 を 示 し て お り ， 妊 婦 が 正 し い 食 事 行 動 を 取 れ て い な い 可 能

性 を 示 し て い る 。 従 っ て ， 妊 娠 期 に 自 分 の 食 事 行 動 を 見 直 す こ と

は 妊 娠 貧 血 の 予 防 や 胎 児 へ の リ ス ク を 予 防 す る と い う 視 点 だ け で

な く ， 正 し い 食 事 行 動 の 習 慣 を 確 立 す る こ と に 繋 が る と 考 え ら れ

て い る 。  

妊 娠 期 の 保 健 指 導 は ， ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン を 基 盤 に 行 な わ れ

て い る 。 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン で は 「 人 々 が 自 ら の 健 康 を コ ン ト

ロ ー ル し 改 善 す る こ と が で き る よ う に す る プ ロ セ ス 」 で あ る と 定
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義 し て お り （ 足 達 ， 2 0 0 3 ）， 人 の 「 行 動 変 容 」 に 着 目 し て 保 健 指

導 が 進 め ら れ て い る 。 妊 娠 貧 血 予 防 の 食 事 指 導 も こ れ に 従 っ て 行

わ れ て い る 。 し か し ， 妊 娠 貧 血 の 症 状 は 動 作 時 の 易 疲 労 ， 呼 吸 苦

と し て 表 出 し ， 個 人 差 が 大 き く 自 覚 し づ ら い 特 徴 が あ る 。 人 は 身

体 症 状 が な い 状 態 で は ， 疾 患 に 対 す る 関 心 が 低 く ， 行 動 変 容 の 実

行 ， 維 持 は 難 し い こ と が 報 告 さ れ て い る （ 梅 澤 ら ， 2 0 1 2 ； 初 鹿 ，

2 0 1 4 ）。 そ の た め 妊 娠 貧 血 予 防 に む け た 行 動 を 実 行 す る こ と が 難

し く ， 看 護 援 助 を 行 な う 上 で の 課 題 と な っ て い る 。  

本 研 究 で は ， こ の 課 題 へ の 取 り 組 み と し て ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ

ビ ン 測 定 に 着 目 し た 。 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 器 P r o n t o - 7（ 以

下 P r o n t o - 7 ） は ， 採 血 を せ ず に ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 測 定 が 可 能 な 機

器 で あ り ， 内 科 領 域 で 普 及 さ れ は じ め て い る 。 妊 娠 糖 尿 病 や 妊 娠

高 血 圧 症 候 群 予 防 の た め の 体 重 コ ン ト ロ ー ル 及 び 血 圧 コ ン ト ロ ー

ル に 対 し て は ， 自 己 測 定 に よ る 数 値 の 視 覚 化 に 伴 う 行 動 変 容 の 効

果 が 認 め ら れ て い る 。 体 重 や 血 圧 値 な ど と 同 様 に ， 妊 婦 健 診 時 に

非 侵 襲 的 に ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 自 己 測 定 を す る こ と は ， 自 覚 し に く

い 妊 娠 貧 血 に 対 し て ， 妊 婦 自 身 が 自 分 の 現 状 を 客 観 的 に 把 握 す る

こ と に 繋 が り ， 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 動 機 付 け が 高 ま り ， 妊 娠 貧

血 予 防 の た め の 食 事 行 動 に 繋 が る の で は な い か と 考 え た 。 さ ら に

ヘ モ グ ロ ビ ン 値 が 自 己 測 定 に て 視 覚 化 さ れ る こ と で ， 妊 婦 は こ れ

ま で 自 宅 で 実 施 し て き た 食 事 行 動 ， も し く は 実 施 し て こ な か っ た

食 事 行 動 の 結 果 を 客 観 的 に 評 価 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ れ が 妊

婦 に と っ て 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク と な り ， 貧 血 予 防 の た め の 食

事 行 動 に 繋 が る の で は な い か と 考 え た 。  

 妊 娠 中 の 食 事 行 動 の 見 直 し は 妊 娠 貧 血 予 防 に 限 ら ず ， 妊 娠 中 の
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妊 婦 自 身 の 健 康 や 産 後 の 母 体 の 回 復 に む け た ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ

ン で あ る と 考 え る 。 本 研 究 は ， 妊 娠 貧 血 の 予 防 を き っ か け に ， 妊

婦 が 自 分 自 身 の 食 事 行 動 を 見 直 す 機 会 と な り ， 自 身 の 生 活 の 質 を

高 め る ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 行 動 が と れ る よ う に な る た め の ， 礎

と な る 研 究 で あ る 。  
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第 1 章  文 献 検 討  

 

Ⅰ ． 妊 娠 貧 血 に つ い て  

１ ． 妊 娠 貧 血 発 症 リ ス ク 及 び 妊 婦 ・ 児 へ の 影 響  

妊 婦 の 循 環 血 液 量 は 妊 娠 に 伴 い 増 大 す る が ， 血 球 の 増 加 よ り も

血 漿 成 分 の 増 加 が 上 回 る た め 妊 婦 は 貧 血 に な り や す い （ P e c k  T M  

&  A r i a s  F ， 1 9 9 6； 寺 尾 &  山 崎 ， 1 9 9 9 ）。 世 界 1 0 7 か 国 を 対 象 と し

た 調 査 に よ る と ，1 9 9 5 年 か ら 2 0 1 1 年 ま で に 妊 婦 の 貧 血 は 5 % 減 少

し た も の の 依 然 と し て 3 8 % が 貧 血 で あ る と 報 告 さ れ て い る

（ S t e v e n  G A  e t  a l ．， 2 0 1 3 ）。 ま た 日 本 国 内 に お い て は ， 妊 娠 全 期

間 を 通 し て の 妊 娠 貧 血 の 割 合 は 2 2 . 9 ％ で あ る と 報 告 さ れ て い る

（ T a k i m o t o  H ， Y o s h i i k e  N  &  K a t a g i r i  A ， 2 0 0 3 ）。 さ ら に 妊 娠 期

別 の 調 査 で は ， 妊 娠 貧 血 の 割 合 は 妊 娠 初 期 4 . 9 % ， 中 期 4 1 . 7 % ， 後

期 5 3 . 4 % で あ っ た と の 報 告 が あ る（ 渡 辺 ，善 方 ，石 田 &  上 西 ，2 0 1 3 ）。

し た が っ て ， 妊 娠 貧 血 の 発 症 率 は ， 妊 娠 期 の 合 併 症 の 中 で も と て

も 高 い 。  

貧 血 に は 複 数 の 種 類 が あ る が ， 鉄 欠 乏 性 貧 血 は 赤 血 球 中 の 含 有

ヘ モ グ ロ ビ ン 量 が 少 な く 小 球 性 低 色 素 性 貧 血 と 呼 ば れ る（ 通 山 薫 ，

2 0 1 4 ）。 鉄 欠 乏 性 貧 血 の 症 状 は 虚 弱 ， 易 疲 労 ， 嗜 眠 お よ び め ま い

な ど が あ る が 個 体 差 も 大 き い （ A v a  B ， 2 0 1 1 ）。 妊 娠 貧 血 は 進 行 が

緩 や か な た め ， 貧 血 症 状 に 気 づ か な い 妊 婦 も い る 。 鉄 欠 乏 性 貧 血

は ， 妊 婦 が 罹 患 す る 貧 血 の 中 で 最 も 多 く ， 5 0 ～ 7 0 %  が 罹 患 す る と

報 告 さ れ て い る（ 赤 瀬 &  小 林 ，2 0 0 8；S i f a k i s  S  &  P h a r m a k i d e s  G ，

2 0 0 0 ）。さ ら に 妊 娠 初 期 か ら 貧 血 で あ っ た 者 の 割 合 は 3 5 . 6 % と の 報

告 （ 赤 瀬 ， 日 原 ， 植 松 ， 小 高 ， 赤 瀬 朋 秀 &  田 代 ， 2 0 0 8 ） も あ り ，
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妊 婦 の 貧 血 の 予 防 ， 早 期 改 善 の 重 要 性 は と て も 高 い と い え る 。  

妊 娠 貧 血 に よ る 妊 婦 ， 胎 児 ， 新 生 児 へ の 影 響 と し て は ， 海 外 の

先 行 研 究 に よ る と ， 正 常 群 と 比 較 し て 妊 娠 貧 血 群 の 児 の 出 生 体 重

が 有 意 に 軽 く ， さ ら に 身 長 も 低 い と の 報 告 が あ る （ L e l i c  M ，

B o g d a n o v i c  G ， R a m i c  S  &  B r k i c e v i c  E ， 2 0 1 4 ）。 ま た ， 軽 度 の 貧

血 で は 影 響 は な い が ， 中 等 度 の 貧 血 に な る と 低 出 生 体 重 児 の リ ス

ク が 高 ま る こ と が 報 告 さ れ て い る（ K o z u k i  N ， L e e  A C  &  K a t z  J ，

2 0 1 2 ）。 分 娩 週 数 の 比 較 に お い て ， 正 常 群 と 比 較 し て 妊 娠 貧 血 群

の 方 が 分 娩 時 期 は 1 週 間 早 い と の 報 告 も あ る （ L e l i c  M ，

B o g d a n o v i c  G ， R a m i c  S  &  B r k i c e v i c  E ， 2 0 1 4 ）。 日 本 国 内 で は 妊

娠 中 期 に 貧 血 で あ っ た 群 の 低 出 生 体 重 児 分 娩 の 割 合 は 3 . 3 ％ で あ

り ，妊 娠 後 期 に 貧 血 で あ っ た 群 の 低 出 生 体 重 児 分 娩 の 割 合 は 5 . 3 ％

と 有 意 に 増 加（ p ＜ 0 . 0 0 1 ）し た と の 報 告 が あ る 。さ ら に H b 8 . 5 g / d l

以 下 の 妊 娠 貧 血 の 場 合 ， 分 娩 後 出 血 の リ ス ク が 高 ま る と の 報 告 も

あ る （ 前 田 ， 片 岡 ， 江 藤 ， 堀 内 ， 2 0 1 3 ）。 そ れ ゆ え 妊 娠 貧 血 の 予

防 は ， 早 産 ， 低 出 生 体 重 児 の リ ス ク の 軽 減 ， 分 娩 時 出 血 の リ ス ク

軽 減 に 対 し て と て も 重 要 と な る 。  

加 え て ， 児 へ の 影 響 か ら 考 え る と 、 妊 娠 貧 血 は 単 に 早 産 ， 低 出

生 体 重 児 の リ ス ク だ け で は な い 。 受 精 時 ， 胎 児 期 ま た は 乳 児 期 に

低 栄 養 ま た は 過 量 栄 養 に 胎 芽 ， 胎 児 ， 乳 児 が 曝 露 さ れ る と 成 人 病

の 素 因 が 形 成 さ れ ， そ の 後 の マ イ ナ ス の 生 活 習 慣 が 負 荷 さ れ る と

成 人 病 が 発 症 す る と い う 成 人 病 胎 児 期 発 症 （ 起 源 ） 説 が あ る （ 福

岡 ， 2 0 0 7 ）。 さ ら に 親 の 食 生 活 の 関 心 の 低 さ （ た と え ば 夕 食 時 に

主 食 ， 主 菜 ， 副 菜 を そ ろ え る こ と に 関 心 が な い ） や 実 践 的 な 行 動

が 低 い 場 合 ，幼 児 の 偏 食 を 助 長 さ せ て い る と の 報 告 も あ る（ 白 木 ，
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大 村 &  丸 井 ， 2 0 0 8 ）。 よ っ て 妊 娠 期 か ら の 偏 食 は ， 妊 婦 自 身 だ け

で な く 胎 児 や そ の 後 の 児 の 発 育 に も 悪 影 響 を 及 ぼ す 。 そ の た め ，

妊 娠 期 に 食 生 活 を 見 直 し 正 し い 食 事 行 動 の 習 慣 を 確 立 す る こ と は ，

胎 児 の 発 育 ， そ の 後 の 児 の 発 育 に 肯 定 的 に 作 用 す る と 考 え る 。  

 

２ ． 妊 娠 貧 血 の 診 断 ・ 管 理  

妊 娠 貧 血 の 診 断 は ， 日 本 で は W o r l d  h e a l t h  O r g a n i z a t i o n  

（ W H O ） が 勧 告 し た 診 断 基 準 （ H b < 1 1 . 0 g / d l , H t < 3 3 . 0 % ） が 用 い ら

れ る 場 合 が 多 い （ W H O  S c i e n t i f i c  G r o u p ， 1 9 6 8 ）。 日 本 国 内 で は

基 本 的 に 妊 娠 初 期 ， 中 期 ， 後 期 の 3 回 の 採 血 検 査 に て 妊 娠 貧 血 の

有 無 を 判 断 し て い る （ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 3 ）。 こ の 採 血 と 採 血 ま で

の 一 定 期 間 の 間 は ， 妊 娠 貧 血 の 管 理 は ， 妊 婦 の 自 己 管 理 に 委 ね ら

れ て い る 。し か し 貧 血 が 軽 度 の う ち は 自 覚 症 状 が 現 れ に く い こ と ，

採 血 と 採 血 の 間 に 一 定 の 期 間 が あ る こ と か ら 妊 娠 貧 血 に 気 付 か ず

に 経 過 し て し ま い ， そ の 結 果 重 症 化 す る 可 能 性 が あ る 。  

妊 娠 貧 血 の 治 療 は 主 に 鉄 剤 の 摂 取 が 基 本 と な る （ H a i d e r  B A  e t  

a l ．， 2 0 1 3 ）。 S a y a k k a r a は ， 妊 娠 貧 血 の 診 断 と 治 療 に つ い て 以 下

の 実 践 を 推 奨 し て い る 。① 妊 娠 初 期 と 妊 娠 2 8 週 に 貧 血 の ス ク リ ー

ニ ン グ を し ， そ の 時 点 で 貧 血 と 診 断 さ れ た 場 合 に は 治 療 を 開 始 す

る の が 妥 当 な 時 期 で あ る 。 ② 鉄 剤 の 使 用 は 正 期 産 時 に お い て も 有

益 で あ り ， 標 準 的 な 治 療 薬 で あ る 。 し か し 医 療 者 は ， 鉄 剤 使 用 に

よ る 潜 在 的 な 副 作 用 （ 悪 心 ， 便 秘 な ど ） を き ち ん と 理 解 す べ き で

あ り ， 副 作 用 が 強 い 場 合 は 使 用 の 検 討 が 必 要 で あ る （ S a y a k k a r a  

S M L ， 2 0 1 5 ）。 妊 娠 貧 血 の 治 療 の た め に 毎 日 少 量 の 鉄 剤 を 経 口 摂

取 す る こ と は ， 多 量 摂 取 と 比 較 し て 消 化 器 症 状 の 副 作 用 が 出 現 し
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に く い こ と が 報 告 さ れ て い る （ R e v e i z  L ， G y t e  G M L ， C u e r v o  L G  

&  C a s a s b u e n a s  A ， 2 0 1 1 ）。 し か し ， そ の 副 作 用 に よ る 影 響 で 自 己

判 断 に て 服 用 を 中 断 し て し ま う 妊 婦 も い る （ 伏 木 ， 佐 伯 &  塩 崎 ，

2 0 0 3 ）。 ま た 鉄 剤 の サ プ リ メ ン ト を 毎 日 摂 取 す る こ と は ， 血 液 濃

縮 の リ ス ク を 増 加 さ せ る こ と が 報 告 さ れ て い る （ P a n a - R o s a s  J P  

&  V i t e r i  F E ， 2 0 0 6 ）。 以 上 の こ と か ら ， 貧 血 に な っ て か ら 鉄 剤 を

内 服 し ， 貧 血 改 善 を 目 指 す の で は な く ， 食 事 で 貧 血 に な ら な い よ

う に 予 防 し て い く こ と が ， 妊 娠 貧 血 の リ ス ク ， 鉄 剤 内 服 に よ る 副

作 用 の リ ス ク を 最 小 限 に す る こ と に 繋 が る と い え る 。  

 

３ ． 妊 娠 貧 血 予 防 と 看 護  

妊 娠 貧 血 の 予 防 に は ，鉄 分 を 多 く 含 む 食 事 の 摂 取 が 重 要 と な る 。

し か し 妊 娠 貧 血 予 防 の 食 事 に 焦 点 を 当 て た 介 入 研 究 は 少 な い 。 こ

れ は 妊 娠 中 の 食 行 動 は ， 体 重 コ ン ト ロ ー ル ， 血 圧 コ ン ト ロ ー ル に

も 影 響 を 与 え る た め ， 食 生 活 全 般 を 対 象 と し た 研 究 が 多 く な っ て

い る こ と が 要 因 と 考 え ら れ る 。  

 

１ ） 妊 婦 の 食 生 活 及 び 食 意 識   

妊 婦 の 食 生 活 及 び 食 意 識 に 関 し て は ， 実 態 調 査 が 多 い 。 内 閣 府

の 調 査 （ 内 閣 府 食 育 推 進 室 ， 2 0 0 9 ） に よ る と 「 毎 日 自 分 で 調 理 し

食 事 を 作 る 」 女 性 は 2 0 ～ 2 9 歳 3 4 . 0 ％ ， 3 0 ～ 3 9 歳 6 7 . 5 ％ ，「 週 に

1 ～ 2 回 は 外 食 を す る 」  2 0 ～ 2 9 歳 3 6 . 0 ％ ， 3 0 ～ 3 9 歳 2 4 . 0 ％ で あ

る と 報 告 さ れ て い る 。 さ ら に 「 何 を ど れ だ け 食 べ た ら よ い か わ か

ら な い 」 女 性 が 2 0 歳 以 上 3 8 . 3 ％ と 報 告 さ れ て い る 。 そ れ ゆ え 偏

っ た 食 習 慣 の ま ま ， 妊 娠 経 過 を 送 っ て い る こ と が 推 測 さ れ る 。 妊
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娠 し て も 食 事 回 数 が 2 回 ／ 日 以 下 の 場 合 ， 3 回 ／ 日 と 比 べ て 児 の

在 胎 週 数 は 有 意 に 短 い （ p ＜ 0 . 0 5 ）（ 初 谷 ， 上 原 ， 大 橋 ， 石 黒 ， 尾

山 ， 土 屋 &  中 村 ， 2 0 0 9 ）。 ま た ， 妊 娠 3 5 週 以 降 の 妊 婦 を 対 象 と し

た 調 査 （ 山 根 ， 小 瀧 &  中 野 ， 2 0 0 7 ） で も ， 食 事 点 数 不 良 群 の 分 娩

期 ， 新 生 児 の 異 常 割 合 が 高 く な る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 妊 婦 の

鉄 摂 取 量 と 鉄 栄 養 状 態 の 縦 断 的 調 査 （ 渡 辺 ， 善 方 ， 石 田 &  上 西 ，

2 0 1 3 ） に よ る と ， 妊 娠 期 の 鉄 摂 取 量 が 推 奨 量 を 下 回 っ た 者 の 割 合

は 妊 娠 初 期 7 1 . 8 % ， 中 期 9 8 . 1 % で あ っ た と 報 告 さ れ て お り ， 必 要

量 を 摂 取 で き て い な い 現 状 が 窺 え る 。  

妊 婦 の 食 意 識 に 関 し て 「 食 品 の 組 み 合 わ せ 」 を い つ も 意 識 し て

食 べ て い る 者 は 少 な い 現 状 が あ る （ 土 取 ， 2 0 0 7 ）。 ま た 「 体 重 が

増 え す ぎ な い よ う に 注 意 し て い る 」妊 婦 は 6 0 ～ 7 0 ％ に 対 し て ，「貧

血 に な ら な い よ う に し て い る 」 妊 婦 は 4 0 . 7 ％ と の 報 告 も あ る （ 篠

原 ら ，2 0 0 0 ）。さ ら に 食 事 内 容 に つ い て「 野 菜 類 を 多 く と る 」7 5 . 3 ％

に 対 し て ，「 鉄 分 を 多 く と る 」 3 8 . 0 ％ と の 報 告 （ 吉 田 ， 野 口 &  久

米 ， 2 0 1 1 ） も あ り ， 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 は 低 い 現 状 が 考 え ら れ

る 。 妊 娠 貧 血 に よ る 低 出 生 体 重 児 の リ ス ク が 高 い こ と ， 分 娩 時 の

出 血 の リ ス ク が 高 い こ と か ら ， 妊 娠 貧 血 の 予 防 ， 改 善 は 重 要 で あ

る 。 そ の た め に は 妊 娠 中 の 食 生 活 は と て も 重 要 で あ る が ， 妊 娠 貧

血 の 症 状 が 出 に く い が ゆ え に 自 覚 が さ れ に く い こ と に よ り ， 妊 娠

貧 血 に 対 す る 関 心 が 低 く ， 妊 婦 が 実 際 に 妊 娠 貧 血 に 注 意 し て 食 事

を 摂 取 し て い な い 現 状 は 現 代 の 重 要 な 課 題 で あ る 。  
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２ ） 妊 娠 貧 血 の 保 健 指 導  

妊 娠 貧 血 に 対 す る 保 健 指 導 に 関 す る 調 査 で は ， 妊 娠 貧 血 に つ い

て の パ ン フ レ ッ ト 配 布 の み で は 効 果 が な い こ と が 明 ら か に な っ て

い る （ 西 浦 ， 尾 本 &  浅 田 ， 1 9 8 8 ）。 食 事 指 導 に よ り ， 妊 娠 前 か ら

偏 食 だ っ た 者 は 妊 娠 を 機 に 改 善 す る 傾 向 が あ る こ と が 報 告 さ れ て

い る （ 福 井 ， 2 0 1 4 ）。 一 方 で ， 妊 娠 貧 血 に 限 ら ず 食 事 指 導 が 食 生

活 の 改 善 に 繋 が っ た と 感 じ て い る 妊 婦 は 4 割 に 満 た な い と の 報 告

も あ る （ 大 水 ， 江 川 ， 中 村 &  島 田 ， 2 0 1 0 ）。 妊 娠 貧 血 予 防 に つ い

て の 知 識 は 増 え て も ， 妊 娠 前 か ら の 痩 せ 志 向 ， 偏 食 等 の 要 因 に よ

り ， 行 動 変 容 ま で 結 び つ か な い 場 合 も 多 い （ 赤 瀬 ， 日 原 ， 植 松 ，

小 高 ， 赤 瀬 朋 秀 &  田 代 ， 2 0 0 8 ）。 ま た ， 食 事 行 動 で は な く サ プ リ

メ ン ト を 利 用 し 始 め る 妊 婦 も い る （ 吉 田 ， 野 口 &  久 米 ， 2 0 1 1 ）。  

妊 婦 の 食 生 活 の 改 善 に は ， 母 親 学 級 ・ 両 親 学 級 等 の 集 団 指 導 の

み で な く ， 個 別 指 導 の 継 続 に よ る 効 果 が 報 告 さ れ て い る （ 纐 纈 &  

服 部 ， 2 0 1 5 ）。 し か し 病 院 形 態 に よ り 個 別 に 対 応 で き な い 現 状 も

報 告 さ れ て い る （ 大 水 ， 江 川 ， 中 村 &  島 田 ， 2 0 1 0 ）。  

以 上 よ り ， 妊 娠 貧 血 に 特 化 し た 看 護 介 入 に つ い て の 調 査 は 少 な

く ， 現 状 の 保 健 指 導 で は ， 妊 婦 の 行 動 変 容 に 繋 が っ て い な い 場 合

が 多 い 。 し か し ， 妊 娠 が わ か っ て か ら 飲 酒 や 服 薬 を 止 め る 等 の 行

動 変 容 を と る 妊 婦 は 少 な く な い（ 柴 田 ，望 月 ，草 間 &  大 川 ， 2 0 0 3 ）

た め ， 看 護 援 助 の 方 法 を 検 討 す れ ば 食 生 活 に お い て も 行 動 変 容 を

促 進 す る こ と が 可 能 と 考 え る 。 そ の た め に は ， 妊 婦 が 妊 娠 貧 血 予

防 の 食 事 行 動 を 継 続 し て と れ る よ う な 働 き か け が 重 要 で あ る 。 し

か し 産 科 ス タ ッ フ の 保 健 指 導 に 要 す る 時 間 は 1 0 分 以 内 と 短 い こ

と が 報 告 さ れ て お り （ 鈴 井 ， 2 0 0 5 ）， 限 ら れ た 時 間 の 中 で 指 導 す
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る に は 限 界 が あ る 。 そ の よ う な 現 状 の 中 で ど の よ う に 妊 娠 貧 血 に

対 す る 関 心 ， 知 識 を 高 め ， 行 動 変 容 に 繋 げ る こ と が で き る か と い

う こ と が ， よ り 重 要 な 課 題 で あ る 。  

一 般 的 に 妊 婦 は 妊 娠 初 期 に つ わ り 症 状 が 出 現 し ，妊 娠 1 2 週 を 過

ぎ た 頃 に つ わ り 症 状 は 消 失 し て い く （ 米 山 ， 2 0 0 4 ）。 そ の た め 妊 娠

初 期 に 貧 血 予 防 を す る た め の 食 事 行 動 を と る こ と は 難 し い 。 し か

し 妊 娠 中 期 に な る 頃 は つ わ り 症 状 も 消 失 す る 。 つ わ り 症 状 が 消 失

し ， 妊 娠 中 期 以 降 に な れ ば ， 妊 婦 は 安 定 期 に 入 っ た こ と も あ り 自

分 の 食 行 動 に 意 識 を 向 け る こ と は 可 能 で あ る と 考 え る 。 妊 娠 2 8

週 に 貧 血 の ス ク リ ー ニ ン グ を し ， そ の 時 点 で 貧 血 と 診 断 さ れ た 場

合 に は 治 療 を 開 始 す る の が 妥 当 な 時 期 で あ る と 言 わ れ て お り

（ S a y a k k a r a  S . M . L ， 2 0 1 5 ）， 妊 娠 1 6 週 以 降 の 中 期 か ら 妊 娠 貧 血

に 対 す る 予 防 的 な 行 動 を と り ，妊 娠 2 8 週 前 後 で の 採 血 検 査 ま で に

妊 娠 貧 血 に な ら な い よ う に す る こ と が 重 要 に な る と 考 え る 。  

 

4 ． 自 己 測 定 に よ る 身 体 状 況 （ 数 値 ） の 視 覚 化  

 Ⅱ 型 糖 尿 病 患 者 に お け る 血 糖 測 定 の 有 効 性 ・ 妥 当 性 ・ 意 味 性 に

関 す る ミ ッ ク ス メ ソ ッ ド レ ビ ュ ー（ L o c k w o o d  C  &  K o n n o  R ，2 0 0 9 ）

に よ る と ，自 己 血 糖 測 定 は H b A 1 c 値 の 高 い Ⅱ 型 糖 尿 病 患 者 の た め

の ， 糖 尿 病 セ ル フ マ ネ ジ メ ン ト プ ロ グ ラ ム の 一 環 と し て 推 奨 さ れ

る べ き で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 さ ら に 自 己 血 糖 測 定 そ の も の

は 目 標 で は な く ， セ ル フ マ ネ ジ メ ン ト を 実 現 す る た め の 学 習 プ ロ

セ ス で あ る こ と を 理 解 す る こ と ， そ し て 低 血 糖 の 防 止 と マ ネ ジ メ

ン ト ， 食 事 や 運 動 療 法 ， 生 活 習 慣 の 改 善 な ど を 含 め た 教 育 プ ロ グ

ラ ム が 提 供 さ れ る べ き で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 つ ま り ， 自
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己 測 定 の 行 為 が 大 事 な の で は な く ， そ の 測 定 値 を 通 し て セ ル フ マ

ネ ジ メ ン ト が で き る よ う に な る こ と が 重 要 と な る 。 糖 尿 病 境 界 領

域 の 患 者 を 対 象 と し た 調 査 で は（ 川 崎 ，服 部 ，渡 邊 &  長 野 ，2 0 0 9 ），

血 糖 自 己 測 定 を 実 施 す る こ と で 「 手 軽 に 使 え る 利 便 性 」 「 数 値 に

よ る イ ン パ ク ト 」 に よ る 効 果 が み ら れ て い る 。 特 に 自 覚 症 状 が な

い 中 で の 「 数 値 に よ る イ ン パ ク ト 」 は 大 き く ， 血 糖 値 を 自 己 測 定

す る こ と で 生 活 行 動 の 見 直 し が さ れ ， 自 然 に 血 糖 値 が 改 善 さ れ た

と 報 告 さ れ て い る 。 ま た ， 修 正 し た 生 活 行 動 の 結 果 が 血 糖 値 と し

て 見 ら れ る の で 楽 し く 満 足 で き る と 報 告 さ れ て い る 。 高 血 圧 患 者

を 対 象 と し た 調 査 で は ， 血 圧 測 定 の 自 己 測 定 及 び 複 数 回 の 個 別 面

接 を 実 施 し て い る （ 安 藤 ら ， 2 0 1 0 ） 。 そ の 結 果 ， 対 象 者 は 血 圧 の

自 己 測 定 を 通 し ， 自 身 の 行 動 変 化 の 効 果 を 実 感 で き た こ と ， 知 識

を 得 る こ と で 生 活 習 慣 を 改 善 す る 方 法 が 理 解 で き た こ と が 動 機 付

け を 強 化 し た と 述 べ て い る 。 妊 娠 中 期 ～ 後 期 の 妊 婦 を 対 象 に 睡 眠

状 態 ，体 重 ，食 事 な ど 1 0 項 目 と 自 由 記 述 に よ る セ ル フ モ ニ タ リ ン

グ を 実 施 し た 研 究 で は ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ に よ り 妊 婦 は 自 分 の

行 動 や 感 情 を 客 観 的 に 振 り 返 る こ と が で き た と 報 告 さ れ て い る

（ 眞 鍋 ， 2 0 0 5 ） 。 こ れ ら の 先 行 研 究 か ら ， 検 査 等 の 自 己 測 定 と 数

値 の 視 覚 化 は 診 断 を 受 け た 患 者 だ け で な く ， そ の 予 備 群 に も 有 効

で あ る と 考 え ら れ る 。 妊 婦 は 生 理 的 に 貧 血 に な り や す く ， 妊 娠 貧

血 の 予 備 群 で あ る と い え る 。 そ の 妊 婦 に 対 し て ヘ モ グ ロ ビ ン 値 が

自 己 測 定 に て 視 覚 化 さ れ る こ と で ， 妊 婦 自 身 が こ れ ま で 自 宅 で 実

施 し て き た ， も し く は 実 施 し て こ な か っ た 食 行 動 の 結 果 を ， 妊 婦

自 身 が 客 観 的 に 評 価 で き る と 考 え る 。  
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5 ． 妊 娠 貧 血 の 管 理 に お け る 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 の 導 入  

 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 器 P r o n t o - 7 （ 以 下 P r o n t o - 7 ） は ，

セ ン サ ー を 利 き 手 と 反 対 の 第 四 指 に 把 持 し ，約 4 0 秒 で 非 侵 襲 的 に

ヘ モ グ ロ ビ ン 値 （ 以 下 S p H b 値 ） を 測 定 す る こ と が で き る 装 置 で

あ る 。 P r o n t o - 7 は 7 波 長 以 上 の 波 長 を 用 い て お り ， セ ン サ ー か ら

信 号 を 受 信 し ， 独 自 の ア ル ゴ リ ズ ム を 活 用 し て S p H b（ g / d l ） を 算

出 す る 。同 時 に S p O 2 ，脈 拍 数 ，灌 流 指 数（ P I ）の 測 定 が 行 わ れ る 。

P I は 測 定 部 位 の 脈 拍 の 強 度 を 数 値 で 示 し ， 1 . 0 0 ％ 以 上 が 望 ま し い

と さ れ て い る （ S ü m n i g ， e t  a l ．， 2 0 1 5 ） 。 健 康 な 成 人 ボ ラ ン テ ィ

ア ま た は 外 来 診 療 に 訪 れ た 成 人 ・ 小 児 1 , 4 4 5 名 の 男 女 を 対 象 に

P r o n t o - 7 の 測 定 を 行 っ た 結 果 ， 採 血 値 と の 相 関 は r = . 8 9 で あ っ た

と 報 告 さ れ て い る（ マ シ モ ジ ャ パ ン 社 ， 2 0 1 1 ）。国 外 の 調 査 で は ，

救 急 外 来 を 受 診 し た 患 者 を 対 象 に P r o n t o - 7 の 測 定 ( S p H b ) と 採 血

に よ る ヘ モ グ ロ ビ ン の 測 定 ( H b ) を 行 っ た 調 査 に よ る と ， ヘ モ グ ロ

ビ ン 値 の 相 関 係 数 は r = . 8 0 で あ っ た と 報 告 さ れ て い る（ G a y a t  E ，

A u l a g n i e r  J ， M a t t h i e u  E ， B o i s s o n  M  &  F i s c h l e r  M ， 2 0 1 2 ）。 外

来 患 者 と 健 康 な ボ ラ ン テ ィ ア を 対 象 と し た 調 査 で は ， S p H b と H b

の 差 は - 0 . 1 ± 1 . 1 g / d l で あ っ た と 報 告 さ れ て い る（ S h a h  N ，O s e a  E A  

&  M a r t i n e z  G J ， 2 0 1 3 ）。 日 本 人 の 妊 婦 を 対 象 と し た 他 の 調 査

（ Y o s h i d a  A ， 2 0 1 4 ） で は ， 妊 娠 期 全 体 で の S p H b 値 と H b 値 と の

相 関 は r = . 7 4 で あ る と 報 告 さ れ て い る 。し か し P r o n t o - 7 を 用 い た

論 文 は 国 内 外 と も に 少 な く ， P r o n t o - 7 を 用 い た 介 入 研 究 は 見 当 た

ら な い 。  
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＜ 妊 娠 貧 血 の 管 理 に 対 す る 文 献 検 討 の 総 括 ＞  

こ れ ま で の 文 献 検 討 を ま と め る と ， 妊 婦 の お よ そ 半 数 が 妊 娠 中

期 以 降 に 妊 娠 貧 血 に な っ て い る 。 ま た ， 現 代 の 妊 婦 は 食 生 活 が 偏

っ て い る こ と で 妊 娠 貧 血 を 助 長 し て い る 。 妊 娠 期 の 偏 っ た 栄 養 ，

す な わ ち 胎 児 期 か ら の 栄 養 状 態 は 将 来 の 成 人 病 発 症 の リ ス ク に な

る 。 さ ら に 親 の 食 事 行 動 が 低 い 場 合 ， 幼 児 の 偏 食 を 助 長 さ せ て し

ま う 。 よ っ て 妊 娠 期 に 食 生 活 を 見 直 し ， 正 し い 食 事 行 動 の 習 慣 を

確 立 す る こ と は 妊 娠 貧 血 の 予 防 と い う 視 点 だ け で な く ， 胎 児 の 発

育 ， そ の 後 の 児 の 発 育 に 肯 定 的 に 作 用 す る こ と に 繋 が る 。 妊 娠 と

わ か っ て か ら 飲 酒 や 服 薬 を 止 め る 等 の 行 動 変 容 を と る 妊 婦 は 少 な

く な い た め ， 妊 娠 期 は 食 事 行 動 を 見 直 す 良 い 機 会 と な り う る の で

は な い か と 考 え た 。 し か し ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 に 関 す る

行 動 変 容 に 焦 点 を あ て た 研 究 は 少 な い 。 妊 娠 糖 尿 病 や 妊 娠 高 血 圧

症 候 群 予 防 の た め の 体 重 コ ン ト ロ ー ル 及 び 血 圧 コ ン ト ロ ー ル に 対

し て は ， 自 己 測 定 に よ る 数 値 の 視 覚 化 に 伴 い 行 動 変 容 の 効 果 が 認

め ら れ て い る 。 P r o n t o - 7 は 非 侵 襲 的 に ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 が で き る

機 器 で あ る 。ヘ モ グ ロ ビ ン 値 が 自 己 測 定 に て 視 覚 化 さ れ る こ と で ，

妊 婦 自 身 が こ れ ま で 自 宅 で 実 施 し て き た 食 事 行 動 ， も し く は 実 施

し て こ な か っ た 食 事 行 動 の 結 果 を 客 観 的 に 評 価 す る こ と が で き る 。 

以 上 に よ り ， つ わ り 症 状 が 消 失 し た 妊 娠 中 期 に 焦 点 を あ て ， 非

侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 の 自 己 測 定 を 継 続 し て 実 施 す る こ と で ，

妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 の 強 化 に 繋 が る と 考 え た 。  

本 研 究 は ， 健 康 に 対 す る 自 己 コ ン ト ロ ー ル 支 援 に 向 け た 研 究 で

あ る た め ， 研 究 枠 組 み を 検 討 す る た め に ， ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン

に つ い て 考 え る 必 要 が あ る と 考 え た 。  
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Ⅲ ． ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン  

 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン と は ，「人 々 が 自 ら の 健 康 を コ ン ト ロ ー ル

し 改 善 す る こ と が で き る よ う に す る プ ロ セ ス 」 で あ る と オ タ ワ 憲

章 に お い て 定 義 さ れ て い る （ 足 達 ， 2 0 0 3 ）。 一 方 、 P a r s e （ 1 9 9 0 ）

は ， ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン と は 人 間 ， 環 境 の 相 互 作 用 プ ロ セ ス に

お け る 人 生 の 流 れ の 質 を 高 め る た め に 行 動 を と る こ と で あ る と 述

べ て い る 。 妊 娠 中 の 食 事 行 動 の 見 直 し は 妊 娠 貧 血 予 防 に 限 ら ず ，

妊 娠 中 の 妊 婦 自 身 の 健 康 や 産 後 の 母 体 の 回 復 に む け た ヘ ル ス プ ロ

モ ー シ ョ ン で あ る と 考 え る 。 本 研 究 で は 妊 娠 貧 血 の 予 防 を き っ か

け に ， 妊 婦 が 自 分 自 身 の 食 事 行 動 を 見 直 す 機 会 と な り ， 自 身 の 生

活 の 質 を 高 め る ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 行 動 が と れ る よ う に な る こ

と を 目 指 し て い る 。  

 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の 理 論 は 多 数 あ る 。 本 研 究 で は そ の 中 か

ら 妊 婦 に 対 す る ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン を 考 え る う え で ， 以 下 の 5

つ の 理 論 に つ い て 考 え て い く 。  

 

1 .  計 画 的 行 動 理 論  

計 画 的 行 動 理 論 （ T h e  T h e o r y  o f  P l a n n e d  B e h a v i o r ， 以 下 T P B

と 略 す ） と は ， A j z e n に よ っ て 提 言 さ れ た 理 論 で あ り ， 人 が 何 か

行 動 を し よ う と す る と き ， そ の 目 的 と す る 行 動 を 行 う 前 に は ， 行

動 し よ う と す る “ 意 思 ” が 働 き ， そ の 意 思 は ， そ の 行 動 に 対 す る

本 人 の “ 態 度 ” と “ 主 観 的 な 規 範 ” と “ 行 動 コ ン ト ロ ー ル 感 ” に

よ っ て 互 い に 影 響 を 受 け る と い う も の で あ る （ A j z e n  I ， 1 9 9 1 ； 土

井 ， 2 0 0 9 ）。 T P B を ベ ー ス と し た 先 行 研 究 に は ， 思 春 期 の 緊 急 避

妊 薬 使 用 に 関 す る 調 査 （ S c o t t  K  G ， 2 0 1 1 ）， 医 療 機 関 に お け る 職
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員 の 喫 煙 に 関 す る 調 査（ 長 谷 川 ，石 崎 ，上 原 ，上 木  &  米 澤 ，2 0 0 5 ），

母 乳 栄 養 に 関 す る 意 思 と 態 度 の 調 査 （ S w a n s o n  V  &  P o w e r  K ，

2 0 0 5 ； G i l e s  M ,  C o n n o r  S ,  M c C l e n a h a n  C  &  M a l l e t t  J ， 2 0 0 7 ）

な ど 多 様 な 研 究 に お い て 実 証 さ れ て い る 。 T P B で は ， 行 動 の 前 に

意 思 （ 意 図 ） が 存 在 す る 。 意 思 は 与 え ら れ た 行 動 が 準 備 さ れ て い

る と い う 指 示 で あ り ， 行 動 の す ぐ 直 前 に よ く 考 え ら れ る 。 行 動 は

与 え ら れ た 目 的 ，与 え ら れ た 状 況 に お け る 目 に 見 え る 反 応 で あ る ，

と 定 義 さ れ て い る 。  

 

2 .  ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン モ デ ル  

 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン モ デ ル （ H e l t h  P r o m o t i o n  M o d e l ， 以 下

H P M と 略 す ） は P e n d e r に よ っ て 提 言 さ れ ， 看 護 と 行 動 科 学 の 視

点 を 統 合 し た ， 保 健 行 動 に 影 響 す る 概 念 枠 組 み モ デ ル で あ り ， 人

が 健 康 を 求 め て と る ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 行 動 の 背 景 に は ， ど の

よ う な 生 物 学 的 ・ 心 理 学 的 ・ 社 会 文 化 的 な 要 因 が 影 響 し て い る か

に つ い て ， 環 境 と の 相 互 作 用 を 考 慮 し て 多 面 的 に 示 し た モ デ ル で

あ る （ P e n d e r  N o l a  J ， 1 9 9 6 ）。 そ の 後 H P M は 改 訂 し ， 改 訂 H P M

で は ，「 個 人 の 特 性 と 経 験 」 が 「 行 動 に 特 異 的 な 認 識 と 感 情 」 に 影

響 し ，「 行 動 の 成 果 」 に 繋 が る 。「 個 人 の 特 性 と 経 験 」 に は 年 齢 ，

性 ， B M I な ど が 含 ま れ て お り ，「 行 動 に 特 異 的 な 認 識 と 感 情 」 に

は 自 己 効 力 ， 行 動 の 引 き 金 に な る よ う な き っ か け を も つ 環 境 が 含

ま れ る 。 そ し て 「 行 動 の 成 果 」 は 「 行 為 計 画 実 行 の 意 志 」 か ら 始

ま り ， あ る 特 定 の 行 為 を 必 ず や る と 義 務 づ け ， そ の 行 為 を ど う や

っ て や る か と い う 方 策 ， す な わ ち そ の 行 動 を 引 き 出 し ， 遂 行 し ，

強 化 す る の に 必 要 な 特 定 の 方 策 を 考 え る こ と か ら 始 ま る 。 行 動 の
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達 成 と 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク が 自 己 効 力 感 を 高 め ， そ れ が 行 動

の 前 向 き な 感 情 を 高 め る こ と が 示 さ れ て い る （ P e n d e r  N o l a  J ，

2 0 1 1 ）。  

 改 訂 H P M を 使 用 し た 研 究 を み る と ， 体 重 管 理 困 難 な 透 析 患 者

を 対 象 と し た 調 査 （ 須 田 ， 手 塚 ， 小 林 ， 渡 辺 &  小 宮 山 ， 2 0 0 8 ） で

は ， 行 動 変 容 プ ロ グ ラ ム を 用 い て 働 き か け ， 体 重 管 理 に 対 す る 効

果 の 検 証 を 行 っ た こ と で 患 者 に あ っ た 効 果 的 な 技 法 を 選 択 す る こ

と が で き た と 報 告 さ れ て い る 。 ま た ， 高 血 圧 の 患 者 の 健 康 行 動 に

関 す る 調 査 で は ， セ ル フ ケ ア 及 び 健 康 行 動 に 対 す る 介 入 プ ロ グ ラ

ム で は ， 改 訂 H P M を 用 い る こ と の 有 効 性 が 示 唆 さ れ て い る

（ K a m r a n  A ， A z a d b a k h t  L ， S h a r i f i r a d  G ， M a h a k i  B  &  M o h e b i  

S ， 2 0 1 5 ）。  

本 研 究 で い う 「 個 人 の 特 性 と 経 験 」 は ， 高 齢 産 婦 の 増 加 （ 厚 生

労 働 省 ， 2 0 1 5 b ）， 2 0 代 ～ 3 0 代 の 痩 せ の 増 加 等 が 当 て は ま る と 考

え る 。そ し て P r o n t o - 7 が 産 科 外 来 に あ り ，妊 婦 健 診 の た び に 自 己

測 定 で き る 環 境 を 整 え る こ と で ， そ の 結 果 が 数 値 と し て す ぐ に フ

ィ ー ド バ ッ ク で き る 状 況 に あ る こ と は ， 行 動 の 引 き 金 と な る き っ

か け の 環 境 に な る と 考 え る 。さ ら に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 に

ヘ モ グ ロ ビ ン 値 を 視 覚 化 す る こ と で ， 自 分 が と っ た 行 動 の 結 果 を

そ の 場 で み る こ と が で き ， そ の 結 果 が 良 い も の で あ っ た 場 合 ， 肯

定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク と な り ， 自 己 効 力 感 を 高 め ， そ し て 行 動 の

維 持 に 繋 が っ て い く と 考 え る 。  

 

3 .  自 己 効 力 感  

 B a n d u r a は 「 あ る 課 題 を 達 成 す る た め に 必 要 な 行 動 を ど の 程 度
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う ま く 実 行 す る こ と が で き る か と い う 確 信 」 を 自 己 効 力 感

（ S e l f - e f f i c a c y ） と 定 義 し た （ 大 西 &  桜 井 ， 2 0 0 6 ）。 自 己 効 力 感

は 「 自 分 は 行 動 を 変 え る こ と が で き る 」 と ， 行 動 に お け る 自 分 自

身 の 能 力 の 捉 え 方 で あ る 「 認 知 」 を 重 要 視 し て い る の が 特 徴 で あ

る 。 自 己 効 力 感 が 高 い ほ ど 実 際 の 行 動 を 起 こ す 可 能 性 が 高 い と い

わ れ て い る 。 妊 婦 を 対 象 と し た 先 行 研 究 で は ， 自 己 効 力 感 が 高 い

妊 婦 の 方 が 食 事 摂 取 に 気 を 付 け て お り ， 体 重 コ ン ト ロ ー ル が 出 来

る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 松 竹 ， 島 田 &  李 ， 2 0 1 6 ）。 ま た ， 妊 娠

中 の 禁 煙 実 行 率 に 関 し て ， 自 己 効 力 感 が 高 い 妊 婦 ほ ど 禁 煙 実 施 率

が 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る （ 久 保 &  恵 美 須 ， 2 0 0 7 ）。  

  特 定 の 課 題 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 に 関 す る 研 究 も 多 く 実 施 さ

れ て お り ， 口 腔 保 健 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 （ 尾 崎 &  煙 山 ，

2 0 1 5 ），糖 尿 病 患 者 の セ ル フ ケ ア に 関 す る 運 動 自 己 効 力 感 尺 度（ 尾

辻 ら ， 2 0 1 5 ）， 日 本 語 版 母 乳 育 児 継 続 の 自 己 効 力 感 尺 度 （ 中 田 ，

2 0 1 5 ）， 食 生 活 の 自 己 管 理 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 （ 吉 本 ， 武 藤 &  

前 迫 ， 2 0 0 3 ） な ど が あ る 。  

 

4 .  行 動 変 容 ス テ ー ジ モ デ ル  

 行 動 変 容 ス テ ー ジ モ デ ル （ T h e  T r a n s  t h e o r e t i c a l  M o d e l ， 以 下

T T M と 略 す ） は ， 行 動 変 容 と そ の 維 持 に 関 す る モ デ ル で あ り ， 生

活 習 慣 の 改 善 を 1 つ の プ ロ セ ス と し て 捉 え て い る 。 行 動 変 容 の 過

程 を ① 前 熟 考 期 ， ② 熟 考 期 ， ③ 準 備 期 ， ④ 実 行 期 ， ⑤ 維 持 期 に 分

類 し 各 時 期 に 応 じ た 関 わ り 方 が 重 要 で あ る と 述 べ ら れ て い る

（ P r o c h a s k a  J  &  V e l i c e r  W ， 1 9 9 7 ）。 前 熟 考 期 は 行 動 変 容 を 考 え

て お ら ず ， 熟 考 期 は 行 動 変 容 へ の 関 心 が あ り ， 行 動 変 容 の 意 思 は
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あ る が ， 行 動 変 容 に よ る メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト を 比 較 し て も ど ち

ら が よ い か 判 断 が つ か な い 状 況 に あ る 。 準 備 期 は 行 動 を 変 え る こ

と を 自 己 決 意 す る 。 自 分 自 身 で 行 動 変 容 を 試 み た 経 験 を も つ 人 が

多 い 。 実 行 期 は 望 ま し い 行 動 を 開 始 し て 6 か 月 未 満 で あ り ， 維 持

期 は 6 か 月 以 上 継 続 し て 行 動 を 実 施 し て い る 。  

T T M を ベ ー ス に ，市 町 村 で 実 施 し て い る 健 診 に 参 加 し た 成 人 男

女 を 対 象 と し た 調 査 で は ， 運 動 に 関 し て 前 熟 考 期 4 8 . 3 ％ ， 熟 考 期

1 3 . 9 ％ ，準 備 期 1 0 . 6 ％ で あ っ た と 報 告 さ れ て い る（ 桑 原 ， 2 0 1 3 ）。

女 子 大 学 生 の 喫 煙 者 を 対 象 と し た 禁 煙 行 動 に 対 す る 調 査 （ 川 村 ，

酒 井 &  暁 東 ， 2 0 1 0 ） で は ， 前 熟 考 期 6 3 . 4 % ， 熟 考 期 3 5 . 2 % ， 準 備

期 1 . 4 % で あ っ た と 報 告 さ れ て い る 。2 0 ~ 3 0 代 の 喫 煙 女 性 を 対 象 と

し た 調 査 で も ， 前 熟 考 期 と 熟 考 期 を 併 せ て 8 4 . 6 % で あ っ た と 報 告

さ れ て い る （ 松 本 ， 2 0 1 1 ）。 B M I が 2 5 以 上 の 成 人 男 女 を 対 象 と し

た 生 活 改 善 に 関 す る 調 査 （ 島 添 ， 豊 田 &  副 島 ， 2 0 1 3 ） で は ， 前 熟

考 期 と 熟 考 期 を 併 せ て 6 0 % 以 上 で あ っ た と 報 告 さ れ て い る 。 喫 煙

や 肥 満 に よ る 合 併 症 の リ ス ク は あ る も の の ， 症 状 と し て 合 併 症 を

発 症 し て い な い 場 合 は ， 行 動 変 容 に つ い て は ， 前 熟 考 期 ， 熟 考 期

の 者 が 多 い 。  

一 方 ， T T M に 基 づ く 2 型 糖 尿 病 患 者 を 対 象 と し た 栄 養 指 導 の 調

査 で は ， 栄 養 指 導 前 は 熟 考 期 3 8 . 1 % ， 準 備 期 4 7 . 0 % で あ っ た と 報

告 さ れ て い る （ 中 川 ， 森 谷 ， 石 川 ， 米 代 &  武 藏 ， 2 0 1 5 ）。 ま た ，

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 基 準 に 該 当 す る 成 人 男 女 の 食 行 動 変

容 に 関 す る 調 査 で は ， 栄 養 指 導 前 は 熟 考 期 5 8 . 6 % ， 準 備 期 1 9 . 5 %

で あ っ た と 報 告 さ れ て い る （ 清 水 ら ， 2 0 1 2 ）。 よ っ て 疾 患 の 診 断

を さ れ て い る 場 合 は ， 行 動 変 容 ス テ ー ジ の 熟 考 期 及 び 準 備 期 の 者
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が 増 加 し て い る 。 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 の 母 親 の 食 知 識 と 食 行 動 に

つ い て の 調 査 に よ る と ， 現 在 の 食 生 活 に つ い て ， 妊 娠 期 で は 熟 考

期 3 4 . 1 ％ ，準 備 期 3 4 . 1 ％ で あ っ た と 報 告 さ れ て い る（ 安 川 ，高 田 ，

岩 部 &  吉 池 ， 2 0 1 2 ）。 さ ら に 前 述 し た よ う に ， 妊 娠 が わ か っ て か

ら 飲 酒 や 服 薬 を 止 め る 等 の 行 動 変 容 を と る 妊 婦 は 少 な く な い （ 柴

田 ， 望 月 ， 草 間 &  大 川 ， 2 0 0 3 ）。 従 っ て ， 妊 婦 は 合 併 症 を 発 症 し

て い な く て も ， 妊 娠 に 伴 い 合 併 症 の リ ス ク が 常 に あ り ， そ れ に 伴

い 胎 児 へ の 影 響 を 考 え る こ と で ， 行 動 変 容 ス テ ー ジ モ デ ル で い う

② 熟 考 期 ， ③ 準 備 期 に あ た る 妊 婦 が 多 い と 推 測 さ れ る 。  

 

5 .  保 健 信 念 モ デ ル  

 保 健 信 念 モ デ ル（ H e a l t h  B e l i e f  M o d e l ，以 下 H B M と 略 す ）は ，

B e c k e r や R o s e n s t o c k ら に よ り 提 唱 さ れ た 価 値 期 待 の 理 論 で あ り ，

以 下 の よ う に 解 釈 さ れ て い る 。 ① 病 気 を 回 避 し 健 康 （ 価 値 ） を 手

に し た い と い う 願 い ， ② 個 人 で 実 行 で き る 具 体 的 な 健 康 行 動 が 病

気 を 予 防 で き る （ 予 知 ） と い う 信 念 。 こ の 場 合 の 期 待 は ， さ ら に

病 気 の か か り や す さ （ 脆 弱 性 ） や 病 気 の 重 篤 性 に 関 す る 個 人 的 な

予 測 ， ま た 行 為 を 通 し て 病 気 の 恐 怖 を 軽 減 で き る 可 能 性 と し て 説

明 さ れ て い る （ J a n z  N K  &  B e c k e r  M H ， 1 9 8 4 ； R o s e n s t o c k  I M ，

S t r e c h e r  V J  &  B e c k e r  M H ，1 9 8 8；曽 根 ，湯 浅 ，渡 部 &  鳩 野 ，2 0 1 0 ）。   

周 産 期 に 関 連 す る H B M を 用 い た 先 行 研 究 に は ， 乳 が ん 検 診 の 受

診 行 動（ 小 山 &  飯 野 ， 2 0 1 1 ），性 感 染 症 予 防 行 動（ 齋 藤 ，町 浦 &  末

原 ， 2 0 0 7 ） 等 の 報 告 が あ る 。 さ ら に 妊 婦 を 対 象 と し た 先 行 研 究 で

は ， 出 産 方 法 の 選 択 に 関 す る 調 査 （ L o k e  A Y ， D a v i e s  L  &  L i  S F ，

2 0 1 5 ）， 妊 娠 中 の 不 安 と そ の 要 因 に 関 す る 調 査 （ S h a h n a z i  H ，



20 

 

S a b o o t e h  S ，S h a r i f i r a d  G ，M i r k a r i m i  K  &  H a s s a n z a d e h  A ，2 0 1 5 ），

低 所 得 妊 婦 と 葉 酸 摂 取 量 と の 関 連 （ K l o e b l e n  A S  &  B a t i s h  S S ，

1 9 9 9 ），低 出 生 体 重 児 予 防 の た め の プ ロ グ ラ ム の 効 果（ E k h t i a r i  Y S ,  

M a j l e s s i  F ,  F o r o u s h a n i  A R  &  S h a k i b a z a d e h  E ， 2 0 1 4 ） 等 多 数 の

研 究 で 実 証 さ れ て い る 。 本 研 究 で い う 認 知 さ れ た 脆 弱 性 と 重 大 性

と は ，妊 婦 は 妊 娠 経 過 に 伴 っ て 妊 娠 貧 血 に な り や す い と い う こ と ，

そ し て そ の 結 果 早 産 や 低 出 生 体 重 児 の リ ス ク が 高 ま る こ と に あ た

る と 思 わ れ る 。 こ の 認 知 さ れ た 脆 弱 性 と 重 大 性 は 妊 娠 貧 血 に 対 す

る 認 識 と 捉 え る こ と が で き る 。    

 以 上 の こ と か ら ， ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の モ デ ル は 、 本 研 究 の

概 念 枠 組 み を 作 成 す る 基 本 的 な 概 念 に な る と 考 え た 。  
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第 ２ 章  基 礎 研 究  

 

 P r o n t o - 7 を 用 い た 研 究 は 国 内 で は ほ と ん ど み ら れ な い 。 そ の た

め ，日 本 に お け る 妊 婦 を 対 象 に P r o n t o - 7 の 測 定 を 実 施 し ，機 器 の

精 度 及 び 基 礎 デ ー タ を 得 る こ と を 目 的 に 基 礎 研 究 1 ， 基 礎 研 究 2

を 実 施 し た 。  

 

Ⅰ ． 基 礎 研 究 １  

非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 器 を 用 い た 妊 娠 貧 血 検 査 の 可 能 性  

 

１ ） 研 究 対 象 者  

妊 婦 健 診 で 愛 知 県 内 の 産 婦 人 科 外 来 を 受 診 し た 妊 婦  3 5 人（ A

病 院 1 4 人 ， B 病 院 2 1 人 ） 。  

２ ） 調 査 期 間  

2 0 1 2 年 7 月 ～ 2 0 1 3 年 3 月  

３ ） 調 査 方 法  

胎 児 心 拍 が 確 認 さ れ た 妊 婦 に 調 査 の 内 容 を 説 明 し ， 初 回 の み

P r o n t o - 7 に よ る 測 定 を 研 究 者 と 一 緒 に 実 施 し た 。 そ の 後 は ， 妊

婦 健 診 ご と に P r o n t o - 7 に よ る 測 定 を 妊 婦 自 身 が 行 い ，測 定 結 果

を 産 婦 人 科 外 来 の 所 定 の 回 収 箱 に て 回 収 し た 。 P r o n t o - 7 の 測 定

は 1 回 と し ， 座 位 の 状 態 で 行 っ た 。 P r o n t o - 7 は セ ン サ ー か ら 発

す る 多 波 長 の 光 の 吸 光 特 性 で S p H b 値 を 測 定 す る 。 そ の た め マ

ニ キ ュ ア の 使 用 は 測 定 結 果 が 不 正 確 に な る 可 能 性 が あ る た め ，

マ ニ キ ュ ア を 塗 っ て い る 対 象 者 に は ， 測 定 時 に 除 光 液 で マ ニ キ
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ュ ア を お と す よ う 説 明 し た 。 血 液 検 査 の 測 定 は ， P r o n t o - 7 の 測

定 前 も し く は 測 定 後 と し ， い ず れ の 場 合 も 同 日 に 行 わ れ た 。 対

象 者 の 許 可 を 得 て ， カ ル テ よ り 妊 婦 健 診 時 に 実 施 さ れ た 血 液 検

査 の ヘ モ グ ロ ビ ン 値 （ H b 値 ） を 収 集 し た 。  

４ ） 分 析 方 法  

P r o n t o - 7 と 血 液 検 査 に よ る ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 測 定 が 同 日 に 行

わ れ た 時 の デ ー タ を 用 い ， P e a r s o n の 相 関 係 数 を 求 め た 。 分 析

に は I B M  S P S S  S t a t i s t i c s 2 1 を 用 い た 。  

５ ） 倫 理 的 配 慮  

対 象 者 に 研 究 目 的 ・ 方 法 ， 参 加 ・ 不 参 加 は 自 由 で あ る こ と ，

デ ー タ の 管 理 方 法 ， 個 人 情 報 の 保 護 な ど に つ い て 文 書 と 口 頭 に

て 説 明 し 同 意 を 得 た 。 藤 田 保 健 衛 生 大 学 疫 学 ・ 臨 床 研 究 等 倫 理

審 査 の 承 認 を 得 て 実 施 し た （ 番 号 1 2 - 0 5 9 ）。  

６ ） 結 果  

（ １ ） 対 象 の 基 本 属 性  

対 象 の 基 本 属 性 を 表 1 に 示 す 。妊 婦 の 平 均 年 齢 3 8 . 1 ± 5 . 5 歳（ 最

小 2 3 歳 ， 最 大 4 2 歳 ） で あ っ た 。 平 均 身 長 は 1 5 6 . 5  ±  5 . 1 c m （ 最

小 1 4 5 . 0 c m 、最 大 1 6 8 . 0 c m ），妊 娠 前 の 平 均 体 重 は 5 5 . 8 ± 8 . 8 k g（ 最

小 4 0 . 5 k g 、 最 大 8 0 . 0 k g ） で あ っ た 。 初 産 婦 1 7 人 ， 経 産 婦 1 8 人

で あ り ， 妊 娠 前 に 貧 血 で あ っ た 者 は い な か っ た 。  

（ 2 ） P r o n t o - 7 （ S p H b ） 値 と 血 液 検 査 （ H b ） 値 の 比 較  

 P r o n t o - 7 値 と 血 液 検 査 値 の 散 布 図 を 作 成 し ， 外 れ 値 を 除 い た 散

布 図 を 図 1 に 示 す 。S p H b の 平 均 値 は 1 2 . 0 ± 1 . 2 g / d l（ 最 小 9 . 2 g / d l ，

最 大 1 4 . 8 g / d l ） ， H b の 平 均 値 は 1 1 . 2 ± 1 . 0 g / d l （ 最 小 8 . 7 g / d l ， 最

大 1 3 . 7 g / d l ） で あ っ た 。 P e a r s o n の 相 関 係 数 は r = . 4 7 で あ り 正 の
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相 関 が み ら れ た（ p < . 0 0 1 ）。ま た P r o n t o - 7 値 と 血 液 検 査 値 の 差 を

図 2 に 示 す 。 S p H b 値 と H b 値 の 差 の 平 均 は 0 . 8 g ± 1 . 1 / d l で あ り ，

9 5 ％ 信 頼 区 間 は － 1 . 4 ～ 3 . 0 で あ っ た 。 血 液 検 査 値 と 比 較 し て

P r o n t o - 7 値 は 全 体 的 に 高 め に な っ て い た 。 全 デ ー タ 値 （ n ＝ 1 0 3 ）

の P I は 1 . 0 0 ％ 以 上 で あ っ た 。  

（ 3 ） 妊 娠 期 別 P r o n t o - 7 （ S p H b ） 値 と 血 液 検 査 （ H b ） 値 の 比 較  

 妊 娠 初 期 ， 中 期 ， 後 期 の 血 液 検 査 時 期 別 の S p H b 値 と H b 値 の

比 較 を 表 2 に 示 す 。妊 娠 初 期 の S p H b の 平 均 値 は 1 2 . 5 ± 1 . 0 g / d l（ 最

小 9 . 4 g / d l ， 最 大 1 4 . 5 g / d l ） ， H b の 平 均 値 は 1 2 . 1 ± 0 . 9 g / d l （ 最 小

1 0 . 2 g / d l ， 最 大 1 3 . 7 g / d l ） で あ っ た 。 P e a r s o n の 相 関 係 数 は r = . 5 4

で あ り 正 の 相 関 が み ら れ た （ p = . 0 0 9 ） 。 妊 娠 中 期 の S p H b の 平 均

値 は 1 2 . 2 ± 1 . 3 g / d l （ 最 小 9 . 2 g / d l ， 最 大 1 4 . 8 g / d l ） ， H b の 平 均 値

は 1 1 . 0 ± 0 . 8 g / d l（ 最 小 9 . 6 g / d l ，最 大 1 2 . 7 g / d l ）で あ っ た 。P e a r s o n

の 相 関 係 数 は r = . 6 2 で あ り 正 の 相 関 が み ら れ た （ p < . 0 0 1 ） 。 妊 娠

後 期 の S p H b の 平 均 値 は 1 1 . 7 ± 1 . 0 g / d l （ 最 小 9 . 3 g / d l ， 最 大

1 4 . 4 g / d l ） ， H b の 平 均 値 は 1 0 . 8 ± 0 . 8 g / d l （ 最 小 8 . 7 g / d l ， 最 大

1 3 . 3 g / d l ） で あ り ， 相 関 は み ら れ な か っ た 。  

７ ） 考 察  

救 急 外 来 を 受 診 し た 2 9 7 人 （ 男 5 1 . 5 ％ ， 女 4 8 . 5 ％ ） を 対 象 と し

た 海 外 の 先 行 研 究 で は ， 採 血 値 と S p H b 値 の 相 関 係 数 r = . 8 0 で あ

っ た と 報 告 し て い る（ G a y a t  E ，A u l a g n i e r  J ，M a t t h i e u  E ，B o i s s o n  

M  &  F i s c h l e r  M ， 2 0 1 2 ）。 先 行 研 究 と 比 較 す る と ， 相 関 は 低 い 結

果 と な っ た 。 基 礎 研 究 1 で は 測 定 前 の 安 静 度 に つ い て 条 件 を 設 定

し て い な か っ た 。 そ の た め ， 測 定 前 の 安 静 度 の バ ラ つ き が ， 低 い

相 関 の 要 因 で あ っ た と 予 測 さ れ る 。 よ っ て 座 位 以 外 の 安 静 度 の 条
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件 を 統 一 し た う え で ， P r o n t o - 7 の 測 定 を す る 必 要 が あ っ た と 考 え

る 。 さ ら に 基 礎 研 究 1 で は 妊 婦 の 負 担 を 考 慮 し て 1 回 の み の 測 定

と し て い た 。 そ の た め 不 正 確 な 値 が 測 定 さ れ た 可 能 性 も あ る 。

P r o n t o - 7 の P I 値 （ 灌 流 指 数 ， 測 定 部 位 の 脈 拍 の 強 度 を 数 値 で 示

し ， 1 . 0 0 ％ 以 上 で 循 環 が 保 た れ て い る と 判 断 で き る ） は 1 . 0 0 ％ を

超 え て い た 。 し か し 冬 季 の 収 集 も 含 ま れ て お り ， 測 定 時 に 末 梢 冷

感 が 生 じ て い る 可 能 性 も あ る 。 そ の た め 不 正 確 な 値 に な っ た 可 能

性 も あ る と 考 え る 。ま た ，採 血 時 間 と P r o n t o - 7 の 測 定 時 間 は 必 ず

し も 同 一 時 間 で は な か っ た 。 よ っ て H b 値 の 日 内 変 動 の 影 響 に よ

り P r o n t o - 7 の 測 定 値 と 異 な る 数 値 が 測 定 さ れ ，そ の 結 果 相 関 が 低

く な っ た 可 能 性 も あ る 。  

以 上 の こ と か ら ，妊 婦 健 診 時 の 測 定 条 件 を 整 え た う え で ，再 度 ，

妊 婦 を 対 象 に P r o n t o - 7 に よ る 測 定 を 実 施 す る こ と と し ，基 礎 研 究

2 を 行 っ た 。  
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Ⅱ ． 基 礎 研 究 ２  

妊 婦 を 対 象 と し た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 に 関 す る 基 礎 調 査  

 

１ ） 研 究 対 象 者  

  愛 知 県 内 の A 病 院 の 産 婦 人 科 外 来 に 妊 婦 健 診 目 的 で 来 院 し て

い る 妊 婦 4 7 人 。  

２ ） 調 査 期 間  

2 0 1 4 年 6 月 ～ 8 月 。  

３ ） 調 査 方 法  

 産 婦 人 科 外 来 の 受 付 時 も し く は 待 ち 時 間 に ， 研 究 者 が 調 査 説 明

文 書 を 用 い て 口 頭 で 調 査 の 趣 旨 及 び 倫 理 的 配 慮 を 説 明 し た 。 そ の

後 同 意 が 得 ら れ た 妊 婦 に 同 意 書 に 記 入 し て も ら っ た 。 妊 婦 健 診 で

採 血 検 査 が あ る 時 に ， 採 血 室 の 前 で 5 分 間 の 座 位 に よ る 安 静 後 ，

採 血 と 同 時 に P r o n t o - 7 の 測 定 を 実 施 し た 。 P r o n t o - 7 に よ る 測 定

は 1 回 の 妊 婦 健 診 時 に 3 回 連 続 測 定 と し ，検 査 室 入 室 後 の 採 血 前 ，

採 血 中 ， 採 血 後 に 行 っ た 。 そ の 後 カ ル テ よ り 採 血 結 果 ， 妊 婦 健 診

の 結 果 ， 基 本 属 性 の 情 報 を 収 集 し た 。  

４ ） 分 析 方 法  

分 析 は I B M  S P S S  S t a t i s t i c s 2 1 を 用 い た 。 S p H b 値 の 3 回 平 均

値 を 用 い て H b 値 と の P e a r s o n の 相 関 係 数 を 求 め た 。 ま た ， 非 侵

襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 は 利 き 手 と 反 対 の 第 4 指 で 測 定 す る た め ，

影 響 要 因 と し て 末 梢 皮 膚 温 ， P I ， 浮 腫 は S p H b 測 定 と の 関 連 の 可

能 性 が 考 え ら れ る 。 そ の た め ， S p H b 値 を 従 属 変 数 と し ， 末 梢 皮

膚 温 ， P I ， 浮 腫 を 独 立 変 数 と し て 単 回 帰 分 析 （ 強 制 投 入 法 ） を 実

施 し た 。  
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５ ） 倫 理 的 配 慮  

藤 田 保 健 衛 生 大 学 疫 学 ・ 臨 床 研 究 等 倫 理 審 査 の 承 認 を 得 て 実 施

し た （ 番 号 1 4 － 1 0 7 ）。  

６ ） 結 果  

（ １ ） 対 象 の 基 本 属 性  

対 象 妊 婦 は 妊 娠 中 期 2 0 人 ，妊 娠 後 期 2 7 人 の 計 4 7 人 で あ っ た 。

表 3 に 対 象 の 属 性 を 示 す 。 妊 婦 の 平 均 年 齢 は 妊 娠 中 期 3 2 . 3 ± 5 . 4

歳 ， 妊 娠 後 期 3 2 . 3 ± 5 . 3 歳 ， 平 均 身 長 は 妊 娠 中 期 1 5 6 . 5 ± 4 . 7 ㎝ ，

妊 娠 後 期 1 5 9 . 3 ± 6 . 5 ㎝ ， 平 均 体 重 は 妊 娠 中 期 5 2 . 7 ± 6 . 4 ㎏ ， 妊 娠

後 期 5 8 . 8 ± 5 . 0 ㎏ ， 非 妊 娠 時 の 平 均 体 重 は 妊 娠 中 期 4 9 . 2 ± 6 . 3 ㎏ ，

妊 娠 後 期 5 1 . 8 ± 4 . 8 ㎏ ，非 妊 娠 時 B M I の 平 均 は 妊 娠 中 期 2 0 . 4 ± 2 . 2 ，

妊 娠 後 期 2 0 . 4 ± 2 . 3 で あ っ た 。  

（ ２ ） P r o n t o - 7 測 定 値 （ S p H b ） 結 果  

妊 娠 中 期 と 妊 娠 後 期 の 各 測 定 結 果 を 表 4 に 示 す 。 妊 娠 中 期 群

（ n = 2 0 ） の H b 値 平 均 1 1 . 2 ± 0 . 7 g / d l ，  S p H b 値 3 回 平 均

1 1 . 8 ± 1 . 3 g / d l で あ り ， S p H b 値 と H b 値 の 差 は 0 . 6 ± 0 . 9 g / d l で あ っ

た 。 P e a r s o n の 相 関 係 数 は r = . 7 8 ， p < . 0 0 1 で あ っ た 。  

同 様 に 妊 娠 後 期 群 （ n = 2 7 ） で は ， H b 値 の 平 均 1 1 . 3 ± 0 . 9 g / d l ，  

S p H b 値 3 回 平 均 1 2 . 3 ± 1 . 1 g / d l で あ っ た 。 S p H b 値 と H b 値 の 差 は

0 . 9 ± 0 . 9 g / d l で あ っ た 。S p H b 値 と H b 値 の P e a r s o n の 相 関 係 数 は ，

r = . 6 2 ， p < . 0 0 1 で あ っ た 。  

（ ３ ） P r o n t o - 7 の 測 定 値 に 影 響 を 及 ぼ す 因 子 の 検 討  

 妊 娠 中 期 と 妊 娠 後 期 に お け る S p H b 値 3 回 平 均 を 従 属 変 数 と し ，

末 梢 皮 膚 温 3 回 平 均 値 ， P I の 3 回 平 均 値 ， 浮 腫 を 独 立 変 数 と し て

単 回 帰 分 析 に て 検 討 し た （ 表 5 ， 表 6 ）。 妊 娠 中 期 ， 妊 娠 後 期 の い



27 

 

ず れ の 独 立 変 数 に お い て も 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 ま た ， 各 独

立 変 数 の R 2 は い ず れ も 0 . 1 未 満 で あ っ た 。  

（ ４ ） 外 れ 値 の 検 討  

妊 娠 中 期 に お け る H b 値 と S p H b の 3 回 測 定 平 均 値 の 散 布 図 を

図 3 に 示 す 。 同 様 に 妊 娠 後 期 に H b 値 と S p H b の 3 回 測 定 平 均 値

の 散 布 図 を 図 4 に 示 す 。 妊 娠 中 期 と 比 較 し て 後 期 の 方 が バ ラ つ き

は 大 き か っ た 。 S p H b 値 と H b 値 の 差 が 2 . 0 g / d l 以 上 あ る 者 は 妊 娠

中 期 2 人 ， 妊 娠 後 期 3 人 の 計 5 人 で あ っ た 。 5 人 全 員 の S p H b 値

は ， 3 回 測 定 値 全 て に お い て H b 値 よ り 2 . 0 g / d l 以 上 高 か っ た 。 さ

ら に M C V（ 平 均 赤 血 球 容 積 ），M C H（ 平 均 赤 血 球 ヘ モ グ ロ ビ ン 量 ），

M C H C（ 平 均 赤 血 球 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 ），  妊 婦 健 診 の 項 目 ，年 齢 ，

P I ，末 梢 皮 膚 温 に つ い て 検 討 し た が ，一 定 傾 向 は み ら れ な か っ た 。  

７ ） 考 察  

（ １ ） S p H b 値 と H b 値 と の 関 連  

 妊 娠 中 期 で は S p H b 値 と H b 値 に 高 い 正 の 相 関 ， 妊 娠 後 期 に は

中 程 度 の 相 関 が 得 ら れ た 。 基 礎 研 究 2 で は 測 定 前 の 安 静 条 件 の 統

一 ， 採 血 と 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 を ほ ぼ 同 時 に 実 施 し た 。 そ

の た め 測 定 条 件 の バ ラ つ き が 少 な い こ と ， ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 日 内

変 動 に よ る 影 響 を 受 け て い な い た め ， S p H b 値 の 測 定 結 果 の 信 頼

性 は 高 い と 考 え る 。  

 P r o n t o - 7 に よ る 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 は ， 利 き 手 と 反 対 の

第 4 指 に セ ン サ ー を 装 着 す る 。 P r o n t o - 7 は セ ン サ ー か ら の 多 波 長

の 光 の 透 過 に て 第 4 指 の 毛 細 血 管 に お け る S p H b 値 を 測 定 す る

（ S ü m n i g ， e t  a l ．， 2 0 1 5 ）。 よ っ て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 に

影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る 末 梢 皮 膚 温 ， P I ， 浮 腫 に つ い て 検 討 し
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た が ， S p H b 値 に 影 響 を 与 え な い こ と が 明 ら か と な っ た 。 し か し

S p H b 値 は H b 値 と 比 較 し て 高 め に で る 傾 向 が み ら れ た 。日 本 人 の

妊 婦 を 対 象 に P r o n t o - 7 を 用 い て ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 を 実 施 し た 先

行 研 究（ Y o s h i d a  A ，S a i t o  K ， I s h i i  K ，A z u m a  I ，S a s a  H  &  F u r u y a  

K ， 2 0 1 4 ） で は ， 妊 娠 中 期 ， 妊 娠 後 期 の S p H b 値 と H b 値 の 差 は

1 . 0 1 ± 1 . 2 2 ， 1 . 3 2 ± 1 . 0 7 で あ っ た と 報 告 さ れ て い る 。 本 研 究 で も 妊

娠 中 期 よ り も 妊 娠 後 期 の 方 が P r o n t o - 7 の 測 定 値 が 高 く な り ，同 様

の 結 果 が 得 ら れ た 。よ っ て 妊 婦 が P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 に ヘ

モ グ ロ ビ ン 値 を 測 定 す る 場 合 は ， S p H b 値 が 高 め に で る こ と を 考

慮 す る 必 要 が あ る 。 基 礎 研 究 2 で は 測 定 条 件 と し て ， 採 血 と

P r o n t o - 7 の 測 定 を ほ ぼ 同 時 に 実 施 し た 。 そ の た め S p H b 値 が 高 く

で る の は 時 間 差 に よ る 日 内 変 動 の 影 響 と は 考 え に く い 。 安 静 条 件

と し て 測 定 前 に 5 分 間 の 座 位 と し ， あ る 程 度 安 静 条 件 は 整 え ら れ

て い る と 考 え る 。 座 位 と 臥 位 で の 変 動 の 可 能 性 も 考 慮 し ， 測 定 体

位 の 違 い に よ る さ ら な る 検 証 が 必 要 と 考 え る 。 し か し ， 実 際 の 妊

婦 健 診 の 場 面 で 臥 位 に な っ て 測 定 す る の は あ ま り 現 実 的 で は な い 。

妊 娠 中 期 の 相 関 は 良 い た め ，今 後 も 基 礎 研 究 2 の 測 定 条 件 の ま ま ，

5 分 安 静 後 に 座 位 で 測 定 す る 方 法 で 実 施 す る こ と と す る 。 さ ら に

P r o n t o - 7 の 値 は 実 際 よ り 高 め で あ る と い う 前 提 で 使 用 す る こ と

を 留 意 し て い く 。 妊 娠 後 期 に 関 し て は ， 基 礎 研 究 1 と 比 較 す る と

相 関 は 高 く な っ た も の の ， 弱 い 相 関 と な っ て い る 。 今 後 も 対 象 数

を 増 や し ， さ ら な る 検 討 が 必 要 と 考 え る 。  

以 上 に よ り ，妊 娠 中 期 の 妊 婦 を 対 象 に P r o n t o - 7 を 測 定 す る こ と

は 可 能 で あ る と 判 断 し た 。  
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第 ３ 章  本 研 究  

 

Ⅰ ． 本 研 究 の 目 的 と 意 義  

 

妊 娠 中 期 の 妊 婦 に 対 し ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 器 P r o n t o - 7

を 用 い た ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 自 己 測 定 と ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食

事 行 動 の 意 思 の 強 化 と の 関 連 を 明 ら か に す る 。 ま た ， 妊 婦 健 診 時

の ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 自 己 測 定 の 継 続 が ， 食 事 行 動 に 対 す る 妊 婦 の

モ チ ベ ー シ ョ ン を 維 持 し ， 食 事 行 動 に 対 す る 行 動 変 容 の 影 響 要 因

と な る か を 明 ら か に す る 。  

妊 娠 期 の 食 生 活 は 妊 婦 自 身 だ け で な く ， 胎 児 や そ の 後 の 新 生 児

の 健 康 に 影 響 を 与 え る 。 妊 娠 期 か ら の 食 生 活 の 見 直 し は ， 早 産 ，

低 出 生 体 重 児 の 予 防 だ け で は な く ， 産 後 の 母 体 や 新 生 児 を と り ま

く 家 族 全 体 の 健 康 へ と 繋 が っ て い く 。 本 研 究 で は ま ず は 妊 娠 期 に

焦 点 を あ て る こ と で ， 望 ま し い 食 事 行 動 に む け た 看 護 の 支 援 の 基

礎 研 究 に な る と 考 え た 。 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の 考 え は ， こ れ か

ら の 看 護 学 分 野 で は よ り 重 要 と な っ て く る 。 本 研 究 が 産 後 の 母 子

や 家 族 の ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン へ の 関 わ り を し て い く た め の 基 礎

研 究 と な り ， 発 展 に 寄 与 す る ベ ー ス と な る こ と は 大 変 意 義 深 い と

考 え た 。  

 

Ⅱ ． 概 念 枠 組 み  

  

 本 研 究 の 概 念 枠 組 み を 図 1 に 示 す 。 個 人 の 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る

関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」
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は 互 い に 影 響 し ， そ れ ら が 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 の 強 化

と な り ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 へ と 繋 が る 。 そ し て 最

終 的 に 「 妊 娠 貧 血 予 防 」 へ と 結 び つ く 。 こ れ は 「 妊 娠 」「 自 己 の 属

性 」 か ら 影 響 を 受 け る 。「 P r o n t o - 7 の 自 己 測 定 」 は 「 妊 娠 貧 血 予

防 に 対 す る 意 思 」 を 強 化 し ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 を

導 く モ チ ベ ー シ ョ ン を 維 持 し 強 化 す る 役 割 と な る 。 加 え て ，

「 P r o n t o - 7 の 自 己 測 定 」 を 介 し て 行 動 結 果 を 自 分 で フ ィ ー ド バ ッ

ク し ， そ の 結 果 が さ ら に 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対

す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」を 高 め る こ と に 繋 が る

と 考 え た 。こ れ は 妊 婦 健 診 ご と に 実 施 し て い く こ と が 可 能 で あ り ，

妊 娠 中 は 継 続 し て こ の モ デ ル を 実 施 す る こ と で の 良 好 な サ イ ク ル

が 確 立 さ れ ， 妊 娠 貧 血 を 予 防 で き る 。  

 

Ⅲ ． 研 究 方 法  

 

１ ． 研 究 デ ザ イ ン  

 非 ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験  

 

２ ． 対 象 者  

対 象 者 数 を 設 定 す る た め に ，G - P o w e r 3 . 1 を 用 い て ，検 出 力 0 . 8 ，

対 応 あ る サ ン プ ル の t 検 定 と し て サ ン プ ル サ イ ズ を 計 算 し た 。 そ

の 結 果 ， 介 入 群 （ p r o n t o - 7 測 定 群 ）・ コ ン ト ロ ー ル 群 各 3 4 人 の 計

6 8 人 を 対 象 と し た 。  
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３ ． 調 査 施 設  

藤 田 保 健 衛 生 大 学 坂 文 種 報 徳 會 病 院 産 婦 人 科 外 来  

 

４ ． 調 査 時 期  

 2 0 1 5 年 1 0 月 ～ 2 0 1 6 年 1 0 月  

 

５ ． 対 象 選 定  

  一 般 的 な 妊 娠 貧 血 予 防 を 含 む 食 生 活 に 関 す る 指 導 は ， 施 設 ご

と に 取 り 組 み 方 が 異 な る 。 そ の た め 本 研 究 で は 研 究 協 力 施 設 を

1 施 設 に 限 定 す る こ と で ， 介 入 群 ， コ ン ト ロ ー ル 群 共 に 同 じ 指

導 を 受 け て い る 集 団 と し た 。 そ の 上 で 本 研 究 に お け る 介 入 を 実

施 す る こ と で 介 入 の 効 果 を 検 討 し た 。  

本 来 は R C T（ R a n d o m i z e d  C o n t r o l l e d  T r i a l ） に よ る 研 究 が 望

ま し い 。 し か し ， 研 究 協 力 施 設 が 1 施 設 で あ り 対 象 人 数 に 限 界

が あ る こ と ， 外 来 ス タ ッ フ の 人 数 に よ り ， ラ ン ダ ム に 割 付 け た

う え で 対 応 す る こ と が 難 し い 現 状 が あ る 。 そ の た め 時 期 に よ る

割 り 付 け を 実 施 し た 。 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 の 割 付 は 研 究 時

期 の 前 半 を 介 入 群 と し ,対 象 人 数 が 集 ま っ た 時 点 で 介 入 群 は 終

了 と し た 。そ の 後 続 け て コ ン ト ロ ー ル 群 の 調 査 を 開 始 し , 対 象 人

数 が 集 ま っ た 時 点 で コ ン ト ロ ー ル 群 は 終 了 と し た 。 対 象 は 妊 娠

中 期 （ 妊 娠 1 6 週 ） 以 降 の 妊 婦 と し た 。  

除 外 基 準 は 以 下 と し た 。 除 外 基 準 の 理 由 と し て ， 妊 娠 前 も し

く は 妊 娠 初 期 か ら 貧 血 が あ る 場 合 ， そ の 妊 婦 は 既 に 食 生 活 に つ

い て は 意 識 し て 行 動 し て い る 可 能 性 が あ る 。 も し く は 鉄 剤 の 内

服 等 の 治 療 を し て い る 場 合 ， 内 服 し て い れ ば 食 生 活 を 気 に せ ず
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に 経 過 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。 よ っ て 以 下 の 内 容 に 当 て は ま

る 妊 婦 は 本 調 査 の 対 象 か ら 除 外 し た 。  

 （ １ ） 妊 娠 前 か ら 貧 血 で あ り ， 妊 娠 前 か ら 継 続 し て 鉄 剤 の 内 服

等 の 治 療 を し て い る 妊 婦  

  （ ２ ） 妊 娠 前 か ら 貧 血 で あ り ， 鉄 剤 の 内 服 等 の 治 療 は し て い な

い が ， 継 続 し て 鉄 剤 の サ プ リ メ ン ト を 内 服 し て い る 妊 婦  

 （ ３ ） 妊 娠 初 期 に 貧 血 と 診 断 さ れ ， 鉄 剤 の 内 服 等 の 治 療 が 開 始

し て い る 妊 婦  

 （ ４ ） 妊 娠 初 期 に 貧 血 と 診 断 さ れ ， 鉄 剤 の 内 服 等 の 治 療 は し て

い な い が ， 継 続 し て 鉄 剤 の サ プ リ メ ン ト を 内 服 し て い る 妊

婦  

 

 

Ⅳ ． 調 査 方 法  

１ ． プ ロ ト コ ル  

本 研 究 の プ ロ ト コ ル を 図 2 に 示 す 。 介 入 群 で は 1 ） P r o n t o - 7 の

測 定 ， 2 ） 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 コ ン ト ロ ー ル 群 で は 質 問 紙 調 査

の み を 実 施 し た 。 質 問 紙 調 査 は 介 入 群 ， コ ン ト ー ル 群 共 に 同 じ 時

期 に 実 施 し た 。 な お ， 妊 娠 後 期 の 採 血 結 果 に つ い て は ， カ ル テ よ

り H b 値 及 び H t 値 を 収 集 し た 。  

１ ） P r o n t o - 7 の 測 定  

（ １ ） P r o n t o - 7 測 定 時 期  

妊 娠 1 6 週 以 降 ～ 妊 娠 2 8 週 頃 ま で の 妊 婦 健 診 時 に P r o n t o - 7

に よ る 測 定 を 毎 回 実 施 し た 。 初 回 測 定 は 研 究 者 （ 助 産 師 ） と 一

緒 に 測 定 し ， そ れ 以 降 は 妊 婦 自 身 が 1 人 で 測 定 し た 。 P r o n t o - 7
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の 横 に ， 写 真 に よ る 測 定 手 順 を 提 示 し た 。  

（ ２ ） 測 定 時 の 条 件  

基 礎 研 究 1 ， 2 の 結 果 よ り ， P r o n t o - 7 の 測 定 前 の 安 静 条 件 は 5

分 程 度 座 位 で 安 静 と し ， P r o n t o - 7 測 定 時 は 座 位 で 実 施 し た 。  

（ ３ ） 記 録 方 法  

P r o n t o - 7 の 測 定 結 果 は ， 記 録 用 紙 に 記 入 し ， 外 来 に 設 置 し た

回 収 ボ ッ ク ス に 入 れ て も ら っ た 。 ま た 妊 婦 が 測 定 値 を カ ー ド に

直 接 記 入 で き る よ う に し ， カ ー ド は 母 子 手 帳 に 挟 み 毎 回 の 妊 婦

健 診 に 持 参 す る よ う に し た 。  

２ ） 質 問 紙 調 査  

（ １ ） 調 査 時 期  

  介 入 群 ，コ ン ト ロ ー ル 群 共 に 妊 娠 1 6 週 頃（ 研 究 の 同 意 が 得 ら

れ た 時 点 ），妊 娠 2 8 週 頃 及 び 妊 娠 3 2 週 頃 の 妊 婦 健 診 時 に ，質 問

紙 調 査 を 実 施 し た 。  

（ ２ ） 調 査 方 法  

研 究 対 象 者 が 妊 婦 健 診 で 外 来 受 付 し た 際 ， 研 究 者 も し く は 外

来 ス タ ッ フ よ り 質 問 紙 を 手 渡 し た 。 研 究 対 象 者 は 妊 婦 健 診 の 待

ち 時 間 に 質 問 紙 調 査 に 回 答 し ， 記 入 済 の 質 問 紙 は 産 婦 人 科 外 来

受 付 に 提 出 し て も ら っ た 。  

 

２ ． 質 問 紙 の 内 容  

介 入 群 ・ コ ン ト ロ ー ル 群 共 通 の 内 容 と し た 。 介 入 群 の み 妊 娠 2 8

週 時 点 で 自 由 記 述 に よ る 回 答 を 追 加 し た 。  

１ )基 本 属 性 ： ① 初 産 婦 ／ 経 産 婦 ， ② 単 胎 ／ 多 胎 ， ③ 年 齢 ，  

④ 身 長 ， ⑤ 非 妊 娠 時 の 体 重 ，  
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⑥ 処 方 薬 の 有 無 ， 内 容  

       ⑦ 採 血 結 果 （ H b ， H t ）  

２ ） 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 ， 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 ， 妊 娠 貧 血

予 防 の 意 思  

３ ） 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感  

（ S e l f - E f f i c a c y  S c a l e  f o r  H e a l t h y  E a t i n g ）  

４ ） 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動  

（ B r i e f - t y p e  S e l f - a d m i n i s t e r e d  D i e t  H i s t o r y  

Q u e s t i o n n a i r e ）  

５ ） P r o n t o - 7 の 測 定 を 実 施 し て み て ど う 感 じ た か 自 由 記 載  

（ 介 入 群 妊 娠 2 8 週 頃 の 妊 婦 健 診 時 調 査 の み 実 施 ）  

 

３ ． 研 究 協 力 施 設 の シ ス テ ム  

 妊 婦 健 診 目 的 で 来 院 し た 妊 婦 は ， 妊 婦 自 身 が 血 圧 測 定 ， 体 重 測

定 を 実 施 し ， 母 子 手 帳 と 一 緒 に 測 定 用 紙 を 外 来 ス タ ッ フ に 手 渡 し

て い る 。 そ の た め ， 本 研 究 に お い て は P r o n t o - 7 を 血 圧 測 定 機 ， 体

重 計 と 同 じ 場 所 に 設 置 し ， 妊 婦 自 身 が 測 定 し や す い 環 境 に し た 。

ま た P r o n t o - 7 の 測 定 結 果 も 妊 婦 自 身 が カ ー ド に 記 入 す る 方 法 と

し た 。妊 婦 健 診 の 流 れ の 中 で 対 象 妊 婦 に 負 担 な く P r o n t o - 7 の 測 定

が 行 え る 環 境 を 配 慮 し た 。  

 

４ ． 測 定 用 具  

 こ れ ま で の 文 献 検 討 よ り ， 本 研 究 に 必 要 な 測 定 項 目 を 独 自 に 作

成 し た 。  

１ ） 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心  
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  本 研 究 で は 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 を 以 下 の 5 項 目 で 構 成 し た 。 

 ① 妊 娠 貧 血 に つ い て 理 解 し て い る  

 ② 妊 娠 貧 血 に つ い て 自 分 で も っ と 調 べ た い  

 ③ 妊 娠 貧 血 に な っ て も 仕 方 が な い （ 逆 転 項 目 ）  

 ④ 妊 娠 貧 血 に は な り た く な い  

 ⑤ 妊 娠 貧 血 は で き る だ け 軽 症 で す ま せ た い  

上 記 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」 5 項 目 を 「 と て も 思 う 」 1 0 点

か ら 「 全 く 思 わ な い 」 1 点 の 1 0 件 法 で 測 定 し た 。 妊 娠 1 6 週 時

点 に お け る 両 群 合 計 6 8 人 の 回 答 を ，ヒ ス ト グ ラ ム に て 分 布 に 偏

り が な い か 確 認 し ， そ の 後 因 子 的 妥 当 性 を 検 証 す る た め に ， 主

因 子 法 に よ る 因 子 分 析 を 実 施 し た 。 因 子 の ス ク リ ー プ ロ ッ ト よ

り ， 固 有 値 １ 以 上 ， 固 有 値 落 差 か ら 1 因 子 を 採 択 し た 。 因 子 負

荷 量 0 . 4 0 に 満 た な い 2 項 目「 妊 娠 貧 血 に な っ て も 仕 方 が な い（ 逆

転 項 目 ）」「 妊 娠 貧 血 に つ い て 理 解 し て い る 」 を 除 外 し ，「 妊 娠 貧

血 に は な り た く な い 」「 妊 娠 貧 血 は で き る だ け 軽 症 で す ま せ た

い 」「 妊 娠 貧 血 に つ い て 自 分 で も っ と 調 べ た い 」の 3 項 目 が 抽 出

さ れ た 。 1 因 子 で の 累 積 寄 与 率 は 4 5 . 5 0 7 % で あ っ た 。 C r o n b a c h

の α 係 数 は 0 . 7 6 で あ っ た （ 表 1 ）。 よ っ て こ の 3 項 目 を 分 析 項

目 と し た 。  

２ ） 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識  

  妊 娠 貧 血 の リ ス ク な ど 以 下 の 1 1 項 目 で 構 成 し た 。  

  ① 妊 娠 す る と 生 理 的 に 貧 血 に な り や す い  

  ② 妊 婦 が 貧 血 に な る と ， 早 産 に な り や す い  

  ③ 妊 婦 が 貧 血 に な る と ， 赤 ち ゃ ん が 小 さ く 生 ま れ る 可 能 性 が  

   あ る  
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  ④ 妊 婦 が 貧 血 に な る と ， 分 娩 中 の 出 血 量 が 多 く な る 可 能 性 が  

   あ る  

  ⑤ 妊 娠 貧 血 は 妊 娠 前 の 食 事 が 関 係 し て い る  

  ⑥ 妊 娠 貧 血 は 妊 娠 中 の 食 事 が 関 係 し て い る  

  ⑦ 妊 娠 貧 血 は 鉄 分 を 多 く 含 む 食 事 を 摂 取 す る こ と で 予 防 で き  

   る  

  ⑧ 鉄 分 を 多 く 含 む 食 事 は ， タ ン パ ク 質 や ビ タ ミ ン C を 多 く  

   含 む 食 品 と 一 緒 に 摂 取 す る の が よ い  

  ⑨ 妊 娠 貧 血 は 鉄 分 を 含 む サ プ リ メ ン ト を 摂 取 す る こ と で 予 防  

   で き る  

  ⑩ 妊 娠 貧 血 は 鉄 剤 な ど の 薬 を 摂 取 す る こ と で 予 防 で き る  

  ⑪ 妊 娠 中 の 食 生 活 は ， 生 ま れ た 後 の 赤 ち ゃ ん の 発 育 に も 影 響  

   す る  

上 記 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」 1 1 項 目 を 「 と て も 思 う 」 5 点

か ら 「 全 く 思 わ な い 」 1 点 の 5 件 法 で 測 定 し た 。 妊 娠 1 6 週 時 点

に お け る 両 群 6 8 人 の 回 答 を ，ヒ ス ト グ ラ ム に て 分 布 に 偏 り が な

い か 確 認 し ，そ の 後 因 子 的 妥 当 性 を 検 証 す る た め に ，主 因 子 法 ，

プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 実 施 し た 。 因 子 の ス ク リ ー

プ ロ ッ ト よ り ， 固 有 値 １ 以 上 ， 固 有 値 落 差 か ら 2 因 子 を 採 択 し

た 。 プ ロ マ ッ ク ス 回 転 の 結 果 ， 第 １ 因 子 第 2 因 子 と も に 低 い 因

子 負 荷 量 で あ っ た 2 項 目 「 妊 娠 す る と 生 理 的 に 貧 血 に な り や す

い 」「 妊 娠 貧 血 は 妊 娠 前 の 食 事 が 関 係 し て い る 」 を 除 外 し ， 再 度

同 様 の 因 子 分 析 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 ， 因 子 の ス ク リ ー プ ロ ッ

ト よ り ， 固 有 値 1 以 上 ， 固 有 値 落 差 か ら 2 因 子 を 採 択 し た 。 第

1 因 子 は 6 項 目 ， 第 2 因 子 は 3 項 目 が 抽 出 さ れ た （ 表 2 ）。 第 1
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因 子 に 高 い 負 荷 量 を 示 し た 項 目 は 「 妊 娠 貧 血 は 鉄 剤 な ど の 薬 を

摂 取 す る こ と で 予 防 で き る 」「妊 娠 貧 血 は 鉄 分 を 多 く 含 む 食 事 を

摂 取 す る こ と で 予 防 で き る 」「妊 娠 貧 血 は 鉄 分 を 含 む サ プ リ メ ン

ト を 摂 取 す る こ と で 予 防 で き る 」「 妊 娠 中 の 食 生 活 は ，生 ま れ た

後 の 赤 ち ゃ ん の 発 育 に も 影 響 す る 」「娠 貧 血 は 妊 娠 中 の 食 事 が 関

係 し て い る 」「 鉄 分 を 多 く 含 む 食 事 は ， タ ン パ ク 質 や ビ タ ミ ン C

を 多 く 含 む 食 品 と 一 緒 に 摂 取 す る の が よ い 」 で あ る こ と か ら ，

『 妊 娠 貧 血 予 防 と 食 生 活 』 と 解 釈 し た 。 第 2 因 子 に 高 い 負 荷 量

を 示 し た 項 目 は 「 妊 婦 が 貧 血 に な る と 赤 ち ゃ ん が 小 さ く 生 ま れ

る 可 能 性 が あ る 」「 妊 婦 が 貧 血 に な る と 早 産 に な り や す い 」「 妊

婦 が 貧 血 に な る と 分 娩 中 の 出 血 量 が 多 く な る 可 能 性 が あ る 」 で

あ る こ と か ら ，『 妊 娠 貧 血 に よ る 分 娩 へ の 影 響 』 と 解 釈 し た 。 以

上 2 因 子 の 累 積 寄 与 率 は 6 1 . 4 8 1 % で あ っ た 。 9 項 目 に お け る

C r o n b a c h の α 係 数 は 0 . 8 1 で あ り ， 第 1 因 子 の α 係 数 は 0 . 8 3 ，

第 2 因 子 の α 係 数 は 0 . 8 2 で あ っ た 。よ っ て こ の 9 項 目 を 分 析 項

目 と し た 。  

 

３ ） 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感  

  S e l f - E f f i c a c y  S c a l e  f o r  H e a l t h y  E a t i n g （ H e a l t h y  E a t i n g  S E

尺 度 ） は ， 吉 本 ら が 開 発 し た 食 生 活 の 自 己 管 理 に 対 す る 自 信 を

測 定 す る 尺 度 で あ る （ 吉 本 ， 武 藤 &  前 迫 ， 2 0 0 3 ）。 2 0 項 目 6 因

子 か ら な る 。「 非 常 に 自 信 が あ る 」 5 点 か ら 「 ま っ た く 自 信 が な

い 」 1 点 の 5 件 法 で あ り ， 得 点 が 高 い ほ ど 食 事 行 動 に 対 す る 自

己 効 力 感 が 高 い こ と を 示 し て い る 。 妊 娠 1 6 週 時 点 で の 両 群 の

H e a l t y  E a t i n g  S E 尺 度 の C r o n b a c h の α 係 数 は 0 . 9 0 で あ っ た 。  
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４ ） 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思  

本 研 究 で は 以 下 の 3 項 目 で 構 成 し ，「 と て も 思 う 」 1 0 点 か ら

「 全 く 思 わ な い 」 1 点 の 1 0 件 法 で 測 定 し た 。  

① 鉄 剤 な ど の 薬 を 使 用 せ ず ， 食 事 の み で 妊 娠 貧 血 を 予 防 し た い

② 鉄 分 を 含 む サ プ リ メ ン ト を 使 用 し て ， 妊 娠 貧 血 を 予 防 し た い  

③ 鉄 剤 な ど の 薬 を 使 用 し て ， 妊 娠 貧 血 を 予 防 し た い  

上 記 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 3 項 目 に つ い て ， 妊 娠 1 6

週 時 点 に お け る 両 群 6 8 人 の 回 答 を ， 1 要 因 の 分 散 分 析 を 実 施 し

た （ 図 3 ）。 そ の 結 果 ， 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 の 項 目 別 主 効

果 を 認 め た （ F [ 1 . 5 2 5 , 1 0 2 . 1 8 5 ] = 2 6 . 8 4 5 ， p < . 0 0 0 ）。 そ の 後

B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重 比 較 を 実 施 し た 。『 鉄 剤 な ど の 薬 を 使

用 せ ず ， 食 事 の み で 妊 娠 貧 血 を 予 防 し た い 』 の 項 目 が ，『 鉄 分 を

含 む サ プ リ メ ン ト を 使 用 し て 、妊 娠 貧 血 を 予 防 し た い 』『 鉄 剤 な

ど の 薬 を 使 用 し て 、 妊 娠 貧 血 を 予 防 し た い 』 の 2 項 目 と 比 較 し

て 有 意 に 得 点 が 高 か っ た 。  

よ っ て 本 研 究 で は 「 鉄 剤 な ど の 薬 を 使 用 せ ず ， 食 事 の み で 妊

娠 貧 血 を 予 防 し た い 」 を 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 と し て

分 析 し て い っ た 。  

 

５ ） 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動  

  直 接 食 事 行 動 を 観 察 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。 そ の た め ，

B D H Q を 使 用 し ， 鉄 摂 取 量 ， ビ タ ミ ン C 摂 取 量 を 確 認 し た 。   

（ １ ） B D H Q  

S e l f - a d m i n i s t e r e d  D i e t  H i s t o r y  Q u e s t i o n n a i r e（ D H Q ）は ，



39 

 

栄 養 素 や 食 品 の 摂 取 状 態 を 定 量 的 に ， か つ ， 詳 細 に 調 べ る た

め の 質 問 票 を 中 心 と し た シ ス テ ム で あ る 。 B r i e f - t y p e  

S e l f - a d m i n i s t e r e d  D i e t  H i s t o r y  Q u e s t i o n n a i r e（ B D H Q ）は ，

D H Q の 簡 易 版 と し て 開 発 さ れ た も の で あ り ， 約 1 5 分 程 度 の

回 答 時 間 を 要 す る 。 B D H Q は 専 用 の 栄 養 価 計 算 プ ロ グ ラ ム に

よ っ て 約 3 0 種 類 の 栄 養 素 と 約 5 0 種 類 の 食 品 の 摂 取 量 を 算 出

で き る （ 児 林 ら ， 2 0 1 1 ）。 B D H Q を 使 用 し た 妊 婦 を 対 象 と し た

先 行 研 究 に は ， 妊 娠 期 の 朝 食 欠 食 と 栄 養 摂 取 量 に 関 す る 調 査

（ 白 石 ， 春 名 ， 松 崎 ， 大 田 ， 村 嶋 ， 佐 々 木  &  永 井 ， 2 0 0 9 ），

妊 婦 の 体 重 増 加 と 新 生 児 の 体 格 ・ 栄 養 摂 取 状 況 に 関 す る 調 査

（ 今 野 ら ， 2 0 1 1 ） が あ る 。  

 

６ ） 妊 娠 貧 血 予 防  

  妊 婦 健 診 時 の 採 血 検 査 結 果 か ら ， H b 値 ， H t 値 よ り 妊 娠 貧 血

の 有 無 を 確 認 し た 。  

 

７ ） 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定  

  非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 器 P r o n t o - 7 （ マ シ モ ジ ャ パ ン 社 ）

を 用 い て 測 定 し た 。妊 婦 に お け る P r o n t o - 7 の 測 定 に 対 す る 信 頼

性 と 妥 当 性 に つ い て は ， 基 礎 研 究 1 ， 2 で 検 証 し た 。  

 

５ ． 用 語 の 定 義  

 １ ） 妊 娠  

  本 研 究 に お け る 妊 娠 と は ， 初 産 婦 も し く は 経 産 婦 を 示 す 。  

２ ） 自 己 の 属 性  
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  本 研 究 に お け る 自 己 の 属 性 と は ， 妊 娠 経 過 に 影 響 を 及 ぼ す 可

能 性 が あ る も の 指 し ，年 齢 ，職 業 ，婚 姻 ，非 妊 娠 時 B M I を 含 む 。  

３ ） 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心     

妊 婦 は 胎 児 の た め に 出 来 る こ と を し た い と い う 思 い が あ る 。

こ の 思 い が ， 妊 娠 経 過 を 正 常 な も の と す る た め に 出 来 る こ と を

し た い と い う 思 い に 繋 が り ， 妊 娠 中 に 発 症 リ ス ク の あ る 妊 娠 貧

血 に 対 す る 関 心 を 高 め る 。  

 ４ ） 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識   

妊 娠 貧 血 の リ ス ク ， 胎 児 や 出 産 へ の 影 響 な ど を 指 す 。  

 ５ ） 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感   

妊 娠 貧 血 を 予 防 す る た め の 食 事 行 動 ， 延 い て は 望 ま し い 食 生

活 の た め の 行 動 を 遂 行 で き る と い う 信 念 を 指 す 。  

６ ） P r o n t o - 7 の 自 己 測 定  

P r o n t o - 7 に よ る S p H b 値 の 測 定 を 妊 婦 健 診 ご と に 実 施 す る こ

と と 定 義 し ， 妊 婦 健 診 ご と に 妊 婦 自 身 が 測 定 結 果 を 確 認 す る こ

と で ， 自 分 の 実 施 し て き た 行 動 が そ の 場 で フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ

る 。  

７ ） 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思       

妊 娠 貧 血 予 防 の た め に 食 事 行 動 を 実 行 す る と い う 強 い 考 え を

指 す 。  

 ８ ） 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動      

妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 の 遂 行 。 具 体 的 に は 鉄 分 を 含

む 食 事 の 摂 取 及 び ， 鉄 分 の 吸 収 を 促 進 す る ビ タ ミ ン C の 同 時 摂

取 を 指 す 。  

 ９ ） 妊 娠 貧 血 予 防  
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  食 事 行 動 の み で 妊 娠 貧 血 を 発 症 し な い こ と 。  

６ ． 本 研 究 の 仮 説  

（ １ ）妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自

己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と は ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関

心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力

感 」 を 高 め る 。  

（ ２ ）妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自

己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と で 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関

心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力

感 」 が 高 ま れ ば ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 の 強 化 に

繋 が る 。  

（ ３ ）妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自

己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と は ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す

る 意 思 」 の 強 化 に 繋 が る 。  

 （ ４ ）妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自

己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と で ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す

る 意 思 」 が 強 化 さ れ れ ば ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行

動 」 を 実 施 す る こ と に 繋 が る 。  

 （ ５ ） 妊 娠 中 期 に 「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 を 継 続 し

て 実 施 で き れ ば ， 妊 娠 貧 血 を 予 防 出 来 る 。  

 （ ６ ）妊 婦 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自

己 測 定 に よ り 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 パ タ ー ン が

確 立 出 来 れ ば ， 妊 娠 後 期 に P r o n t o - 7 に よ る 自 己 測 定 を 実

施 し な く て も ，継 続 し て 食 事 行 動 を と る こ と が 出 来 ，妊 娠

貧 血 を 予 防 出 来 る 。  
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 （ ７ ） P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を 介

し て 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」

「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」か ら「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対

す る 意 思 」，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 そ し て 「 妊

娠 貧 血 予 防 」 に 向 か う モ デ ル は ，「 妊 娠 」「 自 己 の 属 性 」 に

影 響 を 受 け る 。  

 

７ ． 分 析 方 法   

１ ） 母 集 団 に よ る 差 の 確 認  

 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 両 群 の 集 団 の 差 が な い か み る た め に ，

基 本 属 性 の 比 較 と し て ，年 齢 ，身 長 ，非 妊 娠 時 体 重 ，非 妊 娠 時 B M I

に 対 し て 独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 を 実 施 し た 。 ま た ， 初 産 経 産

婦 ， 職 業 に つ い て は χ 2 検 定 を 実 施 し た 。 さ ら に ， 妊 娠 1 6 週 時 点

で の ， 両 群 に お け る 各 測 定 尺 度 の 得 点 に 対 し て ， 独 立 し た サ ン プ

ル の t 検 定 を 実 施 し た 。  

２ ） 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 の 比 較  

妊 娠 1 6 週 時 点 と 妊 娠 2 8 週 時 点 ，妊 娠 2 8 週 時 点 と 妊 娠 3 2 週 時

点 に お け る 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 の 得 点 比 較 と し て 2 要 因 の 分

散 分 析 を 実 施 し た 。そ の 後 の 検 定 で は B o n f e r r o n i 法 を 用 い て 多 重

比 較 を 実 施 し た 。 ま た ， 群 別 に 「 妊 娠 貧 血 予 防 の 意 思 」 を 従 属 変

数 ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動

に 対 す る 自 己 効 力 感 」 を そ れ ぞ れ 独 立 変 数 と し て 単 回 帰 分 析 を 実

施 し た 。 さ ら に 群 別 に 妊 娠 1 6 週 時 点 と 妊 娠 2 8 週 時 点 ， 妊 娠 2 8

週 時 点 と 妊 娠 3 2 週 時 点 の 得 点 の 比 較 と し て ，対 応 あ る サ ン プ ル の

t 検 定 を 実 施 し た 。 な お ， 全 て の 統 計 処 理 は I B M  S P S S  s t a t i s t i c s  
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2 4  f o r  W i n d o w s を 使 用 し た 。 さ ら に 少 数 の 対 象 者 の 分 析 に 関 し て

は ， I B M  S P S S  e x a c t  t e s t  2 2  f o r  W i n d o w s を 使 用 し た 。  

３ ） 自 由 記 述 の 分 析  

自 由 記 述 に つ い て は ， テ キ ス ト 型 デ ー タ 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア

W o r d M i n e r  v e r 1 . 5 （ 日 本 電 子 計 算 株 式 会 社 ） を 用 い て デ ー タ 処 理

を 実 施 し ， 構 成 要 素 に つ い て ク ラ ス タ ー 化 を 行 っ た 。 ク ラ ス タ ー

化 に 伴 い 頻 度 に よ る 有 意 性 テ ス ト を 実 施 し た 。  

 

８ ． 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 「 人 を 対 象 と す る 医 学 系 研 究 に 関 す る 倫 理 指 針 」 に 則

し て 実 施 し た 。 ま た ， 藤 田 保 健 衛 生 大 学 臨 床 倫 理 委 員 会 の 倫 理 審

査 を 受 け 承 認 を 受 け た（ 番 号 1 5 － 2 2 6 ）。以 下 に 倫 理 的 配 慮 を 示 す 。 

（ １ ） 対 象 者 が イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト を 受 け る 手 続 き  

  本 研 究 は 対 象 者 の 侵 襲 を 伴 わ な い 研 究 で あ る 。 し か し

P r o n t o - 7 に よ る 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 測 定 及 び 質 問 紙 調

査 の 実 施 に よ り ， 対 象 者 に は 時 間 的 な 拘 束 を か け る 。 そ の た め

文 書 と 口 頭 に て 説 明 し 同 意 を 得 た 。  

① 産 婦 人 科 外 来 の 掲 示 板 に て 対 象 者 を 公 募 し た 。 そ の 結 果 ， 参

集 者 に 対 し て 研 究 者 も し く は 研 究 協 力 者 の ス タ ッ フ が 研 究 の

主 旨 と 目 的 ， 意 義 ， 方 法 ， プ ラ イ バ シ ー 管 理 ， 研 究 参 加 に よ

る 利 益 と 不 利 益 ， 危 険 性 に つ い て 口 頭 及 び 文 書 を 使 用 し て 説

明 し ， 文 書 に て 同 意 を 得 た 。  

② 対 象 者 は 調 査 の 参 加 ・ 不 参 加 は 自 由 と し た 。  

③ 同 意 を 撤 回 す る 場 合 に は ， 産 婦 人 科 外 来 ス タ ッ フ に 撤 回 書 を

提 出 し て も ら い ， そ の 後 デ ー タ は 破 棄 し た 。  
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（ ２ ） 個 人 情 報 等 の 取 扱 い  

① 質 問 紙 は 番 号 の み で 識 別 さ れ ，坂 文 種 報 徳 會 病 院 臨 床 検 査 部 ，

三 輪 美 奈 子 検 査 技 師 の み が 対 応 表 を 所 持 ・ 保 管 し た 。  

② 情 報 は 個 人 が 特 定 さ れ な い よ う 連 結 可 能 匿 名 化 と し コ ー ド 化

し た 。  

③ 対 応 表 は デ ー タ 本 体 と は 分 離 し ， 同 一 の P C 内 あ る い は メ デ

ィ ア 内 に は 保 存 し な か っ た 。  

④ 研 究 結 果 の フ ァ イ ル は 必 ず 暗 号 化 し ， ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ

れ た 状 態 の P C で 開 け る こ と は し な か っ た 。  

⑤ 保 存 す る P C や フ ァ イ ル の パ ス ワ ー ド は 研 究 代 表 者 の み が 知

る こ と と し た 。  

⑥ 検 査 デ ー タ 及 び 解 析 用 デ ー タ は 鍵 付 き 収 納 庫 に 保 管 し た 。  

⑦ 保 管 期 間 は 研 究 内 容 の 報 告 及 び 発 表 が 全 て 終 了 す る ま で と し ,

保 管 期 間 終 了 後 ， 検 査 デ ー タ 及 び 個 人 情 報 の 含 ま れ る 電 子 媒

体 （ U S B ） の 内 容 は 消 去 し ， さ ら に 物 理 的 に 破 壊 す る 。 質 問

紙 は シ ュ レ ッ ダ ー に て 破 棄 す る 。  

⑧ 発 表 に 際 し て は 被 験 者 の 匿 名 性 を 確 保 す る 。  

（ ３ ） 研 究 対 象 者 に 生 じ る 負 担 並 び に 予 測 さ れ る リ ス ク 及 び 利 益  

本 研 究 は 対 象 者 の 侵 襲 を 伴 わ な い 研 究 で あ る た め ， 対 象 者 の

身 体 的 な 負 担 は な い 。し か し P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ

ロ ビ ン 値 の 測 定 及 び 質 問 紙 調 査 の 実 施 に よ り ， 対 象 者 に は 時 間

的 な 拘 束 を か け る 。 そ の た め 研 究 者 は 対 象 者 の 時 間 的 拘 束 が 少

な く て 済 む よ う に ， 質 問 紙 は 読 み や す く フ ォ ン ト を 大 き く す る

等 十 分 に 配 慮 し た 。  

① 研 究 の 参 加 ・ 不 参 加 に 問 わ ず 対 象 者 に 何 も 不 利 益 は 生 じ て い
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な い 。  

② 調 査 中 及 び 調 査 終 了 後 い つ で も 不 参 加 を 申 し 出 る こ と が で き

る 環 境 と し た 。  

③ 対 象 者 の 個 別 謝 礼 は 用 意 し な か っ た 。 対 象 者 に 直 接 的 な 利 益

は な い が ，結 果 を 研 究 発 表 す る こ と で 社 会 的 に 還 元 し て い く 。 

（ ４ ） 研 究 に 係 る 利 益 相 反  

  P r o n t o - 7 の 機 械 の 販 売 元 で あ る マ シ モ ジ ャ パ ン 社 か ら の 研

究 支 援 は 受 け て い な い 。 本 研 究 に よ り 利 益 相 反 は 生 じ な い 。  
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Ⅴ ． 結 果  

 

１ ． 研 究 対 象 者 選 択  

 本 研 究 対 象 者 選 択 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 4 に 示 す 。 研 究 該 当 者

は 9 8 人 で あ っ た 。 そ の 内 ， 除 外 基 準 該 当 者 が 6 人 ， 里 帰 り 分 娩

（ 妊 娠 の 途 中 で 実 家 近 く の 病 院 に 転 院 す る こ と ） 確 定 者 2 人 を 除

外 し た 。    

介 入 群 で は ，妊 娠 1 6 週 時 点 の リ ク ル ー ト で 4 6 人 が 対 象 と な り ，

4 3 人 の 妊 婦 が 研 究 に 同 意 し た 。 そ の 後 ， 妊 娠 2 8 週 の 時 点 で 5 人

が 転 院 し て お り ， 研 究 の 継 続 参 加 拒 否 3 人 で あ っ た 。 妊 娠 3 2 週

の 時 点 で ， 切 迫 早 産 で 1 人 入 院 し て お り ， 全 て 継 続 し て 研 究 に 参

加 し た 妊 婦 は 3 4 人 で あ っ た 。 コ ン ト ロ ー ル 群 で は ， 妊 娠 1 6 週 の

時 点 の リ ク ル ー ト で 4 4 人 が 対 象 と な り ， 4 1 人 の 妊 婦 が 研 究 の 参

加 に 同 意 し た 。 そ の 後 妊 娠 2 8 週 の 時 点 で 4 人 の 妊 婦 が 転 院 し て

お り ， 研 究 の 継 続 参 加 拒 否 1 人 で あ っ た 。 妊 娠 3 2 週 ま で 継 続 し

て 研 究 に 参 加 し た 妊 婦 は 3 4 人 で あ っ た 。 よ っ て 介 入 群 3 4 人 ， コ

ン ト ロ ー ル 群 3 4 人 を 分 析 対 象 と し た 。  

 

２ ． 介 入 群 ， コ ン ト ロ ー ル 群 の 母 集 団 の 差 の 検 討  

 本 研 究 対 象 者 の 基 本 属 性 を 表 3 に 示 す 。 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル

群 の 属 性 の 比 較 で は ， 年 齢 ， 身 長 ， 非 妊 娠 時 体 重 ， 妊 娠 1 6 週 時 点

の 体 重 ，非 妊 娠 時 B M I に 対 し て 独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 を 実 施

し た 。 ま た ， 初 産 経 産 婦 ， 職 業 に つ い て は χ 2 検 定 を 実 施 し た 。 そ

の 結 果 ， 全 て の 項 目 に お い て 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 よ っ て 介
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入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 の 各 群 の 集 団 に よ る 差 は な い と 判 断 し ， 分

析 を 進 め た 。  

 な お ， 各 群 の 研 究 参 加 者 全 て は ， 調 査 施 設 の 母 親 学 級 を 受 講 し

て い る 。母 親 学 級 は 妊 娠 2 1 週 ま で に 実 施 さ れ て お り ，食 事 指 導 に

関 す る 内 容 が 含 ま れ て い る 。  

 

３ ．P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 自 己 測 定 効 果 の 検 証  

 妊 娠 1 6 週 時 点 で の 各 測 定 尺 度 基 本 統 計 量 及 び 検 定 結 果 を 表 4

に 示 す 。 両 群 に お け る 各 尺 度 の 得 点 を 独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定

に て 分 析 し た 結 果 ， い ず れ の 尺 度 も 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た 。

よ っ て ，妊 娠 1 6 週 時 点 で 両 群 の 各 尺 度 の 得 点 に 差 が な い こ と に よ

り ， 集 団 に よ る 差 は な い と 判 断 し ， 分 析 を 進 め た 。  
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１ ） 仮 説 の 検 証  

（ １ ）妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己

測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と は ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」

「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」

を 高 め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ） － １ ： 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心  

 妊 娠 1 6 週 時 点 及 び 妊 娠 2 8 週 時 点 の 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 得 点

の 結 果 を 表 5  に 示 す 。 介 入 群 に お け る 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」

得 点 は ，妊 娠 1 6 週 2 3 . 8 ± 3 . 4 点 ，妊 娠 2 8 週 2 3 . 6 ± 4 . 0 点 で あ っ た 。

コ ン ト ロ ー ル 群 で は ， 妊 娠 1 6 週 2 2 . 8 ± 5 . 3 点 ， 妊 娠 2 8 週 2 1 . 2 ±

6 . 5 点 で あ っ た 。  

介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 別 （ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 1 6 週 と 2 8

週 の 2 群 ） で 2 要 因 の 分 散 分 析 を 実 施 し た （ 図 5 ）。 妊 娠 時 期 別 主

効 果（ F [ 1 ，6 4 ] ＝ 0 . 5 4 4 、p = . 4 6 3 ），介 入 別 主 効 果（ F [ 1 ，6 4 ] ＝ 1 . 8 7 7 、
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p = . 1 7 5 ）， 交 互 作 用 （ F [ 1 ， 6 4 ] ＝ 0 . 1 4 9 、 p = . 7 0 1 ） は い ず れ も 認 め

ら れ な か っ た 。  

（ １ ） － ２ ： 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識  

 妊 娠 1 6 週 時 点 及 び 妊 娠 2 8 週 時 点 の 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 得 点

を 表 5 に 示 す 。介 入 群 に お け る「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」得 点 は ，

妊 娠 1 6 週 3 3 . 4 ± 4 . 7 点 ，妊 娠 2 8 週 3 4 . 4 ± 4 . 5 点 で あ っ た 。コ ン ト

ロ ー ル 群 で は ，妊 娠 1 6 週 3 2 . 0 ± 4 . 3 点 ，妊 娠 2 8 週 3 3 . 9 ± 3 . 7 点 で

あ っ た 。  

 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 別 （ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 1 6 週 と 2 8

週 の 2 群 ） で 2 要 因 の 分 散 分 析 を 実 施 し た （ 図 6 ）。 妊 娠 時 期 別 主

効 果 （ F [ 1 ， 6 4 ] ＝ 5 . 6 3 1 、 p = . 0 2 1 ） で あ り ， 両 群 共 に 妊 娠 週 数 が 進

む こ と で 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 は 高 く な っ て い た 。 介 入 別 主 効 果

（ F [ 1 ，6 4 ] ＝ 1 . 4 7 5 、p = . 2 2 9 ），交 互 作 用（ F [ 1 ，6 4 ] ＝ 0 . 3 8 8 、p = . 5 3 6 ）

は 認 め ら れ な か っ た 。  

（ １ ） － ３ ： 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感  

 妊 娠 1 6 週 時 点 及 び 妊 娠 2 8 週 時 点 の 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力

感 得 点 を 表 5 に 示 す 。 介 入 群 に お け る 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力

感 得 点 は ， 妊 娠 1 6 週 4 9 . 9 ± 9 . 6 点 ， 妊 娠 2 8 週 5 5 . 2 ± 1 0 . 0 点 で あ

っ た 。 コ ン ト ロ ー ル 群 で は ， 妊 娠 1 6 週 5 2 . 8 ± 1 4 . 1 点 ， 妊 娠 2 8 週

5 8 . 6 ± 1 0 . 3 点 で あ っ た 。  

介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 別 （ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 1 6 週 と 2 8

週 の 2 群 ） で 2 要 因 の 分 散 分 析 を 実 施 し た が ， 妊 娠 時 期 別 主 効 果

（ F [ 1 ， 6 4 ] ＝ 2 6 . 2 4 6 、 p = 0 . 8 9 9 ）， 介 入 の 有 無 別 主 効 果 （ F [ 1 ， 6 4 ]

＝ 2 . 8 0 0 、 p = . 0 9 9 ）， 交 互 作 用 （ F [ 1 ， 6 4 ] ＝ 0 . 9 3 5 、 p = . 3 3 7 ） の い

ず れ も 認 め ら れ な か っ た （ 図 7 ）。  
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 以 上 に よ り ， P r o n t o - 7 に よ る S p H b 値 の 自 己 測 定 の 有 無 に 関 わ

ら ず ， 妊 娠 週 数 が 進 む こ と で 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」 は 高 ま る

が ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 は

変 化 し て い な か っ た 。 よ っ て 仮 説 1 は 立 証 さ れ な か っ た 。  
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（ ２ ）妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自

己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と で 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関

心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力

感 」 が 高 ま れ ば ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 の 強 化 に

繋 が る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群 別 に 妊 娠 2 8 週 時 点 の「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」を 従 属 変

数 ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動

に 対 す る 自 己 効 力 感 」 を そ れ ぞ れ 独 立 変 数 と し て 単 回 帰 分 析 を 実

施 し た 。 そ の 結 果 ， 介 入 群 に お け る 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」

と の 相 関 で は ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」（ r = . 2 5 4 ， p = . 0 7 4 ），「 妊

娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」（ r = . 0 0 1 ， p = . 9 9 4 ），「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己

効 力 感 」（ r = . 1 1 8 ， p = . 5 0 8 ） で あ り ， い ず れ も 有 意 な 相 関 は 認 め ら

れ な か っ た （ 表 6 ）。 コ ン ト ロ ー ル 群 に お け る 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対

す る 意 思 」 と の 相 関 で は ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」（ r = . 2 7 6 ，
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p = . 0 6 3 ），「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」（ r = . 0 2 2 ， p = . 9 0 7 ），「 食 事 行

動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」（ r = . 3 1 7 ， p = . 0 7 7 ） で あ り ， い ず れ も 有 意

な 相 関 は 認 め ら れ な か っ た （ 表 6 ）。 単 回 帰 分 析 で 有 意 な 相 関 が 認

め ら れ な か っ た た め ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」を 従 属 変 数 と

し た 重 回 帰 分 析 は 実 施 し な か っ た 。  

 以 上 に よ り ， 仮 説 ２ は 立 証 さ れ な か っ た 。  
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（ ３ ）妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自

己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と は ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す

る 意 思 」 の 強 化 に 繋 が る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊 娠 1 6 週 及 び 妊 娠 2 8 週 時 点 の 両 群 の 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る

意 思 」 得 点 を 表 5 に 示 す 。  

 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 に つ い て ， 介 入 群 と コ ン ト ロ ー

ル 群 別 （ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 1 6 週 と 2 8 週 の 2 群 ） で 2 要 因

の 分 散 分 析 を 実 施 し た （ 図 8 ）。 そ の 結 果 ， 妊 娠 時 期 別 主 効 果

（ F [ 1 , 6 4 ] ＝ 8 . 9 4 7 ，p = . 0 0 4 ），介 入 の 有 無 別 主 効 果（ F [ 1 , 6 4 ] ＝ 4 . 6 3 2 ，

p = . 0 3 5 ） を 認 め ， 交 互 作 用 （ F [ 1 , 6 4 ] ＝ 8 . 3 1 0 ， p = . 0 0 5 ） が 認 め ら

れ た 。そ の た め ，妊 娠 時 期 別 の 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た と こ ろ ，

妊 娠 1 6 週（ F [ 1 , 6 4 ] ＝ 0 . 2 2 ，p = . 6 3 7 ），妊 娠 2 8 週（ F [ 1 , 6 4 ] ＝ 9 . 8 1 ，

p = . 0 0 3 ） で あ り ， 妊 娠 2 8 週 の 単 純 主 効 果 が 認 め ら れ た 。 そ の た

め B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重 比 較 を 実 施 し た 結 果 ，コ ン ト ロ ー ル 群
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と 比 較 し て ， 介 入 群 の 方 が 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 得 点 は

有 意 に 高 か っ た（ p = . 0 0 2 ）。よ っ て 介 入 群 と 比 較 し て ，コ ン ト ロ ー

ル 群 の 方 が 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 は 有 意 に 低 下 し て い て

お り ， 介 入 群 は そ の ま ま 高 い 意 思 と し て 継 続 し て い た 。 P r o n t o - 7

の 自 己 測 定 実 施 回 数 は 平 均 4 . 0 ± 2 . 6 回 で あ っ た 。  

 各 群 に お け る 妊 娠 1 6 週 時 点 の「 妊 娠 貧 血 予 防 の 意 思 」得 点 か ら ，

「 高 得 点 群 （ 平 均 ＋ S D ）」「 平 均 群 」「 低 得 点 群 （ 平 均 － S D ）」 の 3

群 に 分 類 し た 。そ の 結 果 ，介 入 群 で は「 高 得 点 群 」1 4 人（ 4 1 . 2 ％ ），

「 平 均 群 」 1 4 人（ 4 1 . 2 ％ ），「 低 得 点 群 」 6 人（ 1 7 . 6 ％ ）で あ っ た 。

コ ン ト ロ ー ル 群 で は ，「 高 得 点 群 」 1 2 人 （ 2 9 . 4 % ），「 平 均 群 」 1 6

人 （ 4 7 . 1 % ），「 低 得 点 群 」 6 人 （ 1 7 . 6 % ） で あ っ た 。  

介 入 群 の 「 高 得 点 群 」「 平 均 群 」「 低 得 点 群 」 の 妊 娠 1 6 週 時 点 の

得 点 と 妊 娠 2 8 週 時 点 の 得 点 を 比 較 し た と こ ろ ，「 高 得 点 群 」 で は

妊 娠 1 6 週 1 0 点 ，妊 娠 2 8 週 9 . 6 ± 1 . 1 点 ，「 平 均 群 」妊 娠 1 6 週 7 . 6

± 1 . 3 点 ， 妊 娠 2 8 週 7 . 4 ± 2 . 1 点 ，「 低 得 点 群 」 妊 娠 1 6 週 4 . 7 ± 0 . 8

点 ， 妊 娠 2 8 週 5 . 8 ± 0 . 8 点 で あ っ た （ 表 7 ）。「 高 得 点 群 」「 平 均 群 」

「 低 得 点 群 」 の 群 ご と に 妊 娠 1 6 週 と 妊 娠 2 8 週 時 点 の 得 点 を 対 応

あ る サ ン プ ル の t 検 定 に て 分 析 し た が ， い ず れ も 有 意 差 は 認 め な

か っ た 。 し か し ，「 低 得 点 群 」 は 妊 娠 1 6 週 と 比 較 し て 妊 娠 2 8 週

時 点 の 得 点 が 高 く な る 傾 向 が み ら れ た （ p = . 0 5 8 ）。  

コ ン ト ロ ー ル 群 の 「 高 得 点 群 」「 平 均 群 」「 低 得 点 群 」 の 妊 娠 1 6

週 時 点 の 得 点 と 妊 娠 2 8 週 時 点 の 得 点 を 比 較 し た と こ ろ ，「 高 得 点

群 」 で は 妊 娠 1 6 週 1 0 点 ， 妊 娠 2 8 週 7 . 7 ± 1 . 8 点 ，「 平 均 群 」 妊 娠

1 6 週 7 . 8 ± 0 . 8 点 ， 妊 娠 2 8 週 6 . 3 ± 2 . 3 点 ，「 低 得 点 群 」 妊 娠 1 6 週

4 . 3 ± 1 . 0 点 ， 妊 娠 2 8 週 3 . 7 ± 2 . 8 点 で あ っ た （ 表 7 ）。「 高 得 点 群 」
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「 平 均 群 」「 低 得 点 群 」 の 群 ご と に 妊 娠 1 6 週 と 妊 娠 2 8 週 時 点 の

得 点 を 対 応 あ る サ ン プ ル の t 検 定 に て 分 析 し た と こ ろ ，「 高 得 点

群 」p = . 0 0 3 ，「平 均 群 」p = . 0 3 3 で あ り ，妊 娠 1 6 週 時 点 と 比 較 し て ，

妊 娠 2 8 週 で 有 意 に 得 点 が 低 く な っ て い た 。  

 以 上 に よ り ， P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測

定 を 実 施 す る こ と で ， 介 入 群 で は 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」

が 高 い ま ま 維 持 さ れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。特 に 妊 娠 1 6 週 時 点

で「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」が 低 か っ た 群 で は ，妊 娠 2 8 週 時

点 に 高 く な る 傾 向 が み ら れ た 。 ま た ， コ ン ト ロ ー ル 群 で は ， 妊 娠

1 6 週 時 点 で は 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 は 介 入 群 と 同 様 に 高

い も の で あ っ た が ，妊 娠 2 8 週 の 時 点 で は 有 意 に 低 下 し て い た 。さ

ら に 詳 細 を み て い く と ，妊 娠 1 6 週 時 点 で「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る

意 思 」が 高 値 で あ っ た 群 及 び 平 均 で あ っ た 群 は ，妊 娠 2 8 週 時 点 で

い ず れ も 有 意 に 得 点 が 下 が っ て い た 。  

よ っ て 仮 説 ３ は 立 証 さ れ た 。  
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（ ４ ）妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己

測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と で ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意

思 」 が 強 化 さ れ れ ば ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 を

実 施 す る こ と に 繋 が る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両 群 の 妊 娠 1 6 週 及 び 妊 娠 2 8 週 時 点 の 鉄 摂 取 量 を 表 5 に 示 す 。妊

娠 1 6 週 時 点 の 鉄 摂 取 量 で は ， 介 入 群 5 . 3 1 ± 1 . 7 4 m g / 日 ， コ ン ト ロ ー

ル 群 5 . 9 8 ± 2 . 1 3 m g / 日 で あ っ た 。 妊 娠 2 8 週 時 点 で は ， 介 入 群 6 . 1 0 ±

1 . 7 8  m g / 日 ， コ ン ト ロ ー ル 群 6 . 8 2 ± 3 . 0 1 m g / 日 で あ っ た 。  

両 群 の 鉄 摂 取 量 を 比 較 す る た め ， 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 別 （ 2

群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 1 6 週 と 2 8 週 の 2 群 ） で 2 要 因 の 分 散 分 析 を

実 施 し た 。 そ の 結 果 ， 鉄 摂 取 量 で は 妊 娠 時 期 別 主 効 果 を 認 め た

（ F [ 1 , 6 2 ] ＝ 7 . 9 3 5 ， p = . 0 0 6 ）（ 図 9 ）。 介 入 の 有 無 別 主 効 果 （ F [ 1 , 6 2 ]

＝ 2 . 1 1 7 ， p = . 1 5 1 ） 及 び 交 互 作 用 （ F [ 1 , 6 2 ] ＝ 0 . 0 0 6 ， p = . 9 3 9 ） は 認 め
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ら れ な か っ た 。  

鉄 の 吸 収 を 促 進 す る に は ， ビ タ ミ ン C を 同 時 に 摂 取 す る の が 望 ま

し い と さ れ て い る 。 そ の た め 両 群 の ビ タ ミ ン C 摂 取 量 を 検 討 し た 。 

妊 娠 1 6 週 時 点 の ビ タ ミ ン C 摂 取 量 は ， 介 入 群 9 3 . 8 9 ± 5 1 . 2 0 m g / 日 ，

コ ン ト ロ ー ル 群 9 9 . 2 1 ± 4 9 . 6 5 m g / 日 ， 妊 娠 2 8 週 時 点 で は 介 入 群

9 8 . 2 6 ± 4 6 . 6 6  m g / 日 ， コ ン ト ロ ー ル 群 9 8 . 8 2 ± 4 6 . 4 6 m g / 日 で あ っ た 。  

両 群 の ビ タ ミ ン C 摂 取 量 を 比 較 す る た め ， 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群

別 （ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 1 6 週 と 2 8 週 の 2 群 ） で 2 要 因 の 分 散

分 析 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 ， 妊 娠 時 期 別 主 効 果 （ F [ 1 , 6 2 ] ＝ 0 . 1 4 1 ，

p = . 7 0 8 ）， 介 入 の 有 無 別 主 効 果 （ F [ 1 , 6 2 ] ＝ 0 . 0 7 2 ， p = . 7 8 9 ）， 交 互 作

用（ F [ 1 , 6 2 ] ＝ 0 . 2 0 2 ，p = . 6 5 4 ）の い ず れ も 認 め ら れ な か っ た（ 図 1 0 ）。  

両 群 共 に 鉄 摂 取 量 は 妊 娠 1 6 週 と 比 較 し て 妊 娠 2 8 週 で 有 意 に 増 加

し て い た 。 よ っ て ， P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己

測 定 を 介 す こ と で ，食 事 行 動 に 繋 が る か ど う か は 証 明 さ れ な か っ た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



58 

 

 

（ ５ ） 妊 娠 中 期 に 「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 を 継 続 し て

実 施 で き れ ば ， 妊 娠 貧 血 を 予 防 出 来 る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介 入 群 及 び コ ン ト ロ ー ル 群 の 妊 娠 初 期 （ 平 均 妊 娠 1 1 週 ）， 妊 娠 中

期 （ 平 均 妊 娠 2 6 週 ） の 採 血 結 果 の 推 移 を 表 8 に 示 す 。 妊 娠 初 期 の

時 点 で は ， 両 群 共 に H b 値 ， H t 値 は 正 常 範 囲 で あ っ た 。 介 入 群 と コ

ン ト ロ ー ル 群 の 採 血 値 を 比 較 す る た め に ， 妊 娠 初 期 の 時 点 及 び 妊 娠

中 期 の 時 点 そ れ ぞ れ を 独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 に て 分 析 し た 。 そ

の 結 果 ， 妊 娠 初 期 ， 妊 娠 中 期 の い ず れ の 時 点 で も 両 群 の 採 血 結 果 に

差 は 認 め ら れ な か っ た 。 し か し ， 介 入 群 で は 妊 娠 経 過 中 に 鉄 剤 の 処

方 を さ れ た 者 は 1 人 も い な か っ た が ， コ ン ト ロ ー ル 群 で は 9 人 が 鉄

剤 を 処 方 さ れ て い た 。 コ ン ト ロ ー ル 群 に お け る 鉄 剤 処 方 者 と 非 処 方

者 の H b 値 及 び H t 値 を 表 9 に 示 す 。 鉄 剤 処 方 者 は ， 妊 娠 初 期 で は

H b 値 ， H t 値 は 正 常 値 で あ っ た が ， 妊 娠 中 期 時 点 で は 正 常 値 を 下 回
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っ て い た 。 さ ら に 鉄 剤 処 方 の 有 無 別 に ， 妊 娠 初 期 及 び 妊 娠 中 期 の 時

点 そ れ ぞ れ を 独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 に て 分 析 し た 。 そ の 結 果 ，

妊 娠 初 期 及 び 妊 娠 中 期 の 両 時 点 で 鉄 剤 処 方 者 の 方 が H b 値 ， H t 値 共

に 有 意 に 低 か っ た （ H b 値 ； 妊 娠 初 期 p = . 0 4 7 ， 妊 娠 中 期 p = . 0 1 1 ， H t

値 ； 妊 娠 初 期 p = . 0 4 6 ， 妊 娠 中 期 p = . 0 0 7 ）。  

 よ っ て 介 入 群 で は 貧 血 に な っ て お ら ず ，コ ン ト ロ ー ル 群 の み 貧 血

発 症 妊 婦 が い た た め 仮 説 5 は 証 明 さ れ た 。  
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（ ６ ）妊 婦 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己

測 定 に よ り 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 パ タ ー ン が 確 立

出 来 れ ば ， 妊 娠 後 期 に P r o n t o - 7 に よ る 自 己 測 定 を 実 施 し な

く て も ，継 続 し て 食 事 行 動 を と る こ と が 出 来 ，妊 娠 貧 血 を 予

防 出 来 る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊 娠 2 8 週 及 び 妊 娠 3 2 週 時 点 の 両 群 の 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」

「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」「 妊 娠 貧

血 予 防 に 対 す る 意 思 」「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動（ 鉄 摂 取 量 ）」

の 得 点 を 表 5 に 示 す 。  

（ ６ ） － １ ： 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 ， 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 ， 食 事

行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感  

「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」 に つ い て ， 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 別

（ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 2 8 週 と 3 2 週 の 2 群 ） で 2 要 因 の 分 散 分
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析 を 実 施 し た（ 図 1 1 ）。妊 娠 時 期 別 主 効 果（ F [ 1 ，5 5 ] ＝ 0 . 0 8 6 、p = . 7 7 0 ），

介 入 別 主 効 果 （ F [ 1 ， 5 5 ] ＝ 2 . 9 8 4 、 p = . 0 9 0 ）， 交 互 作 用 （ F [ 1 ， 5 5 ] ＝

0 . 0 5 0 、 p = . 8 2 4 ） は い ず れ も 認 め ら れ な か っ た 。 よ っ て ， 両 群 共 に

「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」は 妊 娠 後 期 ま で 高 い ま ま 維 持 さ れ て い た 。 

「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」 に つ い て ， 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 別

（ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 2 8 週 と 3 2 週 の 2 群 ） で 2 要 因 の 分 散 分

析 を 実 施 し た（ 図 1 2 ）。妊 娠 時 期 別 主 効 果（ F [ 1 ，5 5 ] ＝ 0 . 6 1 1 、p = . 4 3 8 ），

介 入 別 主 効 果 （ F [ 1 ， 5 5 ] ＝ 0 . 0 4 8 、 p = . 8 2 7 ）， 交 互 作 用 （ F [ 1 ， 5 5 ] ＝

0 . 3 8 8 、 p = . 5 3 6 ） は い ず れ も 認 め な か っ た 。 仮 説 1 に お い て ， 妊 娠

1 6 週 と 比 較 し て 妊 娠 2 8 週 で は 両 群 共 に 得 点 が 有 意 に 増 加 し て お り ，

そ れ は 妊 娠 後 期 ま で 維 持 さ れ て い た 。  

「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 に つ い て ， 介 入 群 と コ ン ト ロ ー

ル 群 別 （ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 2 8 週 と 3 2 週 の 2 群 ） で 2 要 因 の

分 散 分 析 を 実 施 し た（ 図 1 3 ）。妊 娠 時 期 別 主 効 果（ F [ 1 ，5 6 ] ＝ 2 . 9 9 4 、

p = . 0 8 9 ），介 入 別 主 効 果（ F [ 1 ，5 6 ] ＝ 0 . 0 2 4 、p = . 8 7 9 ），交 互 作 用（ F [ 1 ，

5 6 ] ＝ 2 . 4 6 2 、 p = . 1 2 2 ） は 認 め ら な か っ た 。  

よ っ て ， 妊 娠 2 8 週 か ら 妊 娠 3 2 週 に か け て ， 介 入 群 ， コ ン ト ロ ー

ル 群 共 に 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事

行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 に 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 

（ ６ ） － ２ ： 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思  

「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 に つ い て ， 介 入 群 と コ ン ト ロ ー ル

群 別 （ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 2 8 週 と 3 2 週 の 2 群 ） で 2 要 因 の 分

散 分 析 を 実 施 し た （ 図 1 4 ）。 そ の 結 果 ， 介 入 別 主 効 果 （ F [ 1 ， 5 6 ] ＝

8 . 9 6 6 、p = . 0 0 4 ）が 認 め ら れ た 。妊 娠 時 期 別 主 効 果（ F [ 1 ，5 6 ] ＝ 0 . 0 5 0 、
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p = . 8 2 3 ），交 互 作 用（ F [ 1 ， 5 6 ] ＝ 1 . 9 5 5 、p = . 1 6 8 ）は 認 め ら な か っ た 。

介 入 別 主 効 果 が 認 め ら れ た た め ，B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重 比 較 を 実

施 し た 。 そ の 結 果 ， 妊 娠 2 8 週 時 点 で は ， コ ン ト ロ ー ル 群 と 比 較 し

て 介 入 群 の 方 が 有 意 に 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 得 点 が 高 く

（ p = . 0 0 2 ）， 妊 娠 3 2 週 時 点 に お い て も 介 入 群 の 得 点 は 有 意 に 高 か っ

た （ p = . 0 2 5 ）。  

 

（ ６ ） － ３ ： 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動  

「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動（ 鉄 摂 取 量 ）」 に つ い て ，介 入 群

と コ ン ト ロ ー ル 群 別 （ 2 群 ） ×妊 娠 時 期 （ 妊 娠 2 8 週 と 3 2 週 の 2 群 ）

で 2 要 因 の 分 散 分 析 を 実 施 し た（ 図 1 5 ）。そ の 結 果 ，交 互 作 用（ F [ 1 ，

6 3 ] ＝ 1 1 0 . 0 0 2 、 p < . 0 0 1 ） が 認 め ら れ た 。 介 入 別 主 効 果 （ F [ 1 ， 6 3 ] ＝

3 . 5 9 6 、 p = . 0 6 3 ）， 妊 娠 時 期 別 主 効 果 （ F [ 1 ， 6 3 ] ＝ 1 . 3 7 9 、 p = . 2 4 5 ）

は 認 め ら れ な か っ た 。 次 に 妊 娠 時 期 の 各 水 準 （ 妊 娠 2 8 週 ， 妊 娠 3 2

週 ） に お け る 介 入 別 の 単 純 主 効 果 の 検 定 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 ， 妊

娠 2 8 週 に お け る 介 入 別 の 単 純 主 効 果 （ F [ 1 ， 6 3 ] ＝ 1 . 4 2 2 、 p = . 2 3 0 ）

は 認 め ら れ な か っ た が ， 妊 娠 3 2 週 （ F [ 1 ， 6 3 ] ＝ 2 5 . 2 1 、 p < . 0 0 1 ） で

は 有 意 な 単 純 主 効 果 が 認 め ら れ た 。 妊 娠 3 2 週 の 単 純 主 効 果 が 有 意

で あ っ た た め ， B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ ， 妊 娠

3 2 週 で は 介 入 群 の 方 が コ ン ト ロ ー ル 群 よ り 有 意 に 鉄 摂 取 量 が 多 か

っ た （ p < . 0 0 1 ）。  

以 上 の こ と か ら 妊 娠 2 8 週 か ら 妊 娠 3 2 週 に か け て ， コ ン ト ロ ー ル

群 と 比 較 し て ， 介 入 群 で は 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 が 高 く ， そ れ

に よ り 鉄 摂 取 量 が 増 加 し て い た 。  
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（ ６ ） － ４ ： 妊 娠 貧 血 予 防  

 妊 娠 後 期 （ 平 均 妊 娠 3 4 週 ） の 採 血 結 果 を 表 1 0 に 示 す 。 介 入 群 と

コ ン ト ロ ー ル 群 の 採 血 値 を 比 較 す る た め ， H b 値 ， H t 値 を そ れ ぞ れ

独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 ， H b 値 ， H t 値 の

い ず れ も 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 介 入 群 で は ， 妊 娠 後 期 の 採 血 ま で に 鉄 剤 を 処 方 さ れ た 者 は い な か

っ た 。 一 方 ， コ ン ト ロ ー ル 群 で は 妊 娠 中 期 の 採 血 以 降 ， 妊 娠 後 期 の

採 血 ま で に 鉄 剤 を 処 方 さ れ た 者 は 4 人 だ っ た 。 コ ン ト ロ ー ル 群 で 妊

娠 中 期 に 鉄 剤 を 処 方 さ れ た 9 人 の 妊 娠 後 期 採 血 結 果 ， 妊 娠 後 期 に 新

た に 鉄 剤 が 処 方 さ れ た 4 人 及 び 妊 娠 後 期 に 鉄 剤 を 処 方 さ れ な か っ た

2 1 人 の 妊 娠 後 期 採 血 結 果 を 表 1 1 に 示 す 。 妊 娠 中 期 に 鉄 剤 を 処 方 さ

れ た 9 人 は ， 妊 娠 後 期 で は 妊 娠 貧 血 が 改 善 さ れ ， H b 値 及 び H t 値 共

に 正 常 範 囲 に な っ て い た 。 一 方 ， 妊 娠 後 期 で 新 た に 鉄 剤 が 処 方 さ れ

た 4 人 は ， 妊 娠 後 期 で 妊 娠 貧 血 と な っ て い た 。 鉄 剤 を 処 方 さ れ な か

っ た 2 1 人 は H b 値 及 び H t 値 共 に 正 常 に 経 過 し て い た 。  

以 上 の こ と か ら 仮 説 6 は 立 証 さ れ た 。  
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（ ７ ）P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を 介 し

て「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事

行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」か ら「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」，

「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」そ し て「 妊 娠 貧 血 の 予 防 」

に 向 か う モ デ ル は ，「 妊 娠 」「 自 己 の 属 性 」 に 影 響 を 受 け る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 影 響 要 因 （ 妊 娠 ， 自 己 の 属 性 ） 別 の 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊

娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」「 妊 娠 貧 血 予

防 に 対 す る 意 思 」「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動（ 鉄 摂 取 量 ）」「 妊

娠 貧 血 予 防 （ H b 値 , H t 値 ）」 に つ い て ， 両 群 の 妊 娠 1 6 週 時 点 と 妊 娠

2 8 週 時 点 に お け る 各 項 目 の 比 較 を ，独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 に て

実 施 し た 。 同 様 に ， 両 群 の 妊 娠 2 8 週 時 点 と 妊 娠 3 2 週 時 点 に お け る

各 項 目 の 比 較 を 独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 に て 実 施 し た 。 な お ， 影

響 要 因 の 「 妊 娠 」 は 「 初 産 婦 」 及 び 「 経 産 婦 」 に 分 類 し ， 影 響 要 因
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「 年 齢 」 は , 高 齢 出 産 に 定 義 さ れ る 「 3 5 歳 以 上 」 と 「 3 5 歳 未 満 」 に

分 類 し た 。 さ ら に 「 職 業 」 に つ い て は ，「 正 社 員 」「 パ ー ト 」「 派 遣 社

員 」 を 「 職 業 有 」 と し ， 専 業 主 婦 を 「 職 業 無 」 に 分 類 し た 。 ま た ，

「 非 妊 娠 時 B M I 」 に つ い て は ， 痩 せ の 基 準 で あ る 「 B M I 1 8 . 5 未 満 」

と 肥 満 で あ る 「 B M I ＞ 2 5 」 に 分 類 し た 。 自 己 の 属 性 に 含 ま れ る 婚 姻

に 関 し て は ， 対 象 者 全 員 が 既 婚 で あ っ た た め ， 分 類 か ら 除 外 し た 。  

そ の 結 果 ， 妊 娠 2 8 週 時 点 の 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 得 点

に お い て ，「 初 産 婦 （ p = . 0 1 0 ）」「 3 5 歳 未 満 （ p ＝ . 0 1 0 ）」「 職 業 無 （ p

＝ . 0 0 4 ）」で 介 入 群 と 比 較 し て コ ン ト ロ ー ル 群 の 得 点 が 有 意 に 低 か っ

た （ 表 1 5 ）。 妊 娠 3 2 週 時 点 で は ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」

の 鉄 摂 取 量 に お い て ，「 3 5 歳 未 満 （ p < . 0 0 1 ）」 で 介 入 群 と 比 較 し て コ

ン ト ロ ー ル 群 の 鉄 摂 取 量 が 有 意 に 少 な か っ た （ 表 1 6 ）。 さ ら に 「 初

産 婦 （ p < . 0 0 1 ）」「 経 産 婦 （ p = . 0 1 0 ）」「 職 業 有 （ p < . 0 0 1 ）」「 職 業 無

（ p = . 0 0 2 ）」 で あ り ， 妊 娠 に よ る 属 性 ， 職 業 の 属 性 に 関 わ ら ず コ ン

ト ロ ー ル 群 の 方 が 有 意 に 摂 取 量 は 少 な か っ た （ 表 1 6 ）。 妊 娠 2 8 週 ，

妊 娠 3 2 週 時 点 に お け る 他 の 影 響 要 因 と 各 測 定 項 目 に 有 意 差 は 認 め

ら れ な か っ た （ 表 1 2 ～ 表 1 7 ）。 よ っ て ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意

思 」 得 点 の 一 部 及 び 「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 の 鉄 摂 取 量

の 一 部 に 差 が 認 め ら れ た が ， 全 体 と し て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自

己 測 定 を 介 し た 妊 娠 貧 血 予 防 モ デ ル は ，「 妊 娠 」「 自 己 の 属 性 」 の 影

響 を 受 け な か っ た 。  

 

 

４ ． 自 由 記 述 に よ る 検 討  

 自 由 記 述 に つ い て ， W o r d M i n e r  v e r 1 . 5 を 用 い て ク ラ ス タ ー 化 を
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行 っ た 。 ク ラ ス タ ー 数 を 決 定 す る に あ た り ， 各 ク ラ ス タ ー の 内 容 の

確 認 及 び ， 各 ク ラ ス タ ー の サ ン プ ル 数 の 確 認 を 行 い ， ク ラ ス タ ー 数

1 5 を 採 用 し た 。そ し て 各 ク ラ ス タ ー の 頻 度 に よ る 有 意 性 テ ス ト を 実

施 し た 。 さ ら に 各 ク ラ ス タ ー 内 容 に よ り カ テ ゴ リ ー 分 類 し た 結 果 を

表 1 8 に 示 す 。 妊 婦 は P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 に ヘ モ グ ロ ビ ン 測

定 を 実 施 す る こ と は ，『 測 定 す る こ と は 問 題 な い 』『 測 定 時 間 は 長 く

な い の で 測 定 し や す い 』 と い っ た 【 測 定 し や す い 】 手 軽 さ を 感 じ ，

『 測 定 値 を み る こ と が で き る の は 安 心 で き る の で よ い 』 と い っ た

【 測 定 値 を み る こ と で の 安 心 感 】 を 抱 い て い た 。 さ ら に 『 ど ん ど ん

さ が っ て き た 』『 採 血 結 果 と 誤 差 が な い の で 気 楽 に 使 用 で き 指 標 に

な る 』 と い っ た 【 貧 血 の 指 標 と な る 】 と 感 じ て い た 。 そ し て 測 定 結

果 か ら 『 貧 血 気 味 の と き 体 が し ん ど い と 感 じ た 』 と い っ た 【 自 分 自

身 の 体 調 を 振 り 返 る 】 と い う 行 動 を 起 こ し て い た 。 そ し て 『 低 い と

き に よ く よ く 考 え る と フ ラ フ ラ す る の で レ バ ニ ラ を 食 べ た 』『 お み

そ し る に 小 松 菜 を い れ て 貧 血 予 防 を し た 』 と い う よ う な 【 測 定 値 や

自 分 自 身 の 体 調 を ふ ま え て 食 事 行 動 へ 】 具 体 的 に 行 動 に 移 し て い た 。 

 一 方 ，『 測 定 が 難 し い 』『 自 分 で 測 定 す る よ り 測 定 し て ほ し い 』 と

い う よ う に 【 測 定 が 難 し い の で 測 定 し て ほ し い 】 と い う 要 望 も み ら

れ た 。 ま た ，『 基 準 値 が 知 り た い 』『 実 際 は 不 明 』 と い っ た 【 測 定 方

法 や 測 定 結 果 へ の 疑 問 】 を 抱 い て い る 妊 婦 は 3 人 い た 。  
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Ⅵ  考 察    

 

本 研 究 で は ， 妊 娠 貧 血 予 防 に む け て 5 つ の ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ

ン 理 論 を 基 盤 に 「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 を 実 施 す る 前

に は ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め に 食 事 行 動 を 実 行 す る と い う 「 妊 娠 貧

血 予 防 に 対 す る 意 思 」 が 存 在 し ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測

定 は こ の 意 思 の 強 化 に 繋 が る と す る 概 念 枠 組 み を 考 え ， 7 つ の 仮

説 を 立 て ，妊 娠 中 期 の 妊 婦 を 対 象 に P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ

モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 に よ る 妊 娠 貧 血 予 防 の 効 果 に つ い て 検 討 し

た 。そ の 結 果 ，妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 へ モ グ ロ ビ

ン の 自 己 測 定 を 実 施 す る こ と は ， 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 を 強

化 し ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 が 継 続 実 施 さ れ る こ と で ，

食 事 行 動 パ タ ー ン が 確 立 さ れ ，妊 娠 後 期 に P r o n t o - 7 の 自 己 測 定 を

実 施 し な く て も 継 続 し て 食 事 行 動 を 取 る こ と が で き ， 妊 娠 貧 血 の

予 防 行 動 に 繋 が る 可 能 性 が 確 認 さ れ た 。 以 下 ， 各 仮 説 の 検 証 か ら

考 察 す る 。  

 

１ ． 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 と 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る

意 思 」 と の 関 連  

仮 説 3『 妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の

自 己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と は ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の 意 思 」の 強

化 に 繋 が る 』 の 検 証 に お い て ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 得 点

は ，妊 娠 1 6 週 で は 両 群 に 差 は 見 ら れ な か っ た が ，コ ン ト ロ ー ル 群

は 妊 娠 2 8 週 で 有 意 に 低 下 し て い た 。 一 方 ， 介 入 群 で は 妊 娠 1 6 週
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か ら 2 8 週 ま で 高 い ま ま 維 持 さ れ る 結 果 （ 図 8 ） が 示 さ れ た 。 こ の

結 果 は ，妊 婦 健 診 時 に P r o n t o - 7 を 用 い て 毎 回 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ

ン 値 を 視 覚 的 に 確 認 す る こ と は ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」の

強 化 に 繋 が る こ と を 示 し て い る と 考 え る 。 測 定 値 の 視 覚 化 に 関 す

る 先 行 研 究 に ， 尿 中 コ チ ニ ン の 検 査 結 果 の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る

受 動 喫 煙 回 避 行 動 の 効 果 を 検 証 し た 研 究 が あ る（ 鈴 木 ら ，2 0 1 3 ）。

受 動 喫 煙 に よ る タ バ コ 煙 暴 露 の 影 響 は ， 本 人 に は わ か り に く い た

め 防 止 策 が 取 り に く い と 言 わ れ て お り ， 本 研 究 に お け る 妊 娠 貧 血

の 臨 床 症 状 が 出 に く い 特 徴 と 類 似 し て い る 。 鈴 木 ら は ， 学 生 及 び

成 人 男 女 を 対 象 に ， 尿 中 コ チ ニ ン 測 定 値 の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る

受 動 喫 煙 被 害 の 可 視 化 を 行 な っ た 結 果 ， 自 ら タ バ コ の 受 動 環 境 に

近 づ か な い と 考 え る 者 が 増 加 し た と 報 告 し て い る 。 こ れ は ， 尿 中

コ チ ニ ン の 測 定 結 果 よ り ， 自 覚 す る こ と が 難 し い 受 動 喫 煙 の 影 響

を 対 象 者 自 身 が 理 解 し ， そ の 結 果 ， タ バ コ の 受 動 環 境 に 近 づ か な

い と い う 受 動 喫 煙 予 防 行 動 に 対 す る 意 思 の 強 化 へ と 繋 が っ た と 考

え ら れ て い る 。本 研 究 に お け る コ ン ト ロ ー ル 群 で は ，「 妊 娠 貧 血 予

防 に 対 す る 意 思 」 得 点 が 低 下 し た の に 対 し ， 介 入 群 で は 「 妊 娠 貧

血 予 防 に 対 す る 意 思 」 得 点 が 高 い ま ま 維 持 さ れ て お り ， 鈴 木 ら の

先 行 研 究 と 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。さ ら に ，本 研 究 の 対 象 妊 婦 は ，

ヘ モ グ ロ ビ ン 値 を 視 覚 化 す る こ と に 対 し て ，【 貧 血 の 指 標 と な る 】

と 感 じ て い た （ 表 1 8 ）。 こ れ は ， 妊 婦 が 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の

測 定 値 の 意 味 を 理 解 し ， 妊 婦 自 身 の 現 状 を 把 握 す る き っ か け に な

っ て い た と 考 え る 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の

自 己 測 定 を 実 施 す る こ と は ， 妊 婦 自 身 が 自 己 の 身 体 状 況 に つ い て

測 定 値 を 通 し て 確 認 し ， 自 覚 す る こ と に 繋 が り ， そ の 結 果 と し て
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「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 の 維 持 に 繋 が っ た と 考 え る 。  

ま た ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 の 継 続 性 に 関 し て ， 本

研 究 で は ， 妊 娠 1 6 週 か ら 妊 娠 2 8 週 ま で 継 続 し て P r o n t o - 7 を 用

い た 自 己 測 定 を 実 施 し た 。 初 妊 婦 を 対 象 に 妊 娠 1 5 週 か ら 妊 娠 3 2

週 ま で ， 日 々 の セ ル フ ケ ア 行 動 を セ ル フ モ ニ タ リ ン グ し た 先 行 研

究 に お い て は ， セ ル フ ケ ア 行 動 を セ ル フ モ ニ タ リ ン グ に よ り 記 録

し た 群 で は ， 妊 娠 経 過 に 伴 い セ ル フ ケ ア 行 動 へ の 意 識 が 向 上 ， も

し く は 維 持 さ れ る の に 対 し ， コ ン ト ロ ー ル 群 で は 低 下 し て い た こ

と が 報 告 さ れ て い る （ 眞 鍋 &  松 田 ， 2 0 0 6 ）。 本 研 究 に お い て も 介

入 群 の「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」得 点 が 維 持 さ れ た の に 対 し ，

コ ン ト ロ ー ル 群 で は 低 下 し て お り ， 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。 従 っ

て ，妊 婦 健 診 ご と の 継 続 し た フ ィ ー ド バ ッ ク が ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に

対 す る 意 思 」 の 継 続 に 繋 が っ た こ と が 考 え ら れ た 。  

ま た ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 に つ い て ， 介 入 群 の 妊

婦 は 【 測 定 し や す い 】 と 感 じ て い た （ 表 1 8 ）。 こ れ に は 2 つ の 意

味 が あ る と 考 え る 。 ま ず 1 つ 目 と し て ， P r o n t o - 7 の 自 己 測 定 に 対

す る 測 定 の し や す さ で あ る 。 自 己 測 定 方 法 は セ ン サ ー を 利 き 手 と

反 対 の 第 4 指 に 把 持 し ， 約 4 0 秒 で 測 定 が 終 了 す る 。 痛 み を 伴 わ

ず 短 時 間 で の 測 定 で あ り ， こ の 測 定 方 法 を 【 測 定 し や す い 】 と 感

じ て い た と 推 測 す る 。 2 つ 目 と し て ， 測 定 し や す い 環 境 が 考 え ら

れ る 。本 研 究 で は 産 婦 人 科 外 来 に P r o n t o - 7 を 設 置 し て お り ，妊 婦

は 妊 婦 健 診 受 診 の 流 れ を 妨 げ る こ と な く P r o n t o - 7 の 自 己 測 定 を

実 施 出 来 た こ と か ら 【 測 定 し や す い 】 と 感 じ て い た の で は な い か

と 推 測 す る 。 さ ら に 自 己 測 定 の 継 続 の し や す さ に 関 し て ， 糖 尿 病

患 者 の 血 糖 自 己 測 定 器 に 関 す る 先 行 研 究 に よ る と ， 継 続 し て 自 己
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測 定 を 実 施 し て い く 上 で の 測 定 機 器 の ポ イ ン ト は ，「 安 全 性 」「 簡

便 性 」 で あ る と 報 告 し て い る （ 小 川 ， 葛 葉 & 中 野 ， 2 0 0 7 ； 阿 部 ，

影 山 ， 片 桐 ， 長 井 ， 原 ， 山 田 & 朝 倉 ， 2 0 1 0 ）。 本 研 究 で 使 用 し た

P r o n t o - 7 は 経 皮 的 に 測 定 す る 機 器 で あ り ， 妊 婦 の 「 安 全 性 」 は 確

保 さ れ て い る 。 さ ら に ，【 測 定 し や す い 】 と 感 じ て お り ，「 簡 便 性 」

も 確 保 さ れ て い た と 考 え る 。 以 上 に よ り ， 妊 婦 は 妊 婦 健 診 時 に 負

担 な く 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 の 実 施 ， 継 続 す る こ と が

で き た と 考 え る 。 本 研 究 か ら ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定

に よ る 測 定 値 の 視 覚 化 は ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」の 維 持 に

有 効 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

２ ． 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 と 「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の

食 事 行 動 」 と の 関 連  

仮 説 4『 妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の

自 己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と で ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意

思 」 が 強 化 さ れ れ ば ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 を 実 施 す

る こ と に 繋 が る 』の 検 証 に お い て ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 食 事 行

動 」の 指 標 と し て の 鉄 摂 取 量 は ，両 群 共 に 妊 娠 1 6 週 と 比 較 し て 妊

娠 2 8 週 で 有 意 に 増 加 し て お り （ 図 9 ）， 妊 娠 中 期 の 時 点 で は 両 群

に 差 は み ら れ て い な か っ た 。 介 入 群 の 妊 婦 は ， P r o n t o - 7 を 用 い た

非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 に よ る 測 定 値 に 対 し て ，【測 定 値

を み る こ と で の 安 心 感 】， 測 定 値 が 「 ど ん ど ん さ が っ て き た 」 こ と

を 表 現 し て お り （ 表 1 8 ）， P r o n t o - 7 の 自 己 測 定 が ， 自 分 の 変 化 を

視 覚 的 に 確 認 す る 機 会 と な っ て い た こ と が 推 測 さ れ た 。 さ ら に ，

「 動 機 や 息 切 れ が あ る と 、 が ん ば っ て 意 識 し て 食 事 で 鉄 摂 取 や 休
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憩 す る こ と に つ な が っ た 」 と い う ク ラ ス タ ー が 得 ら れ て お り ， 症

状 と 測 定 値 を 結 び 付 け ，貧 血 症 状 の 有 無 を 確 認 で き た こ と が ，「 妊

娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 の 維 持 に つ な が っ た こ と が 推 測 さ

れ た 。 妊 婦 を 対 象 と し た 受 動 喫 煙 回 避 に 関 す る 研 究 に お い て ， 尿

中 コ チ ニ ン 検 査 結 果 を 妊 娠 初 期 ， 中 期 ， 後 期 に フ ィ ー ド バ ッ ク す

る こ と で ， 受 動 喫 煙 者 の 尿 中 コ チ ニ ン 陽 性 率 は 妊 娠 初 期 と 比 較 し

て 後 期 で は 有 意 に 低 下 し た こ と が 報 告 さ れ て い る （ H i g a s h i d a  &  

O h a s h i ，2 0 1 4 ）。こ れ は ，尿 中 コ チ ニ ン の 測 定 結 果 を み る こ と で ，

妊 婦 が こ れ ま で 気 づ か な か っ た 受 動 喫 煙 の 影 響 を 自 覚 し ， 受 動 喫

煙 回 避 行 動 を 取 っ た 結 果 と し て ， 尿 中 コ チ ニ ン 陽 性 率 が 低 下 し た

と 考 え ら れ る 。 同 様 に ， 妊 娠 中 に 尿 中 コ チ ニ ン の 測 定 結 果 を 妊 婦

に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で ， 妊 婦 自 ら タ バ コ の 受 動 環 境 に 近 づ

か な い と 考 え る 者 は ， 受 動 喫 煙 の 回 避 行 動 に 対 す る 意 思 の 強 化 よ

り 「 飲 食 店 で は 禁 煙 席 に 座 る 」 と い う 行 動 が 有 意 に 増 加 し た と 報

告 さ れ て い る （ 鈴 木 ら ， 2 0 1 3 ）。 本 研 究 も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ て

お り ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 に よ る 測 定 値 の 確 認 を 妊

婦 が 継 続 し て 実 施 す る こ と で ， 継 続 し て 自 分 の 食 事 行 動 を 振 り 返

り ， 自 分 の 健 康 行 動 に 対 す る 調 整 能 力 ， 対 処 能 力 を 自 覚 す る こ と

に 繋 が る と 思 わ れ た 。 従 っ て ， 介 入 群 の 妊 婦 は ， 妊 婦 健 診 ご と に

P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を 実 施 し ， 測

定 値 か ら の 妊 娠 貧 血 が 予 防 で き て い る と い う 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ

ッ ク を 得 る こ と で ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 に 対 す る モ チ

ベ ー シ ョ ン と な り ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」の 実 行 と い

う 結 果 に 繋 が っ た と 考 え る 。  

ま た ， 本 研 究 の 対 象 妊 婦 は ， 研 究 対 象 施 設 の 母 親 学 級 を 全 員 受
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講 し て い る 。高 血 圧 予 防 目 的 の 調 査 に お い て ， 2 回 の 減 塩 教 室 と 1

日 1 回 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ の 継 続 の 組 み 合 わ せ が 減 塩 行 動 に 有

効 で あ っ た と 報 告 さ れ て お り （ 安 武 ら ， 2 0 1 1 ）， 予 防 行 動 に は モ

ニ タ リ ン グ だ け で な く ， 学 習 と の 相 互 効 果 が 重 要 で あ る こ と が 示

唆 さ れ る 。 本 研 究 で は 調 査 し て い な い が ， 介 入 群 の 妊 婦 が 「 妊 娠

貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 を 低 下 さ せ る こ と な く ， 妊 娠 貧 血 予 防 の

た め の 食 事 行 動 を 継 続 さ せ た 要 因 と し て ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン

の 自 己 測 定 と 母 親 学 級 に お け る 栄 養 指 導 の 両 方 が 影 響 し て い る こ

と が 推 測 さ れ た 。  

 一 方 ， 本 研 究 で は コ ン ト ロ ー ル 群 も 介 入 群 と 同 様 に ， 妊 娠 1 6

週 か ら 妊 娠 2 8 週 に か け て 鉄 摂 取 量 が 増 加 し て い た 。妊 婦 の 鉄 摂 取

量 に 関 す る 調 査 （ 渡 辺 ， 善 方 ， 石 田 &  上 西 ， 2 0 1 3 ） で は ， 妊 娠 中

期 の 鉄 摂 取 量 は 6 . 7 m g / 日 で あ っ た と 報 告 さ れ て お り ，本 研 究 対 象

者 も ほ ぼ 同 量 の 鉄 摂 取 量 で あ っ た 。 妊 娠 中 は 疾 患 の 身 体 症 状 出 現

の 有 無 に 関 係 な く ， 胎 児 の た め に 禁 酒 や 禁 煙 等 の 予 防 行 動 を 実 行

す る 妊 婦 は 多 い（ 廣 森 ら ， 2 0 0 6； 高 津 ，國 清 ，林 ，立 木 ，深 津 &  常

盤 ， 2 0 1 3 ）。 ま た ， 妊 娠 中 期 の 妊 婦 を 対 象 に ， 健 康 意 識 と 胎 児 に

対 す る 感 情 の 影 響 に 関 す る 調 査 （ 佐 藤 ら ， 2 0 0 6 ） に よ る と ， 胎 児

へ の 肯 定 的 感 情 が 高 い ほ ど 健 康 意 識 は 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る 。

さ ら に ， 妊 娠 中 の セ ル フ ケ ア 行 動 に つ い て の 先 行 研 究 （ 立 花 ・ 山

内 ， 2 0 1 6 ） に お い て ， 生 活 行 動 が 変 化 し た 理 由 と し て 「 赤 ち ゃ ん

が 順 調 に 育 っ て ほ し い か ら 」 の 理 由 が 最 も 多 か っ た と 報 告 さ れ て

い る 。 本 研 究 に お い て 妊 娠 1 6 週 か ら 妊 娠 2 8 週 に か け て 両 群 共 に

鉄 摂 取 量 が 増 加 し た の は ， そ う し た 「 胎 児 の た め に 出 来 る こ と を

実 行 す る 」 と い う 妊 婦 の 特 性 も あ る と 考 え る 。  
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３ ．「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」と「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事

行 動 」の 維 持 に 向 け た ，非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 に 影

響 す る 要 因  

本 研 究 か ら ， P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測

定 に よ る 測 定 値 の 視 覚 化 は ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 と 「 妊

娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 の 維 持 に 有 効 に 働 く こ と が 示 唆 さ

れ た 。 し か し ， 予 防 に 対 す る 意 思 と 食 行 動 の 維 持 に は 的 確 な 時 期

に 視 覚 化 が 繰 り 返 さ れ る こ と が 強 化 要 因 と し て 影 響 し て い る と 思

わ れ ， そ の た め の 環 境 設 定 が 条 件 と し て 必 要 だ と 思 わ れ た 。 本 研

究 に お い て は 、妊 娠 中 期 に お け る 妊 婦 健 診 ご と に P r o n t o - 7 を 用 い て

非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を 行 な っ た 。 P o c o c c k  &  R i c h a r d s

に よ る と ， 血 液 が 作 ら れ る 過 程 に お い て ， 赤 芽 球 か ら 赤 血 球 に な る

ま で に は 7 ～ 1 0 日 か か る と い わ れ て い る （ P o c o c c k  &  R i c h a r d s ，

2 0 0 5 ）。 そ の た め ， 4 週 間 か ら 2 週 間 に 1 回 の 妊 娠 中 期 の 妊 婦 健 診

ご と に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を 実 施

し た こ と は ， 妊 婦 が 鉄 分 の 多 い 食 事 行 動 を と っ た 場 合 な ど 赤 血 球 の

増 減 を 評 価 す る の に 適 し た 時 期 で あ っ た と 考 え る 。  

研 究 対 象 者 は ， 妊 娠 1 6 週 か ら 妊 娠 2 8 週 ま で 継 続 し て P r o n t o - 7

の 自 己 測 定 を 実 施 し た が ，「 研 究 参 加 が 面 倒 で あ る 」を 理 由 と し た 脱

落 は 3 人 の み で あ り （ 図 4 ）， 3 人 の 詳 細 な 理 由 は 質 問 紙 に 回 答 す る

こ と で の 煩 わ し さ を 感 じ た た め で あ っ た 。介 入 群 の 妊 婦 は P r o n t o - 7

を 測 定 し た こ と に 対 し て ，【 測 定 し や す い 】 と 感 じ て お り （ 表 1 8 ），

P r o n t o - 7 の 測 定 に 対 す る 抵 抗 は 少 な い こ と が 推 測 さ れ た 。  

し か し ，【 測 定 が 難 し い の で 測 定 し て ほ し い 】 と い う 意 見 や ，【 測
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定 方 法 や 測 定 結 果 へ の 疑 問 】を 抱 い て い る 妊 婦 も 存 在 し た（ 表 1 8 ）。

本 研 究 で 使 用 し た P r o n t o - 7 の 機 器 は セ ン サ ー で 指 を 把 持 し 測 定 す

る タ イ プ で あ る が ， 妊 婦 に と っ て 初 め て み る タ イ プ の 機 器 で あ っ た

こ と が 要 因 と 考 え る 。 測 定 方 法 や 実 際 の 測 定 は ， 妊 娠 1 6 週 の 時 点

で 研 究 者 と 共 に 実 施 し た が ， 次 の 妊 婦 健 診 ま で 4 週 間 空 く た め ， 方

法 自 体 を 忘 れ て し ま っ た 可 能 性 も あ っ た 。 ま た ， 初 回 は 研 究 者 と 一

緒 の 測 定 で あ っ た が ， そ の 後 は 写 真 に よ る 手 順 を 見 な が ら の 実 施 で

あ り ， そ れ を 難 し い と 感 じ た 可 能 性 も 考 え ら れ た 。 測 定 値 に 対 す る

疑 問 に つ い て は ， 今 回 は ま だ 研 究 段 階 で あ り ， 測 定 値 の み で 妊 娠 貧

血 を 判 断 す る の で は な く ， 採 血 結 果 に よ る 医 師 の 判 断 に 従 っ て も ら

う こ と は 説 明 し て い た が ， 理 解 を す す め る 対 応 が 必 要 で あ る と 考 え

る 。  

従 っ て ，P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 に よ

る 視 覚 化 を 繰 り 返 す た め に は ， 自 己 測 定 が 継 続 さ れ る こ と が 必 要 で

あ り ， 妊 婦 が 自 己 の ヘ モ グ ロ ビ 値 を 測 定 し て い る こ と を 実 感 で き る

時 期 の 設 定 と ， 定 期 的 に 測 定 で き る 環 境 ， 及 び 簡 便 に 測 定 で き る 方

法 を 提 示 す る こ と が 必 要 だ と 思 わ れ た 。 こ の 環 境 設 定 を 行 な わ な い

と ，P r o n t o - 7 に よ る ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 視 覚 化 を し て も 測 定 が 繰 り 返

さ れ な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

４ ．「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」と「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事

行 動 」 と の 関 連  

仮 説 6『 妊 婦 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の

自 己 測 定 に よ り 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 パ タ ー ン が 確 立 出

来 れ ば ， 妊 娠 後 期 に P r o n t o - 7 に よ る 自 己 測 定 を 実 施 し な く て も ，
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継 続 し て 食 事 行 動 を と る こ と が 出 来 ， 妊 娠 貧 血 を 予 防 出 来 る 』 の

検 証 に お い て ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 の 得 点 は ， コ ン ト ロ

ー ル 群 は 妊 娠 2 8 週 か ら 妊 娠 3 2 週 に お い て も ， 介 入 群 よ り 低 い 得

点 が 維 持 さ れ た 。 一 方 ， 介 入 群 で は 妊 娠 2 8 週 か ら 3 2 週 に お い て

も ， 高 い ま ま 維 持 さ れ る 結 果 （ 図 1 4 ） が 示 さ れ た 。 ま た ， 介 入 群

は 妊 娠 2 8 週 と 3 2 週 で 鉄 摂 取 量 が 増 加 し て い た の に 対 し ， コ ン ト

ロ ー ル 群 で は 低 下 し ，妊 娠 3 2 週 の 鉄 摂 取 量 は 介 入 群 と 比 較 し て コ

ン ト ロ ー ル 群 の 方 が 有 意 に 少 な い 結 果 が 示 さ れ た （ 図 1 5 ）。 こ の

結 果 は ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 が 積 み 重 ね ら れ る と ， 非

侵 襲 的 に ヘ モ グ ロ ビ ン 値 を 確 認 し な く て も ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め

の 食 事 行 動 は 継 続 さ れ る 可 能 性 を 示 し て い る と 考 え る 。 介 入 群 で

は ， 妊 娠 1 6 週 か ら 妊 娠 2 8 週 ま で の 3 か 月 間 ， 継 続 し て 非 侵 襲 的

ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を 実 施 し て い く 中 で ， 繰 り 返 し ヘ モ グ ロ

ビ ン 値 を 視 覚 化 す る こ と で ， 妊 婦 が 自 分 自 身 の 状 態 を 確 認 し ， 食

事 行 動 の 改 善 の 必 要 性 を 考 え る 機 会 と な り ， 個 々 の 妊 婦 の 生 活 に

合 わ せ て ， 妊 婦 の 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 が 習 慣 化 さ れ た

の で は な い か と 思 わ れ た 。 そ の 結 果 ， 介 入 群 で は 妊 娠 初 期 か ら 妊

娠 後 期 ま で 妊 娠 貧 血 と 診 断 さ れ る 者 は い な か っ た と い う 結 果 に 結

び つ い た と 考 え る （ 表 8 ～ 表 1 1 ）。  

一 方 ， コ ン ト ロ ー ル 群 で は 妊 娠 2 8 週 か ら 妊 娠 3 2 週 ま で 「 妊 娠

貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」得 点 は 低 い ま ま 継 続 さ れ ，「 妊 娠 貧 血 予 防

の た め の 食 事 行 動 」と し て の 鉄 摂 取 量 は 妊 娠 3 2 週 で 介 入 群 と 比 較

し て 有 意 に 少 な か っ た 。コ ン ト ロ ー ル 群 に お け る 妊 娠 3 2 週 で の 鉄

摂 取 量 の 低 下 は ， コ ン ト ロ ー ル 群 に お け る 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す

る 意 思 」 得 点 の 低 下 （ 図 8 ， 図 1 4 ） と 合 わ せ て 考 え る と ， 先 行 研
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究 で 指 摘 さ れ て い る よ う に ， 通 常 の 保 健 指 導 だ け で は ， 妊 娠 中 の

妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 の 維 持 が ， 難 し か っ た こ と を 示 し

て い る と 考 え る 。  

ま た ， コ ン ト ロ ー ル 群 で は 妊 娠 貧 血 と 診 断 さ れ た 者 が 存 在 し ，

鉄 剤 が 処 方 さ れ ， 妊 娠 貧 血 が 改 善 さ れ た 妊 婦 が 9 名 い た （ 表 8 ～

表 1 1 ）。 こ の 9 名 は 鉄 剤 の 効 果 を 妊 婦 健 診 時 の 採 血 結 果 か ら 確 認

で き て お り ， 食 事 以 外 の 方 法 で 妊 娠 貧 血 が 改 善 さ れ る こ と を 実 感

し た こ と が ，鉄 摂 取 量 の 低 下 の 要 因 に な っ た 可 能 性 も 推 測 さ れ た 。

今 後 研 究 を 進 め て い く た め に は ， こ れ ら の 影 響 要 因 に つ い て ， 明

ら か に す る こ と が 必 要 だ と 考 え る 。  

 

５ ． 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 と 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」  

「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 と

の 関 連  

本 研 究 で は ， P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測

定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と は ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧

血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 を 高 め ， そ し て

「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 に 肯 定 的 に 影 響 す る 要 因 で あ る と

考 え 検 討 し た が ， 各 変 数 は 関 連 を 示 さ れ な か っ た 。  

仮 説 1『 妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の

自 己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と は ，「妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「妊

娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 を 高 め る 』

の 検 証 に お い て ， 両 群 共 に 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」 得 点 は ， 妊

娠 1 6 週 よ り 妊 娠 2 8 週 で 有 意 に 高 く な り ， 両 群 で の 差 は 認 め ら れ

な か っ た （ 図 6 ）。 本 研 究 の 対 象 と な っ た 妊 婦 は ， 妊 娠 経 過 中 に 研
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究 対 象 施 設 の 母 親 学 級 に 参 加 し て い る 。 妊 娠 中 の 妊 婦 へ の 食 事 指

導 の 重 要 性 は 高 く ，妊 産 婦 用 の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド が 策 定 さ れ（ 厚

生 労 働 省 ， 2 0 0 5 ）， こ の ガ イ ド を ベ ー ス と し た 保 健 指 導 が な さ れ

て い る 。 従 っ て ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」 得 点 が 高 く な っ て い た

の は ， こ の 食 事 指 導 の 効 果 が 示 さ れ ， 両 群 に 差 が み ら れ な か っ た

と 考 え る 。  

ま た ， 仮 説 2『 妊 娠 中 期 に P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ

ビ ン の 自 己 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と で 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関

心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 が

高 ま れ ば ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 の 強 化 に 繋 が る 』 の 検 証

に お い て ，「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 と 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関

心 」 及 び 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」 は ， 両 群 共 に 関 連 が 示 さ れ な

か っ た 。 し か し ， 変 化 に お い て は ， 両 群 共 に 妊 娠 1 6 週 か ら 妊 娠

3 2 週 ま で「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」が 高 い ま ま 維 持 さ れ て お り（ 図

5 ， 図 1 1 ），「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」 も 妊 娠 1 6 週 と 比 較 し て 妊 娠

2 8 週 で 有 意 に 高 く な り （ 図 6 ）， 妊 娠 3 2 週 ま で そ の ま ま 維 持 さ れ

る 結 果 （ 図 1 2 ） が 得 ら れ た 。 こ の 結 果 と 前 述 し た コ ン ト ロ ー ル 群

の 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 意 思 」 の 低 下 を あ わ せ て 考 え る と ，「 妊 婦 の

妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」は 妊 娠 中 に 高 い ま ま 維 持 さ れ ，「 妊 娠 貧 血

に 対 す る 認 識 」 も 高 ま る が ， そ れ だ け で は 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す

る 意 思 」 の 強 化 に は 結 び つ か な い こ と が 推 測 さ れ た 。 妊 婦 を 対 象

に ， 妊 娠 初 期 ， 中 期 ， 後 期 に 個 別 に 食 事 全 般 に 関 す る 栄 養 指 導 を

実 施 し た 調 査 （ 松 枝 ， 高 橋 ， 佐 藤 & 金 重 ， 2 0 0 0 ） に よ る と ， 妊 婦

は 栄 養 指 導 を 受 け る こ と で 鉄 摂 取 に 対 す る 意 識 は 高 く な る が ， 鉄

摂 取 量 は 非 妊 娠 時 と ほ ぼ 変 わ ら な い こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 本 研
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究 の コ ン ト ロ ー ル 群 は 同 様 の 結 果 を 示 し て お り ， 通 常 の 保 健 指 導

だ け で は ， 妊 娠 貧 血 予 防 の 意 思 の 強 化 に 繋 が ら な い こ と が 改 め て

確 認 さ れ た 。  

ま た ， 仮 説 2 の 検 証 で は ，「 食 事 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 と 「 妊 娠

貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 と の 関 連 も み ら れ な か っ た 。 研 究 対 象 と

な っ た 妊 婦 の 「 食 事 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 の 測 定 尺 度 で あ る ，

S e l f - E f f i c a c y  S c a l e  f o r  H e a l t h y  E a t i n g （ H e a l t h y  E a t i n g  S E 尺

度 ） は ， 食 生 活 全 般 の 自 己 管 理 に 対 す る 自 己 効 力 感 を 測 定 す る 尺

度 で あ る 。 妊 娠 後 期 の 妊 婦 を 対 象 に ， 体 重 コ ン ト ロ ー ル と 食 生 活

の 自 己 管 理 に 関 す る 調 査 （ 松 竹 ， 島 田 &  李 ， 2 0 1 6 ） に よ る と ，

H e a l t h y  E a t i n g  S E 尺 度 得 点 の 中 央 値 は 6 2 点 で あ っ た 。 同 様 に ，

新 卒 看 護 師 を 対 象 と し た 食 生 活 の 実 態 調 査 で は ， H e a l t h y  E a t i n g  

S E 尺 度 得 点 は 5 5 . 9 点 で あ っ た （ 合 田 ， 2 0 1 1 ）。 本 研 究 の 介 入 群 と

コ ン ト ロ ー ル 群 の H e a l t h y  E a t i n g  S E 尺 度 得 点 は ， 妊 娠 1 6 週 の

み 先 行 研 究 よ り 多 少 低 い 得 点 で あ る （ 介 入 群 4 9 . 9 ± 9 . 6 点 ， コ ン

ト ロ ー ル 群 5 2 . 8 ± 1 4 . 1 点 ）が ，妊 娠 2 8 週（ 介 入 群 5 6 . 2 ± 1 0 . 0 点 ，

コ ン ト ロ ー ル 群 5 8 . 2 ± 1 0 . 0 点 ）， 妊 娠 3 2 週 （ 介 入 群 5 9 . 6 ± 1 0 . 8

点 ， コ ン ト ロ ー ル 群 5 8 . 4 ± 9 . 1 点 ）（ 表 5 ） に お い て は ほ ぼ 同 等 の

得 点 で あ り ， 妊 娠 期 の 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 は 平 均 的 な 集

団 で あ っ た と 考 え る 。 妊 婦 の 体 重 コ ン ト ロ ー ル と 食 生 活 の 自 己 管

理 に 関 す る 先 行 研 究 で は ， H e a l t h y  E a t i n g  S E 尺 度 得 点 が 低 得 点

群 の 妊 婦 よ り 高 得 点 群 の 妊 婦 の 方 が ， 体 重 増 加 に 対 し 目 標 を 設 定

し ，食 事 に 気 を つ け て い る こ と が 報 告 さ れ て い る（ 松 竹 ，島 田 &  李 ，

2 0 1 6 ）。 こ れ は 体 重 増 加 と 栄 養 量 と の 関 連 か ら の 分 析 を 前 提 に し

て い る と 思 わ れ る 。 一 方 ， 本 研 究 に お い て は ， P r o n t o - 7 に よ る ヘ
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モ グ ロ ビ ン 値 の 測 定 結 果 を 目 標 値 と し て お り ， 鉄 の 欠 乏 を 補 う 食

事 内 容 と の 関 連 か ら の 分 析 を 前 提 に す る 必 要 が あ る 。 し か し ，

H e a l t h y  E a t i n g  S E 尺 度 は 食 生 活 全 般 の 自 己 管 理 に 対 す る 自 己 効

力 感 を 確 認 す る 質 問 項 目 で あ る 。 従 っ て ， 貧 血 予 防 を 意 識 し た 質

問 項 目 に は な っ て い な い こ と が ，「 食 事 に 対 す る 自 己 効 力 感 」と「 妊

娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 と の 関 連 が み ら れ な い 結 果 に 影 響 し て

い る と 思 わ れ た 。  

仮 説 1 ， 仮 説 2 で 提 示 し た 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血

に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」 の 各 変 数 は ， ヘ ル

ス プ ロ モ ー シ ョ ン の 概 念 に お い て 重 要 な 要 因 で あ り ， 今 後 ， 各 要

因 の 関 連 に つ い て 明 確 に す る た め に は ， 測 定 尺 度 に つ い て 検 討 す

る こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

 

６ ． 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 影 響 要 因   

本 研 究 の 概 念 枠 組 み で あ る ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定

を 介 し た 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る モ デ ル は ， 属 性 に よ る 影 響 を 受 け

る と 考 え 検 討 し た が ， 属 性 と 各 測 定 尺 度 と の 関 連 は 示 さ れ な か っ

た 。   

仮 説 7 『 P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を

介 し て 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事

行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 」か ら「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」，「 妊

娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 そ し て 「 妊 娠 貧 血 の 予 防 」 に 向 か

う モ デ ル は ，「 妊 娠 」「 自 己 の 属 性 」 に 影 響 を 受 け る 』 の 検 証 に お

い て ， 各 測 定 尺 度 の 結 果 は 属 性 に よ る 影 響 を 認 め な か っ た （ 表 1 2

～ 表 1 7 ）。 妊 娠 貧 血 の 発 症 率 は 約 3 0 ～ 5 0 % で あ り （ S t e v e n  G A  e t  
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a l ．， 2 0 1 3； 渡 辺 ，善 方 ，石 田 &  上 西 ， 2 0 1 3 ），早 産（ W o r l d  H e a l t h  

O r g a n i z a t i o n ， 2 0 1 6 ）， 妊 娠 高 血 圧 症 候 群 （ 伊 藤 &  草 薙 ， 2 0 0 6 ），

妊 娠 糖 尿 病 （ 日 本 糖 尿 病 ・ 妊 娠 学 会 ， 2 0 1 5 ） の 症 発 症 率 2 ~ 1 8 %

（ W o r l d  H e a l t h  O r g a n i z a t i o n ，2 0 1 1 ，2 0 1 6； A m a n d a  B H G ，S e r d a r  

H U  &  J o h n  T R ， 2 0 0 8 ） と 比 較 す る と ， そ の 発 症 率 は と て も 高 く ，

妊 婦 に 予 防 の 必 要 性 が 周 知 さ れ て い る 。 本 研 究 に お い て ， 妊 娠 1 6

週 か ら 妊 娠 2 8 週 に お け る 鉄 摂 取 量 は 両 群 共 に 有 意 に 増 加 し て い

た 結 果 （ 図 9 ） と 合 わ せ る と ， 介 入 の 有 無 に 関 わ ら ず ， 妊 婦 は 妊

娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 を 実 行 し て い る た め ， 属 性 に よ る 違

い が み ら れ な か っ た と 考 え る 。  

 従 っ て ， 仮 説 1 ， 仮 設 2 ， 仮 設 4 ， 仮 設 7 は 立 証 で き な か っ た が ，

本 研 究 結 果 か ら ， 妊 婦 の 食 事 に 対 す る 予 防 行 動 の 特 徴 と ， 予 防 行 動

を 維 持 す る こ と の 難 し さ が 示 さ れ た と 考 え る 。  

 

７ ． ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン と 妊 娠 貧 血 予 防  

 本 研 究 の 結 果 よ り ，P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 継

続 し た 自 己 測 定 を 実 施 す る こ と は ， 妊 婦 が 自 分 の 食 事 行 動 を 客 観 的

に 評 価 し ， 妊 娠 貧 血 を 予 防 で き て い る と い う 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ

ク を 得 る こ と が 出 来 ， そ れ が 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 の 強 化

と な り ， そ の 結 果 「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 に 繋 が る こ と

が 示 唆 さ れ た 。 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン と は ，「 人 々 が 自 ら の 健 康 を

コ ン ト ロ ー ル し 改 善 す る こ と が で き る よ う に す る プ ロ セ ス 」 で あ

る と 定 義 さ れ て い る （ 足 達 ， 2 0 0 3 ）。 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 に

お い て は ，健 康 的 な ラ イ フ ス タ イ ル を 取 る た め の プ ロ セ ス は ，「 女 性

が 自 分 の 健 康 を 自 ら コ ン ト ロ ー ル し 、 改 善 す る 力 が あ る 」 こ と が 前
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提 と な っ て お り ， 行 動 変 容 に 柱 が お か れ て い る 。 本 研 究 で は 非 侵 襲

的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 に よ り ， 妊 娠 中 の 貧 血 予 防 の た め の 食 事

行 動 を 自 ら コ ン ト ロ ー ル す る こ と が 出 来 て お り ， 妊 婦 は 妊 娠 貧 血 予

防 に 対 し て ， 食 事 で コ ン ト ロ ー ル で き る 力 が あ る と 考 え る 。 G r e e n  

L W に よ る P R E C E D E - P R O C E E D  M o d e l に お い て は ， ラ イ フ ス タ イ

ル に 関 係 す る 3 つ 因 子 と し て 前 提 要 因（ 行 動 を 動 機 付 け す る ，知 識 ・

態 度 ・ 信 念 ・ 価 値 観 な ど ）， 強 化 要 因 （ 行 動 後 の フ ィ ー ド バ ッ ク や 報

酬 を 与 え る こ と で ，行 動 の 繰 り 返 し や 継 続 を 奨 励 す る ），実 現 要 因（ 個

人 の 特 性 を も と に 実 行 さ せ る も の ， 利 用 で き る 資 源 ， 支 援 的 政 策 ，

サ ー ビ ス な ど ） が あ げ ら れ て い る 。 望 ま し い 行 動 の 実 行 ， 行 動 変 容

の 促 進 に は ， こ の 3 つ の 要 因 に 働 き か け る 必 要 が あ る と 言 わ れ て い

る （ N w e z e  N ， 2 0 1 2 ）。 本 研 究 で は ， 立 証 さ れ た 仮 説 の 結 果 か ら

P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 が ，強 化 要 因 と

な る こ と が 確 認 さ れ た 。 さ ら に ， 立 証 さ れ な か っ た 仮 説 の 結 果 か ら

前 提 要 因 と し て ， 胎 児 の 健 康 を 優 先 す る と い う 妊 婦 の 態 度 ・ 信 念 ・

価 値 観 の 特 徴 が 確 認 さ れ た 。 妊 娠 2 8 週 か ら 3 2 週 に お い て は

P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を 実 施 し な く

て も 「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 が 維 持 さ れ て お り ， 妊 婦 の

行 動 変 容 の 促 進 を 支 援 す る 看 護 を 検 討 す る た め に は ， 今 後 ， 妊 婦 の

前 提 要 因 の 特 徴 を 踏 ま え て 強 化 要 因 と の 関 連 を 検 証 す る と と も に ，

本 研 究 で は ま だ 取 り 組 ん で い な い 実 現 要 因 と の 関 連 を 明 ら か に す る

こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  
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Ⅶ  P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 の 看

護 へ の 示 唆  

 

１ ．P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 と 保 健 指 導  

P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 の 継 続 は ，妊

娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 の き っ か け と ， 食 事 行 動 の 維 持 に 貢 献

で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 妊 娠 後 期 の 妊 婦 に お け る 食 生 活 と 食 育

に 関 す る 調 査 （ 坂 本 ， 兼 宗 &  工 藤 ， 2 0 1 1 ） で は ， 妊 婦 は 妊 娠 中 の 食

生 活 の 重 要 性 を 理 解 し て い る が ， 妊 娠 中 に 行 わ れ た 栄 養 指 導 後 の フ

ォ ロ ー 体 制 が な い こ と に よ り ， 実 際 に は 指 導 内 容 が 十 分 に 反 映 さ れ

て い な い こ と が 報 告 さ れ て い る 。妊 婦 が P r o n t o - 7 を 用 い て 非 侵 襲 的

ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 を 妊 婦 健 診 時 に 毎 回 実 施 す る こ と で ， 看 護

者 は そ の 測 定 値 か ら ， 妊 娠 貧 血 予 防 が 出 来 て い る こ と を 客 観 的 に 評

価 し ， す ぐ に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た ， 測 定 値

が 低 下 傾 向 を 示 す 場 合 で は ， そ の 場 で す ぐ に そ の 数 値 を 妊 婦 が 理 解

で き て い る か 確 認 し ， そ の 上 で 妊 婦 の 食 事 行 動 が ど う な の か ， 個 別

の 保 健 指 導 に 活 用 す る こ と が 可 能 で あ る と 考 え る 。 さ ら に ， 初 産 婦

が 保 健 行 動 を と る 際 の 動 機 と 負 担 感 に 関 す る 調 査（ 髙 津 ，國 清 ，林 ，

立 木 ， 深 澤 &  常 盤 ， 2 0 1 3 ） に よ る と ， 妊 婦 は ア ド バ イ ス を 受 け た 内

容 が 妊 婦 に と っ て 良 い 気 づ き に 繋 が る と ， 保 健 行 動 を と る こ と が で

き る と 報 告 さ れ て い る 。看 護 者 は P r o n t o - 7 の 自 己 測 定 に よ る 妊 婦 の

気 づ き を 確 認 し ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 が で き て い る こ と

を フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で ， 妊 婦 の 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感

を 高 め る こ と に 繋 が る と 考 え る 。 看 護 者 の 温 か い 声 か け で 自 己 管 理
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の 意 欲 が わ く こ と が 報 告 さ れ て お り （ 村 上 ， 梅 木 &  花 田 ， 2 0 0 9 ），

肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク に よ り ， 妊 婦 は 自 分 が 行 っ て き た 食 事 行 動

を 認 め ら れ た と 感 じ る こ と が で き る 。 こ れ が さ ら な る 「 妊 娠 貧 血 予

防 に 対 す る 意 思 」を 強 化 し ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 に 繋

げ る こ と が 出 来 る と 考 え る 。  

 

２ ． 妊 娠 貧 血 予 防 の た め 食 事 行 動 に 対 す る 具 体 的 な 目 標 設 定  

妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 行 動 の 実 行 ， 維 持 に は ， P r o n t o - 7 を 用 い た

非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 の 継 続 だ け で は な く ， 妊 娠 貧 血 予

防 に 特 化 し た 具 体 的 な 食 物 摂 取 の 目 標 設 定 が 重 要 で あ る こ と が 示 唆

さ れ た 。 廣 瀬 &  石 田 に よ る と ， 妊 娠 5 か 月 の 妊 婦 に 対 し て 目 標 体

重 の 設 定 と 達 成 状 況 等 の 記 録 を 実 施 し た 介 入 群 で は ， コ ン ト ロ ー

ル 群 と 比 較 し て 介 入 後 4 か 月 で 体 重 コ ン ト ロ ー ル に 関 す る 自 己 効

力 感 尺 度 得 点 が 有 意 に 高 く な っ た と 報 告 さ れ て い る （ 廣 瀬 &  石 田 ，

2 0 0 9 ）。 本 研 究 と 自 己 効 力 感 の 測 定 尺 度 は 異 な る が ， 継 続 し た 介

入 に よ り 自 己 効 力 感 が 高 く な る 可 能 性 を 示 し て い る と 考 え る 。 妊

婦 と 看 護 者 が 一 緒 に 妊 娠 貧 血 予 防 に む け た 具 体 的 な 食 物 摂 取 目 標 を

設 定 し ，妊 婦 が P r o n t o - 7 の 測 定 値 を 通 し て ，自 分 の 食 事 行 動 を 振 り

返 る こ と が で き る よ う に し て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。  
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Ⅷ  本 研 究 の 限 界 と 課 題   

 

１ ． 研 究 対 象 者 の 限 界  

調 査 施 設 に お け る 本 研 究 該 当 妊 婦 は ， 調 査 期 間 中 の 全 て の 妊 婦 で

は な い 。 ま た ， 同 意 し た 妊 婦 は そ れ だ け 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意

思 」 が 高 い 可 能 性 が あ る 。 そ の た め 本 研 究 で は 選 択 バ イ ア ス が 生 じ

て い る 可 能 性 が あ る 。 さ ら に 本 研 究 の 対 象 者 の 脱 落 率 は ， 両 群 と も

に 2 6 . 4 % で あ っ た 。一 般 的 に 脱 落 率 は 2 0 ％ 以 下 が 目 安 と さ れ て お り

（ 森 實 ， 福 岡 ， 中 山 ， 山 口 ， 宮 木 &  星 ， 2 0 0 4 ）， 本 研 究 の 各 群 の 対

象 者 は 偶 然 に よ る 偏 り が 生 じ て い る 可 能 性 も 否 定 で き な い 。  

 

２ ． 測 定 尺 度 の 課 題  

本 研 究 で 用 い た「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」

に つ い て の 測 定 尺 度 は ， 独 自 に 作 成 し た も の で あ っ た 。 尺 度 作 成 に

伴 う サ ン プ ル サ イ ズ は 2 0 0 以 上 が 望 ま し い と 言 わ れ て お り （ 横 内 ，

2 0 0 7 ）， 本 研 究 の サ ン プ ル サ イ ズ は 少 な い と 考 え る 。 サ ン プ ル サ イ

ズ を 増 や し ， 各 尺 度 の 信 頼 性 ， 妥 当 性 の 検 証 が 必 要 と 考 え る 。 ま た ，

「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」尺 度 の 内 的 整 合 性 信 頼 性 を 示 す C r o n b a c h

の α 係 数 は 0 . 7 6 で あ り （ 表 1 ）， 一 般 的 に は 0 . 8 以 上 あ る の が 望 ま

し い と さ れ て い る （ 岡 田 ， 2 0 1 1 ）。 さ ら に 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」

尺 度 の 累 積 寄 与 率 は ， 5 0 % 未 満 で あ り や や 低 い 値 で あ っ た （ 表 1 ）。

従 っ て ， 本 研 究 で 用 い た 尺 度 が ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」を 測 定 で

き る の か ど う か ， 尺 度 の 信 頼 性 ， 妥 当 性 の さ ら な る 検 証 が 必 要 で あ

る 。  
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本 研 究 で は 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 と 自 己 効 力 感 と の 関 連

が 示 さ れ な か っ た が ， こ れ は 「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」 に

対 す る 自 己 効 力 感 を 測 定 し て い な い こ と が 要 因 と し て 考 え ら れ た 。

従 っ て ， 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 の

検 討 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

 

３ ． 研 究 期 間 の 課 題  

本 研 究 は 妊 娠 1 6 週 か ら 妊 娠 3 2 週 ま で の 4 か 月 間 に 渡 る 縦 断 研 究

で あ り ， 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己 測 定 終 了 （ 妊 娠 2 8 週 ） 後 1

か 月 が 経 過 し た 後 （ 妊 娠 3 2 週 ） も ， 妊 婦 は 食 事 行 動 を 継 続 し ， 妊

娠 貧 血 を 予 防 す る こ と が 出 来 て い た 。 し か し ， 妊 娠 3 2 週 以 降 も 継

続 し て 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 が 維 持 さ れ た か ど う か は 不 明

で あ る 。 行 動 変 容 ス テ ー ジ モ デ ル で の 維 持 期 は ， 6 か 月 以 上 継 続 し

て 行 動 を 実 施 し て い る 場 合 で あ る た め （ P r o c h a s k a  J  &  V e l i c e r  W ，

1 9 9 7 ）， 今 後 さ ら な る 追 跡 調 査 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  
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Ⅸ  結 論  

本 研 究 に お け る 仮 説 （ 1 ～ 7 ） に 対 す る 結 論 を 以 下 に 述 べ る 。  

１ ． 両 群 共 に 妊 娠 1 6 週 か ら 妊 娠 2 8 週 時 点 で 「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認

識 」 は 高 ま る が ，「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 食 事 行 動 に 対 す る 自

己 効 力 感 」 は 変 化 せ ず ， 介 入 に よ る 差 は み ら れ な か っ た 。  

２ ．「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 関 心 」「 妊 娠 貧 血 に 対 す る 認 識 」「 食 事 行 動 に

対 す る 自 己 効 力 感 」 は 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対 す る 意 思 」 の 強 化 に 影

響 し な か っ た 。  

３ ． 妊 娠 1 6 週 か ら 妊 娠 2 8 週 時 点 で 介 入 群 で は 「 妊 娠 貧 血 予 防 に 対

す る 意 思 」 が 高 い ま ま 維 持 さ れ ， コ ン ト ロ ー ル 群 で は 有 意 に 低 下

し た 。  

４ ．「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」で は ，鉄 摂 取 量 は 両 群 共 に 妊

娠 1 6 週 と 比 較 し て ， 妊 娠 2 8 週 時 点 で 有 意 に 増 加 し て お り ， 介 入

に よ る 差 は み ら れ な か っ た 。  

５ ． 妊 娠 中 期 で は ， 介 入 群 で は 妊 娠 貧 血 は 認 め ら れ ず ， コ ン ト ロ ー

ル 群 で は 9 人 が 妊 娠 貧 血 と 診 断 さ れ 鉄 剤 が 処 方 さ れ た 。  

６ ． 妊 娠 2 8 週 以 降 P r o n t o - 7 を 用 い た 非 侵 襲 的 ヘ モ グ ロ ビ ン の 自 己

測 定 を 実 施 し な く て も ， 妊 娠 3 2 週 で は 介 入 群 で は 「 妊 娠 貧 血 予

防 の 意 思 」 は 高 い ま ま 維 持 し ，「 妊 娠 貧 血 予 防 の た め の 食 事 行 動 」

と し て 鉄 摂 取 量 が 増 加 し ，妊 娠 貧 血 を 予 防 す る こ と が で き て い た 。 

７ ． 初 産 婦 ・ 経 産 婦 の 違 い ， 及 び 自 己 属 性 の 違 い に よ る 影 響 は 認 め

ら れ な か っ た 。  
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G e s t a t i o n a l  D i a b e t e s  M e l l i t u s .  R e v i e w s  i n  O b s t e t r i c s  &  

G y n e c o l o g y ， 1 （ 3 ）， 1 2 9 - 1 3 4 ．  

安 藤 里 恵 子 ， 菊 池 和 子 ， 土 屋 陽 子 ， 千 葉 澄 子 ， 佐 々 木 悠 美 ， 齋 藤 貴

子 ， 石 井 真 紀 子 ， 他 （ 2 0 1 0 ）． 高 血 圧 者 に 対 す る ヘ ル ス プ ロ モ
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ー シ ョ ン 行 動 促 進 の た め の 看 護 介 入 プ ロ グ ラ ム の 検 証 ． 岩 手 県

立 看 護 学 部 紀 要 ， 1 2 ， 5 1 - 5 9 ．  

A v a  B （ 2 0 1 1 ）． P r e g n a n c y  :  I r o n  D e f i c i e n c y  A n a e m i a , T h e  J o a n n a  

B r i g g s  I n s t i t u t e ．  

土 井 由 利 子 （ 2 0 0 9 ）． 特 集 ： 行 動 科 学 研 究 の 発 展 と 展 望 － 理 論 か ら

実 践 へ  日 本 に お け る 行 動 科 学 研 究 － 理 論 か ら 実 践 へ ． P u b l i c  

H e a l t h ， 5 8 （ １ ）， 2 - 1 0 ．  

E k h t i a r i  Y S ,  M a j l e s s i  F ,  F o r o u s h a n i  A R ,  S h a k i b a z a d e h  E （ 2 0 1 4 ）．

E f f e c t  o f  a  S e l f - c a r e  E d u c a t i o n a l  P r o g r a m  B a s e d  o n  t h e  

H e a l t h  B e l i e f  M o d e l  o n  R e d u c i n g  L o w  B i r t h  W e i g h t  A m o n g  

P r e g n a n t  I r a n i a n  W o m e n ． I n t  J  P r e v  M e d ， 5 ( 1 ) ， 7 6 - 8 2 ．  

G a y a t  E ，A u l a g n i e r  J ，M a t t h i e u  E ，B o i s s o n  M ，F i s c h l e r  M（ 2 0 1 2 ）．

N o n - I n v a s i v e  M e a s u r e m e n t  o f  H e m o g l o b i n :  A s s e s s m e n t  o f   

T w o  D i f f e r e n t  P o i n t - o f - C a r e  T e c h n o l o g i e s  P u b l i c  L i b r a r y   

o f  S c i e n c e  o n e ， 7 （ 1 ）， 1 - 8 ．  

G i l e s  M ,  C o n n o r  S ,  M c C l e n a h a n  C ,  M a l l e t t  J （ 2 0 0 7 ）． M e a s u r i n g  

y o u n g  p e o p l e ’ s  a t t i t u d e s  t o  b r e a s t f e e d i n g  u s i n g  t h e  T h e o r y  

o f  P l a n n e d  B e h a v i o r .  J  P u b l i c  H e a l t h ， 2 9 ， 1 7 - 2 6 ．  

合 田 友 美 （ 2 0 1 1 ）． 新 卒 看 護 師 の 自 己 管 理 に 対 す る 自 己 効 力 感 と 食

生 活 の 実 態 調 査 － 主 な 調 理 者 の 違 い に 着 目 し て － ． 香 川 母 性 衛

生 学 会 誌 ， 1 1 （ 1 ）， 2 7 - 3 2 ．  

H a i d e r  B A ,  O l o f i n  I ,  W a n g  M ,  S p i e g e l m a n  D ,  E z z a t i  M ,  F a w z i  W W ,  

N u t r i t i o n  I m p a c t  M o d e l  S t u d y  G r o u p  ( a n a e m i a ) （ 2 0 1 3 ）．

A n a e m i a ,  p r e n a t a l  i r o n  u s e ,  a n d  r i s k  o f  a d v e r s e  p r e g n a n c y  

o u t c o m e s :  s y s t e m a t i c  r e v i e w  a n d  m e t a - a n a l y s i s ． B M J ， 3 4 6
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（ f 3 4 4 3 ）， 1 - 1 9 ．  

長 谷 川 智 子 ， 石 崎 武 志 ， 上 原 佳 子 ， 上 木 礼 子 ， 米 澤 弘 恵 （ 2 0 0 5 ）．

医 療 機 関 に 勤 務 す る 職 員 の 喫 煙 行 動 と 喫 煙 に 対 す る 知 識 と 態 度 ．

福 井 大 学 医 学 部 研 究 雑 誌  ， 6（  第 １ 号 ・ 第 ２ 号 合 併 ）， 1 7 - 2 5 ．  

初 鹿 静 江 （ 2 0 1 4 ）． 健 康 行 動 変 容 を サ ポ ー ト す る ― 特 定 保 健 指 導 と

い う ス キ ー ム に 焦 点 を あ て て ・ 特 定 健 診 ― ． 大 正 大 学 大 学 院 研

究 論 集 ， 3 8 ， 2 9 1 - 3 1 8 ．  

初 谷 周 子 ， 上 原 沙 織 ， 大 橋 恵 美 ， 石 黒 宏 美 ， 尾 山 真 理 ， 土 屋 康 雄 ，

中 村 和 利 （ 2 0 0 9 ）． 妊 婦 の 生 活 習 慣 と 早 期 産 児 の 在 胎 週 数 と の

関 連 ． 新 潟 医 学 会 雑 誌 ， 1 2 3 ( 9 ) ， 4 7 0 - 4 7 5 ．   

H i g a s h i d a  Y u k a ， O h a s h i  K a z u t o m o（ 2 0 1 4 ）． R e d u c t i o n  o f  t o b a c c o  

s m o k e  e x p o s u r e  f o r  p r e g n a n t  p a s s i v e  s m o k e r s  u s i n g  f e e d b a c k  

o f  u r i n a r y  c o t i n i n e  t e s t  r e s u l t s ． J  O b s t e t  G y n a e c o l  R e s ， 4 0

（ 4 ）， 1 0 1 5 - 1 0 2 2 ．  

廣 森 直 子 ， 中 村 由 美 子 ， 吉 川 由 希 子 ， 佐 藤 寧 子 ， 福 田 道 隆 ， 田 崎 博

一 ， 高 田 敬 子 ， 蓮 井 貴 子 ， 長 澤 一 磨 （ 2 0 0 6 ）． 青 森 県 に お け る

周 産 期 保 健 の 現 状 （ 第 1 報 ） － 妊 娠 届 出 時 の 妊 婦 を 対 象 と し た

質 問 紙 調 査 か ら － ． 青 森 保 健 大 雑 誌 ， 7 （ 1 ）， 1 1 3 - 1 2 4 ．  

廣 瀬 紀 子 ， 石 田 貞 代 （ 2 0 0 9 ）． 認 知 行 動 療 法 を 用 い た 妊 婦 の 体 重 コ

ン ト ロ ー ル へ の 介 入 効 果 の 検 討 ．母 性 衛 生 ， 4 9（ 4 ）， 5 6 4 - 5 7 0 ．  

福 井 百 合 子 （ 2 0 1 4 ）． 妊 娠 中 の 食 生 活 に つ い て の 考 え 方 に 関 す る 研

究 － 妊 娠 週 数 に よ る 変 化 に 着 目 し て － ．園 田 学 園 女 子 大 学 論 文

集 ， 4 8 ， 1 1 3 - 1 2 1 ．  

福 岡 秀 興 （ 2 0 0 7 ）． 胎 児 期 か ら の 食 育 ． 母 子 保 健 情 報 ， 5 6 ， 1 4 - 1 7 ． 

伏 木 弘 ， 佐 伯 愛 ， 塩 崎 有 宏 （ 2 0 0 3 ）． 六 君 子 湯 （ T J ‐ 4 3 ） 併 用 投 与
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に お け る 妊 婦 貧 血 治 療 の た め の 経 口 鉄 剤 の 副 作 用 軽 減 の 試 み ，

産 婦 人 科 漢 方 研 究 の あ ゆ み ， 2 0 ， 1 3 8 - 1 3 9 ．  

岩 元 澄 子 ， 中 村 美 希 ， 山 下 洋 ， 吉 田 敬 子 （ 2 0 1 0 ）． 妊 産 婦 の 妊 娠 の

状 況 と 抑 う つ 状 態 と の 関 連 ． 保 健 医 療 科 学 ， 5 9 （ 1 ）， 5 1 - 5 9 ．  

J a n z  N K ， B e c k e r  M H （ 1 9 8 4 ）． T h e  h e a l t h  b e l i e f  m o d e l : a  d e c a d e  

l a t e r ． H e a l t h  e d u c a t i o n  q u a r t e r l y ． 1 1 （ 1 ）， 1 - 4 7 ．  

K a m r a n  A ，A z a d b a k h t  L ，S h a r i f i r a d  G ，M a h a k i  B ，M o h e b i  S（ 2 0 1 5 ）．

T h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  b l o o d  p r e s s u r e  a n d  t h e  s t r u c t u r e s  

o f  P e n d e r ' s  h e a l t h  p r o m o t i o n  m o d e l  i n  r u r a l  h y p e r t e n s i v e  

p a t i e n t s ． J o u r n a l  o f  E d u c a t i o n  a n d  H e a l t h  P r o m o t i o n ， 4 ，

1 - 8 ．  

川 村 千 恵 子 ， 酒 井 ひ ろ 子 ， カ ル デ ナ ス 暁 東 （ 2 0 1 0 ）． 女 子 大 学 生 の

喫 煙 行 動 の 実 態 に 関 す る 調 査 ． 園 田 学 園 女 子 大 学 論 文 集 ， 4 4 ，

1 1 1 - 1 1 9 ．  

川 崎 千 恵 ， 服 部 真 理 子 ， 渡 邊 洋 子 ， 長 野 み さ 子 （ 2 0 0 9 ）． 血 糖 自 己

測 定 を 糖 尿 病 境 界 領 域 へ 用 い る 意 義 と 効 果 を も た ら す 要 因 に 関

す る 検 討 － フ ォ ー カ ス グ ル ー プ・イ ン タ ビ ュ ー に よ る 質 的 研 究 ．

日 本 公 衆 衛 生 雑 誌 ， 5 6 （ 1 2 ）， 8 7 5 － 8 8 2 ．  

K l o e b l e n  A S ， B a t i s h  S S （ 1 9 9 9 ）． U n d e r s t a n d i n g  t h e  i n t e n t i o n  t o  

p e r m a n e n t l y  f o l l o w  a  h i g h  f o l a t e  d i e t  a m o n g  a  s a m p l e  o f  

l o w - i n c o m e  p r e g n a n t  w o m e n  a c c o r d i n g  t o  t h e  H e a l t h  B e l i e f  

M o d e l ． H e a l t h  E d u c  R e s ， 1 4 ( 3 ) ， 3 2 7 - 3 8 ．  

児 林 聡 美 ， 村 上 健 太 朗 ， 佐 々 木 敏 ， 大 久 保 久 美 ， 廣 田 直 子 ， 野 津 あ

き こ ， 福 井 充 ， 伊 達 ち ぐ さ （ 2 0 1 1 ）． 自 記 式 食 事 歴 法 質 問 票 お

よ び 簡 易 型 食 事 歴 法 質 問 票 か ら 推 定 さ れ る 食 事 摂 取 量 の 相 対 妥
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当 性 に 関 す る 比 較 ― 1 6 日 間 食 事 記 録 を 基 準 に 用 い た 日 本 人 成

人 の 研 究 ． P u b l i c  H e a l t h  N u t r i t i o n ， 1 4 ， 1 2 0 0 - 1 2 1 1 ．  

今 野 佳 絵 ，茆 原 弘 光 ，松 本 桃 代 ，小 笠 原 加 代 子 ，永 井 泰 ，福 岡 秀 興 ，

渡 邊 浩 子 ， 吉 池 信 男 （ 2 0 1 1 ）． 妊 婦 の 体 重 増 加 量 と 新 生 児 の 体

格 ・ 栄 養 素 等 摂 取 状 況 と の 関 連 ． 母 性 衛 生 ， 5 2（ 2 ）， 2 8 6 - 2 9 3 ．  

纐 纈 な つ 子 ， 服 部 律 子 （ 2 0 1 5 ）． 助 産 師 に よ る 妊 娠 期 か ら の 育 児 支

援 ． 岐 阜 県 立 看 護 大 学 紀 要 ， 1 5 （ 1 ）， 2 9 - 4 1 ．  

厚 生 労 働 省（ 2 0 0 5 ）．妊 産 婦 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド ．R e t r i e v e d  

f r o m  h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / h o u d o u / 2 0 0 6 / 0 2 / d l / h 0 2 0 1 - 3 b 0 2 .  

p d f  

厚 生 労 働 省 （ 2 0 1 5 a ）． 第 2 部 身 体 状 況 調 査 の 結 果 ， 平 成 2 3 年 国 民

健 康・栄 養 調 査 報 告（ p p . 1 0 9 - 1 1 0 ）．R e t r i e v e d  f r o m  h t t p : / / w w w .  

m h l w . g o . j p / b u n y a / k e n k o u / e i y o u / d l / h 2 3 - h o u k o k u . p d f  

厚 生 労 働 省 （ 2 0 1 5 b ）． 母 の 年 齢 （ ５ 歳 階 級 ） ･  出 生 順 位 別 に み た 出

生 数 ，平 成 2 7 年 人 口 動 態 統 計（ p p . 1 3 ）．R e t r i e v e d  f r o m  h t t p : / /  

w w w . m h l w . g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h w / j i n k o u / k a k u t e i 1 5 /  

厚 生 労 働 省（ 2 0 1 5 c ）．日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準（ 2 0 1 5 年 版 ）．R e t r i e v e d   

f r o m  h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / f i l e / 0 4 - H o u d o u h a p p y o u -  

1 0 9 0 4 7 5 0 - K e n k o u k y o k u - G a n t a i s a k u k e n k o u z o u s h i n k a /  

0 0 0 0 0 4 1 9 5 5 . p d f  

小 山  友 里 江 ， 飯 野  京 子 （ 2 0 1 1 ）． 看 護 師 に お け る 乳 が ん 検 診 の 受

診 行 動 と そ の 関 連 要 因 ．国 立 病 院 看 護 研 究 学 会 誌 ，7（ 1 ），2 3 - 2 8 ． 

K o z u k i  N ， L e e  A C ， K a t z  J （ 2 0 1 2 ）． M o d e r a t e  t o  S e v e r e ,  b u t  N o t  

M i l d ,  M a t e r n a l  A n e m i a  I s  A s s o c i a t e d  w i t h  I n c r e a s e d  R i s k  o f  

S m a l l - f o r - G e s t a t i o n a l - A g e  O u t c o m e s ,  A m e r i c a n  S o c i e t y  f o r  
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N u t r i t i o n ， 1 4 2 ， 3 5 8 – 3 6 2 ．  

久 保 幸 代 ， 恵 美 須 文 枝 （ 2 0 0 7 ）． わ が 国 に お け る 妊 娠 ・ 出 産 後 女 性

の 喫 煙 に 関 す る 研 究 の 動 向 1 9 9 5 年 か ら 2 0 0 7 年 の 文 献 検 討 ．日

本 保 健 科 学 学 会 誌 ， 1 0 （ 3 ） 1 6 0 - 1 6 7 ．  

桑 原 ゆ み （ 2 0 1 3 ）． 成 人 期 健 康 診 査 受 診 者 に お け る ト ラ ン ス セ オ レ

テ ィ カ ル ・ モ デ ル の 検 討 ． 北 海 道 医 療 大 学 看 護 福 祉 学 部 紀 要 ，  

2 0 ， 5 3 - 6 1 ．  

L e l i c  M ， B o g d a n o v i c  G ， R a m i c  S ， B r k i c e v i c  E（ 2 0 1 4 ）． I n f l u e n c e  

o f  m a t e r n a l  a n e m i a  d u r i n g  p r e g n a n c y  o n  p l a c e n t a  a n d  

n e w b o r n s ． M e d i c a l  A r c h i v e s ， 6 8 ( 3 ) ， 1 8 4 - 1 8 7 ．  

L o c k w o o d  C ， K o n n o  R（ 2 0 0 9 ）． T h e  e f f e c t i v e n e s s , a p p r o p r i a t e n e s s  

a n d  m e a n i n g f u l u n e s s  o f  s e l f - m o n i t o r i n g  b l o o d  g l u c o s e  

( S M B G )  i n  t y p e  2  d i a b e t e s  m e l l i t u s :  a  m i x e d  m e t h o d s  

s y s t e m a t i c  r e v i e w ． J o a n n n a  B r i g g s  I n s t i t u t e ， 1 1 ．  

L o k e  A Y ，D a v i e s  L ，L i  S F（ 2 0 1 5 ）．F a c t o r s  i n f l u e n c i n g  t h e  d e c i s i o n  

t h a t  w o m e n  m a k e  o n  t h e i r  m o d e  o f  d e l i v e r y :  t h e  H e a l t h  

B e l i e f  M o d e l ． B M C  H e a l t h  S e r v  R e s ． 1 - 1 2 ．  

前 田  菜 穂 子 ， 片 岡  弥 恵 子 ， 江 藤  宏 美 ， 堀 内  成 子 （ 2 0 1 3 ）． 分 娩

後 出 血 の リ ス ク 因 子 お よ び 予 防 的 介 入 に 関 す る 文 献 レ ビ ュ ー  ，

日 本 助 産 学 会 誌 ， 2 7 （ 1 ）， 4 - 1 5 ．  

眞 鍋 え み 子 （ 2 0 0 5 ）． 妊 婦 に お け る セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 用 チ ェ ッ ク

シ ー ト の 作 成 ． 日 本 助 産 学 会 誌 ， 9 （ １ ）， 6 - 1 8 ．  

眞 鍋 え み 子 ， 松 田 か お り （ 2 0 0 6 ）． 初 妊 婦 に お け る セ ル フ ケ ア 行 動

の 向 上 を 目 指 し た 健 康 学 習 指 導 の 実 施 と 評 価 ．日 本 助 産 学 会 誌 ，

2 0 （ 2 ）， 3 1 - 3 9 ．  
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M a r s h a l l  H  B ， R o b e r t  H  D ， J o h n  P  K （ 1 9 7 4 ）． A  n e w  a p p r o a c h  t o  

e x p l a i n i n g  s i c k - r o l e  b e h a v i o r  i n  l o w - i n c o m e  p o p u l a t i o n s ．

A J P H ， 6 4 （ 3 ）， 2 0 5 - 2 1 6 ．  

マ シ モ ジ ャ パ ン 社 （ 2 0 1 1 ）． P r o n t o - 7 ． R e t r i e v e d  f r o m  h t t p : / / w w w .  

m a s i m o . c o . j p / p r o n t o - 7 / i n d e x . h t m  

松 枝 睦 美 ， 高 橋 香 代 ， 佐 藤 美 恵 ， 金 重 恵 美 子 （ 2 0 0 0 ）． 妊 娠 ・ 産 褥

期 に お け る 栄 養 指 導 の 必 要 性 ． 母 性 衛 生 ， 4 1 （ 1 ）， 1 3 8 - 1 4 4 ．  

松 本 泉 美 （ 2 0 1 1 ）． 2 0 ～ 3 0 歳 代 女 性 喫 煙 者 の 喫 煙 の 意 味 と 禁 煙 の 意

思 の 構 造 ． 日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌 ， 3 4 （ 1 ）， 6 1 - 7 2 ．  

松 竹 朋 子 ， 島 田 友 子 ， 李 節 子 （ 2 0 1 6 ）． 妊 婦 の 体 重 コ ン ト ロ ー ル と

食 生 活 の 自 己 管 理 に 関 す る 研 究 ．母 性 衛 生 ， 5 6（ 4 ）， 5 3 9 - 5 4 7 ．  

森 實 敏 夫 ，福 岡 敏 雄 ，中 山 健 夫 ，山 口 直 比 古 ，宮 木 幸 一 ，星 佳 芳（ 2 0 0 4 ）．

E B M 実 践 の た め の 医 学 文 献 評 価 選 定 マ ニ ュ ア ル ．ラ イ フ サ イ エ

ン ス 出 版 ， 4 4 - 5 1 ．  

村 上 美 華 ， 梅 木 彰 子 ， 花 田 妙 子 （ 2 0 0 9 ）． 糖 尿 病 患 者 の 自 己 管 理 を

促 進 お よ び 阻 害 す る 要 因 ．日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌 ，3 2（ 4 ），2 9 - 3 8 ． 

内 閣 府 （ 2 0 1 0 ）． 第 1 節 若 い 世 代 の 食 生 活 の 現 状 ， 平 成 2 2 年 版 食 育

白 書 （ p p . 3 7 - 4 3 ）． R e t r i e v e d  f r o m  h t t p : / / w a r p . d a . n d l . g o . j p /  

i n f o : n d l j p / p i d / 9 9 2 9 0 9 4 / w w w 8 . c a o . g o . j p / s y o k u i k u / d a t a / w h i t e

p a p e r / 2 0 1 0 / p d f _ f i l e / 1 s h o 2 . p d f  

内 閣 府 食 育 推 進 室 （ 2 0 0 9 ）．「 食 育 に 関 す る 意 識 調 査 」 に つ い て  

R e t r i e v e d  f r o m  h t t p : / / w a r p . d a . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p / p i d /  

9 9 2 9 0 9 4 / w w w 8 . c a o . g o . j p / s y o k u i k u / m o r e / r e s e a r c h / h 2 1 / p d f / s .

p d f  

中 田 か お り （ 2 0 1 5 ）． 日 本 語 版 母 乳 育 児 継 続 の 自 己 効 力 感 尺 度  
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（ T h e  J a p a n e s e - B r e a s t f e e d i n g  P e r s o n a l  E f f i c a c y  B e l i e f s  

I n v e n t o r y ）の 開 発 と 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の 検 討 ． 日 本 助 産 学 会 誌 ，

2 9 （ 2 ）， 2 6 2 - 2 7 1 ．  

西 浦 栄 利 子 ， 尾 本 セ ツ 子 ， 浅 田 洋 子 （ 1 9 9 8 ）． 妊 娠 貧 血 の 調 査 と 指

導 方 法 ． 徳 島 市 民 病 院 医 学 雑 誌 ， 2 ， 9 1 - 9 3 ．  

N w e z e  N（ 2 0 1 2 ）．P a r t Ⅲ D e l i v e r i n g  S u c c e s s f u l  N u t r i t i o n  S e r v i c e ．

C o m m u n i t y  N u t r i t i o n :  P l a n n i n g  H e a l t h  P r o m o t i o n  A n d  

D i s e a s e  P r e v e n t i o n （ p p . 3 3 0 - 3 3 4 ）． M a s s a c h u s e t t s ： J o n e s  &  

B a r t l e t t  L e a r n i n g ．  

小 川 真 紀 子 ， 葛 葉 守 ， 中 野 玲 子 （ 2 0 0 7 ）． 採 血 用 穿 刺 器 具 （ 血 糖 自

己 測 定 用 ） の 比 較 と そ の 評 価 ． P r o g r e s s  i n  M e d i c i n e ． 2 7 ，

1 3 4 - 1 3 9 ．  

岡 田 謙 介 （ 2 0 1 1 ）． ク ロ ン バ ッ ク の α 係 数 と は 何 だ っ た の か ： 信 頼

性 係 数 の レ ビ ュ ー と 実 デ ー タ 分 析 ．専 修 人 間 科 学 論 集  心 理 学 篇 ． 

1 （ 1 ）， 9 1 - 9 8 ．  

大 水 由 香 里 ， 江 川 陽 子 ， 中 村 仁 美 ， 島 田  友 子 （ 2 0 1 0 ）． 妊 婦 の 食 生

活 と 医 療 者 の 食 事 指 導 と の 関 連 性 に つ い て ．母 性 衛 生 ，5 0（ 4 ），

5 7 5 - 5 8 5 ．  

大 西 和 子 ， 櫻 井 し の ぶ （ 2 0 0 6 ）． ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン ， ヌ ー ベ ル

ヒ ロ カ ワ ， 7 9 - 8 3 ．  

尾 辻 真 由 美 ， 郡 山 暢 之 ， 木 ノ 脇 真 弓 ， 赤 尾 綾 子 ， 三 反 陽 子 ， 蓑 部 町

子 ， 藤 崎 夏 子 ， 小 林 友 里 恵 ， 藤 崎 佑 貴 子 ， 後 藤 隆 彦 ， 田 上 さ と

み ， 上 別 府 昌 子 ， 小 木 曽 和 磨 ， 竹 下 綾 子 ， 西 尾 善 彦 （ 2 0 1 5 ）．

糖 尿 病 セ ル フ ケ ア に 関 す る 運 動 自 己 効 力 感 尺 度 作 成 の 試 み ． 糖

尿 病 ， 5 8 ( 3 ) ， 1 7 4 - 1 8 2 ．  
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尾 崎 光 洋 ， 煙 山 千 尋 （ 2 0 1 5 ）． 口 腔 保 健 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺

度 の 開 発 ． 地 域 政 策 学 ジ ャ ー ナ ル ， 5 （ 1 ）， 1 3 - 1 9 ．  

P a n a - R o s a s  J P ， V i t e r i  F E （ 2 0 0 6 ）． E f f e c t s  o f  r o u t i n e  o r a l  i r o n  

s u p p l e m e n t a t i o n  w i t h  o r  w i t h o u t  f o l i c  a c i d  f o r  w o m e n  d u r i n g  

p r e g n a n c y .  C o c h r a n  D a t e b a s e  S y s t  R e v ， 3 ．  

P a r s e  R （ 1 9 9 0 ）． P r o m o t i o n  a n d  p r e v e n t i o n  :  t w o  d i s t i n c t  

c o s m o l o g i e s ． N u r s  S c i  Q  ， 3 ( 3 ) ， 1 0 1 ．  

P e c k  T M ， A r i a s  F （ 1 9 9 6 ）． S e r i a l  h e m a t o l o g i c  c h a n g e s  a n d  

p r e g n a n c y  o u t c o m e . O b s t e t  G y n e c o l , 8 8 ( 1 ) ， 3 3 - 3 9 ．  

P e n d e r  N o l a  J （ 1 9 9 6 ）． C h a p t e r 3  C o m m u n i t y  M o d e l s  t o  P r o m o t e  

H e a l t h ． H e a l t h  P r o m o t i o n  i n  N u r s i n g  P r a c t i c e  T h i r d  E d i t i o n

（ p p . 6 7 - 6 9 ）． N e w  J e r s e y ： P r e n t i c e  H a l l ．  

P e n d e r  N o l a  J（ 2 0 1 1 ）．H e a t h  P r o m o t i o n  M o d e l  M a n u a l ．R e t r i e v e d  

f r o m  h t t p s : / / d e e p b l u e . l i b . u m i c h . e d u / b i t s t r e a m / h a n d l e / 2 0 2 7 .  

4 2 / 8 5 3 5 0 / H E A L T H _ P R O M O T I O N _ M A N U A L _ R e v _ 5 - 2 0 1 1 . p d f  

P o c o c c k  G ，R i c h a r d s  C D（ 2 0 0 5 ）／ 岡 野 栄 之・植 村 慶 一 監 訳（ 2 0 0 9 ）．

オ ッ ク ス フ ォ ー ド 生 理 学 原 書 3 版 ， 2 5 8 - 2 5 9 ， 東 京 ； 丸 善 株 式

会 社 ．  

P r o c h a s k a  J ， V e l i c e r  W （ 1 9 9 7 ）． T h e  T r a n s t h e o r e t i c a l  M o d e l  o f  

H e a l t h  B e h a v i o r  C h a n g e ． A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  H e a l t h  

P r o m o t i o n ， 1 2 ( 1 ) ， 3 8 - 4 8 ．  

R e v e i z  L ， G y t e  G M L ， C u e r v o  L G ， C a s a s b u e n a s  A （ 2 0 1 1 ）．

T r e a t m e n t s  f o r  i r o n - d e f i c i e n c y  a n a e m i a  i n  P r e g n a n c y ．

C o c h r a n e  D a t a b a s e  S y s t  R e v i e w s ， 1 0 .  

R o s e n s t o c k  I M ， S t r e c h e r  V J ， B e c k e r  M H（ 1 9 8 8 ）． S o c i a l  l e a r n i n g  
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t h e o r y  a n d  t h e  H e a l t h  B e l i e f  M o d e l ． H e a l t h  e d u c a t i o n  

q u a r t e r l y ， 1 5 （ 2 ）， 1 7 5 - 1 8 3 ．  

定 月 み ゆ き （ 2 0 0 9 ）． 若 年 妊 娠 ・ 出 産 ・ 育 児 へ の 対 応 ． 母 子 保 健 情

報 ， 6 0 ， 5 3 - 5 8 ．  

斉 藤 早 苗 ， 町 浦 美 智 子 ， 末 原 紀 美 代 （ 2 0 0 7 ）． 未 婚 就 労 女 性 の 性 感

染 症 予 防 行 動 に 関 連 す る 要 因 ． 母 性 衛 生 ， 4 8 （ 2 ）， 2 2 3 - 2 3 0 ．  

佐 藤 寧 子 ， 廣 森 直 子 ， 吉 川 由 希 子 ， 中 村 由 美 子 ， 福 田 道 隆 ， 田 崎 博

一 ， 高 田 敬 子 ， 蓮 井 貴 子 ， 長 澤 一 磨 （ 2 0 0 6 ）． 青 森 県 に お け る

周 産 期 保 健 の 現 状 （ 第 2 報 ） － 妊 娠 中 期 の 妊 婦 を 対 象 と し た 質

問 紙 調 査 か ら － ． 青 森 保 健 大 雑 誌 ， 7 （ 1 ）， 1 2 5 - 1 3 4 ．  

坂 本 め ぐ み ， 兼 宗 美 幸 ， 工 藤 里 香 （ 2 0 1 1 ）． 妊 娠 後 期 妊 婦 に お け る

食 生 活 と 食 育 の 実 態 と 課 題 ． 埼 玉 県 立 大 学 紀 要 ， 1 3 ， 7 9 - 8 4 ．  

S a y a k k a r a  S M L （ 2 0 1 3 ）． A n t e n a t a l  I r o n  D e f i c i e n c y  A n e m i a .  T h e  

J o a n n a  B r i g g s  I n s t i t u t e .   

S c o t t  K G （ 2 0 1 1 ）． T h e  i n f l u e n c e  o f  p e r s o n a l  c h a r a c t e r i s t i c s ,  

a t t i t u d e ,  s u b j e c t i v e  n o r m ,  p e r c e i v e d  b e h a v i o r a l  c o n t r o l ,  a n d  

r e c e n t  p a s t  b e h a v i o r  a s  p r e d i c t o r s  o f  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s ’  

i n t e n t i o n  t o  u t i l i z e  e m e r g e n c y  c o n t r a c e p t i o n ．T h e  U n i v e r s i t y  

o f  T e x a s  a t  A u s t i n  M a y ， 1 - 3 0 9 ．  

S h a h  N ， O s e a  E A ， M a r t i n e z  G J（ 2 0 1 3 ）． A c c u r a c y  o f  n o n i n v a s i v e  

h e m o g l o b i n  a n d  i n v a s i v e  p o i n t - o f - c a r e  h e m o g l o b i n  t e s t i n g  

c o m p a r e d  w i t h  a  l a b o r a t o r y  a n a l y z e r ． I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  

o f  L a b o r a t o r y  H e m a t o l o g y ， 1 - 6 ．  

S h a h n a z i  H ， S a b o o t e h  S ， S h a r i f i r a d  G ， M i r k a r i m i  K ，  

H a s s a n z a d e h  A（ 2 0 1 5 ）．T h e  i m p a c t  o f  e d u c a t i o n  i n t e r v e n t i o n  
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o n  t h e  H e a l t h  B e l i e f  M o d e l  c o n s t r u c t s  r e g a r d i n g  a n x i e t y  o f  

n u l l i p a r o u s  p r e g n a n t  w o m e n ．J  E d u c  H e a l t h  P r o m o t ．4 ，1 - 8 ．  

柴 田 郁 美 ， 望 月 京 子 ， 草 間 朋 子 ， 大 川 欣 栄 （ 2 0 0 3 ） ． 生 殖 可 能 年 齢

の 女 性 が 妊 娠 に 気 づ く 時 期 と き っ か け ． 日 本 医 事 新 報 ， 4 1 2 3 ，

2 6 - 3 0 ．  

S i f a k i s  S ， P h a r m a k i d e s  G（ 2 0 0 0 ）． A n e m i a  i n  p r e g n a n c y ． A n n a l s  

o f  t h e  N e w  Y o r k  A c a d e m y  o f  S c i e n c e s ， 9 0 0 ， 1 2 5 - 1 3 6 ．  

島 添 奈 保 子 ， 豊 田 光 恵 ， 福 島 さ お り （ 2 0 1 4 ） ． 生 活 改 善 プ ロ グ ラ ム

の 実 施 か ら 学 ぶ 患 者 指 導 の 時 期 ～ 行 動 変 容 ス テ ー ジ モ デ ル と

P O M S 短 縮 版 を 用 い た 評 価 ～ ． 日 本 職 業 ・ 災 害 医 学 会 会 誌 ， 6 2

（ 2 ） ， 1 4 9 - 1 5 2 ．  

清 水 真 理 ， 森 谷 絜 ， 伊 藤 和 枝 ， 斉 藤 昌 之 ， 牧 田 章 ， 小 林 良 子 ， 山 口

敦 子 ， 百 々 瀬 い づ み ， 他 （ 2 0 1 2 ）． 食 行 動 変 容 と メ タ ボ リ ッ ク

シ ン ド ロ ー ム の 病 態 改 善 が Q u a l i t y  o f  l i f e  に 及 ぼ す 影 響 ． 天

使 大 学 紀 要 ， 1 2 ， 3 3 - 5 2 ．  

篠 原 理 子 ， 高 桑 愛 ， 安 藤 芙 弓 ， 小 林 楽 子 ， 本 田 奈 美 枝 ， 近 藤 晴 子 ，

小 笠 原 昭 彦 ， 中 嶋 律 子 ， 他 （ 2 0 0 0 ）． 正 常 妊 婦 の 食 生 活 に つ い

て の 実 態 調 査 ． 愛 知 県 母 性 衛 生 学 会 誌 ， 3 1 - 3 5 ．  

白 木 ま さ 子 ， 大 村 雅 美 ， 丸 井 英 二 （ 2 0 0 8 ）． 幼 児 の 偏 食 と 生 活 環 境

と の 関 連 ． 民 族 衛 生 ， 7 4 （ 6 ）， 2 7 9 - 2 8 9 ．  

白 石 三 恵 ， 春 名 め ぐ み ， 松 崎 政 代 ， 大 田 え り か ， 村 嶋 幸 代 ， 佐 々 木

敏 ， 永 井 泰 （ 2 0 0 9 ）． 妊 娠 期 の 朝 食 欠 食 に 関 連 す る 栄 養 素 摂 取

量 と そ の 要 因 ． 母 性 衛 生 ， 5 0 （ 1 ）， 1 4 8 - 1 5 4 ．  

曽 根 智 史 ， 湯 浅 資 之 ， 渡 部 基 ， 鳩 野 洋 子 （ 2 0 1 0 ）． 第 3 章 保 健 信 念

モ デ ル ， 健 康 行 動 と 健 康 教 育 理 論 ， 研 究 ， 実 践 （ p p . 4 9 - 7 6 ）． 東
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京 ； 医 学 書 院 ．  

S t e v e n  G A ,  F i n u c a n e  M M ,  D e - R e g i l  L M ,  P a c i o r e k  C J ,  F l a x m a n  S R ,  

B r a n c a  B A F ,  P e n a - R o s a s  J P ,  B h u t t a  Z A ,  e t  a l  （ 2 0 1 3 ）．G l o b a l ,  

r e g i o n a l ,  a n d  n a t i o n a l  t r e n d s  i n  h a e m o g l o b i n  c o n c e n t r a t i o n  

a n d  p r e v a l e n c e  o f  t o t a l  a n d  s e v e r e  a n a e m i a  1 9 9 5 - 2 0 1 1 :  a  

s y s t e m a t i c  a n a l y s i s  o f  p o p u l a t i o n - r e p r e s e n t a t i v e  d a t e ．

L a n c e t  G l o b a l  H e a l t h ， 1 （ 1 ）， 1 6 - 2 5 ．  

須 田 有 美 子 ，手 塚 美 紀 ，小 林 紅 美 ，渡 辺 あ ゆ み ，小 宮 山 な が 子（ 2 0 0 8 ）．

行 動 変 容 プ ロ グ ラ ム を 活 用 し 体 重 管 理 困 難 な 血 液 透 析 患 者 へ の

効 果 的 な 関 わ り ． 山 梨 中 病 年 報 ， 3 5 ， 2 2 - 2 3 ．  

S ü m n i g  A ， H r o n  G ， W e s t p h a l  A ， P e t e r s m a n n  A ， K o h l m a n n  T ．，

G r e i n a c h e r  A ， T h i e l e  T（ 2 0 1 5 ）． T h e  i m p a c t  o f  n o n i n v a s i v e ，

c a p i l l a r y ， a n d  v e n o u s  h e m o g l o b i n  s c r e e n i n g  o n  d o n o r  

d e f e r r a l s  a n d  t h e  h e m o g l o b i n  c o n t e n t  o f  r e d  b l o o d  c e l l s  

c o n c e n t r a t e s ： a  p r o s p e c t i v e  s t u d y ． T r a n s f u s i o n ， 5 5 （ 1 2 ），

2 8 4 7 - 2 8 5 4 ．  

鈴 井 江 三 子（ 2 0 0 5 ）．日 本 に お け る 妊 婦 健 診 の 実 態 調 査 ．母 性 衛 生 ，

4 6 （ 1 ）， 1 5 4 - 1 6 2 ．  

鈴 木 幸 子 ， 高 橋 紀 子 ， 小 牧 宏 一 ， 室 橋 郁 生 ， 市 村 彰 英 ， 新 井 恵 ，  

井 上 和 久 ， 臼 倉 京 子 ， 吉 田 由 紀 （ 2 0 1 3 ）． 受 動 喫 煙 被 害 の 実 態

と 尿 中 コ チ ニ ン 値 の 通 知 が 受 動 喫 煙 の 認 識 と 受 動 喫 煙 回 避 に 及

ぼ す 影 響 ． 禁 煙 科 学 ， 7 （ 2 ）， 7 - 1 2 ．  

S w a n s o n  V ,  P o w e r  K （ 2 0 0 5 ）． I n i t i a t i o n  a n d  c o n t i n u a t i o n  o f  

b r e a s t f e e d i n g ;  t h e o r y  o f  p l a n n e d  b e h a v i o r . J  A d v  N u r s ，

2 7 2 - 2 8 2 ．  
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R e s e a r c h ， 2 9 （ 2 ）， 9 6 - 1 0 3 ．  

立 花 慶 子 ， 山 内 京 子 （ 2 0 1 6 ）． 妊 婦 の セ ル フ ケ ア 行 動 の 変 容 と 環 境

要 因 に 関 す る 分 析 ． 看 護 学 統 合 研 究 ， 1 7 （ 2 ）， 4 1 - 5 0 ．  

土 取 洋 子 （ 2 0 0 7 ）． 妊 婦 の ア レ ル ギ ー と 食 習 慣 に 関 す る 研 究 － 妊 娠

後 期 の 健 康 生 活 習 慣 と の 関 連 － ．母 性 衛 生 ， 4 8（ 2 ）， 2 9 5 - 3 0 6 ．  

寺 尾 俊 彦 ， 山 崎 達 也 （ 1 9 9 9 ）． 妊 娠 貧 血 の 新 し い 視 点 － 特 に 亜 鉛 の
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101 

 

R e t r i e v e d  f r o m  h t t p s : / / p r o f i l e s . n l m . n i h . g o v / p s / a c c e s s /  

N N B B C T . p d f  
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h t t p : / / a p p s . w h o . i n t / i r i s / b i t s t r e a m / 1 0 6 6 5 / 4 4 7 0 3 / 1 / 9 7 8 9 2 4 1 5

4 8 3 3 5 _ e n g . p d f  

W o r l d  h e a l t h  O r g a n i z a t i o n（ 2 0 1 6 ）．P r e t e r m  b i r t h .  R e t r i e v e d  f r o m  

w w w . w h o . i n t / m e d i a c e n t r e / f a c t s h e e t s / f s 3 6 3 / e n /  
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リ メ ン ト 利 用 の 現 状 と 認 識 ．日 本 ウ ー マ ン ズ ヘ ル ス 学 会 誌 ，1 0 ，

5 9 - 6 7 ．  

吉 松 淳 ， 佐 藤 昌 司 ， 齋 藤 滋 （ 2 0 1 1 ）． 最 近 の 妊 産 婦 の 体 格 と 妊 娠 高

血 圧 症 候 群 の 検 討 － 最 近 の 動 向 と 極 端 な 肥 満 に 対 す る 対 応 － ．

日 本 妊 娠 高 血 圧 学 会 雑 誌 ， 1 9 ， 7 5 - 7 9 ．  

吉 本 優 子 ， 武 藤 志 真 子 ， 前 迫 孝 憲 （ 2 0 0 3 ）． 食 生 活 の 自 己 管 理 に 対

す る 自 己 効 力 感 尺 度 の 開 発 に 関 す る 研 究 ． H e a l t h  S c i e n c e s ， 1 9

（ 2 ）， 9 9 - 1 1 1 ．  
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図1．Pronto-7（SpHb）値と 血液検査（Hb値）の散布図  
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図2．Pronto-7（SpHb）値と 血液検査（Hb）値の差  
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y = 1.42x － 4.02

R² = .61

r=.78(p=0.000)
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図３ 妊娠中期の散布図

g/dl

g/dl



106 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

y = 0.72x + 4.07

R² = .39

r=.62(p=0.000)
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図４ 妊娠後期の散布図
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表１．基本属性 N=35 

属性 Mean ± SD 

年齢 38.1 ± 5.5歳（23-42） 

身長 156.5 ± 5.1cm（145-168） 

体重 非妊娠時 55.8 ± 68.8kg（40.5-80.0） 

初産婦／経産婦 初産婦17人  経産婦18人  

非妊娠時貧血有無 貧血無35人    貧血有0人 

冷えの自覚有無 自覚無35人   自覚有0人   
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 表2 妊娠期別Pronto-7（SpHb）値と 血液検査（Hb）値の比較 

         Pronto-7  血液検査   R 

         SpHb(g/dl)  Hb(g/dl)  (Pearson’s Correlation) 

 妊娠初期（n=22）  12.5(SD1.0)  12.1(SD0.9)  0.54** 

 妊娠中期（n=32）  12.2(SD1.3)  11.0(SD0.8)  0.62*** 

 妊娠後期（n=49）  11.7(SD1.0)  10.8(SD0.8)  0.23 

                **P<0.01 ***P<0.001  
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表3．基本属性 N=47  

属性 
妊娠中期 妊娠後期 

Mean ± SD Mean ± SD 

人数 20人 27人 

妊娠週数 23.6±3.5週 31.8±3.3週 

年齢 32.3±5.4歳 32.3±5.3歳 

身長 156.5±4.7㎝ 159.3±6.5㎝ 

体重 52.7±6.4㎏ 58.8±5.0㎏ 

非妊娠時体重 49.2±6.3㎏ 51.8±4.8㎏ 

非妊娠時BMI 20.4±2.2 20.4±2.3 

初産／経産（人） 14人／6人 12人／15人 

Pronto-7測定指 左／右 15／5 17／10 
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表４．妊娠期別測定結果   N=47 

  
Hb 

（mean±SD） 

SpHb 

（3回測定平均±SD） 
SpHb－Hb 

妊娠中期(n=20) 11.2±0.7g/dl 11.8±1.3g/dl 0.6±0.9g/dl 

妊娠後期(n=27) 11.3±0.9g/dl 12.3±1.1g/dl 0.9±0.9g/dl 
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表５．【妊娠中期】SpHb値を従属変数とする単回帰分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立変数 R2 標準化係数β 有意確率 

末梢皮膚温 

（3回平均） 
.000 .01 ns 

PI 

（3回平均） 
.002 .04 ns 

浮腫 .061 .25 ns 

 従属変数SpHb（3回平均）  

 

ns: not significant 
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表６．【妊娠後期】SpHb値を従属変数とする単回帰分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  R2 標準化係数β 有意確率 

末梢皮膚温 

（3回平均） 
.049 .22 ns 

PI 

（3回平均） 
.005 .07 ns 

浮腫 .002 .04 ns 

 従属変数SpHb（3回平均）  

 

ns: not significant 
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図３．妊娠貧血予防に対する意思

p<0.001

p<0.001

One-Way ANOVA

項目別主効果

F[1.525,102.185]=26.845，p<0.001

N=68

１．鉄剤などを使用せず食事のみで妊娠貧血を予防したい 

２．鉄分を含むサプリメントを使用して，妊娠貧血を予防したい 

３．鉄剤などの薬を使用して，妊娠貧血を予防したい 

p=0.004 
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図4．研究対象者選択フローチャート 
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図5 ．妊娠貧血に対する関心得点の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果 F[1，64]＝0.544、p=.463，介入別主効果 F[1，64]＝1.877、p=.175， 

交互作用 F[1，64]＝0.149、p=.701  
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図6． 妊娠貧血に対する認識の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

Two-Way ANOVA

妊娠時期別主効果F[1，64]＝5.631、p=.021，介入別主効果F[1，64]＝1.475、p=.229，

交互作用F[1，64]＝0.388、p=.536

p=.021

p=.021 
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図7. 食事行動に対する自己効力感（Healthy Eating SE得点）の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果 F[1，64]＝26.246、p=.899，介入別主効果 F[1，64]＝2.800、p=.099， 

交互作用 F[1，64]＝0.935、p=.337 
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図8．妊娠貧血予防の意思得点の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

p=.002

p=.004

p=.005

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果 F[1，64]＝8.947、p=.004，介入別主効果 F[1，64]＝4.632、p=.035，交互作

用 F[1，64]＝8.310、p=.005 
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図9．鉄摂取量の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

p=.006

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果 F[1,62]＝7.935、p=.006，介入別主効果 F[1,62]＝2.117、p=.151， 

交互作用 F[1,62]＝0.006、p=.939 

p=.006 
mg/day 
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図10. ビタミンC摂取量の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果 F[1,62]＝0.141、p=.708，介入別主効果 F[1,62]＝0.072、p=.789， 

交互作用 F[1,62]＝0.202、p=.654 

mg/day 
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図11．妊娠後期の「妊娠貧血に対する関心」得点の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果 F[1，55]＝0.086、p=.770，介入別主効果 F[1，55]＝2.984、p=.090， 

交互作用 F[1，55]＝0.050、p=.824 
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図12．妊娠後期の「妊娠貧血に対する認識」得点の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果F[1，55]＝0.611、p=.438，介入別主効果F[1，55]＝0.048、p=.827， 

交互作用F[1，55]＝0.388、p=.536 
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図13．妊娠後期の「食事行動に対する自己効力感」得点の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果F[1，56]＝2.994、p=.089，介入別主効果F[1，56]＝0.024、p=.879， 

交互作用F[1，56]＝2.462、p=.122 
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図14．妊娠後期の「妊娠貧血予防の意思」得点の変化

介入群n=34 コントロール群n=34

p=.002

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果F[1，56]＝0.050、p=.823，介入別主効果F[1，56]＝8.966、p=.004， 

交互作用F[1，56]＝1.955、p=.168 

 

p=.025 
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図15．妊娠後期の「鉄摂取量」の変化

介入群n=34 コントロール群n=34
mg/day

p<.001

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Two-Way ANOVA 

妊娠時期別主効果F[1，63]＝1.379、p=.245，介入別主効果F[1，63]＝3.596、p=.063 

交互作用F[1，63]＝110.002、p<.001 
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表１．妊娠貧血に対する関心（N=68） 

項目 因子負荷量 

妊娠貧血にはなりたくない 0.967 

妊娠貧血はできるだけ軽症ですませたい 0.880 

妊娠貧血について自分でもっと調べたい 0.401 

Cronbachのα係数0.76  
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表2．妊娠貧血に対する認識（N=68） 

項目 第１因子 第2因子 

妊娠貧血は鉄剤などの薬を摂取することで予防できる 0.755 -0.043 

妊娠貧血は鉄分を含むサプリメントを摂取することで予防できる 0.750 -0.081 

妊娠貧血は鉄分を多く含む食事を摂取することで予防できる 0.739 -0.042 

妊娠中の食生活は、生まれた後の赤ちゃんの発育にも影響する 0.644 0.027 

鉄分を多く含む食事は、タンパク質やビタミンCを多く含む食品と一緒に摂

取するのがよい 

0.584 0.043 

妊娠貧血は妊娠中の食事が関係している 0.571 0.119 

妊婦が貧血になると赤ちゃんが小さく生まれる可能性がある 0.091 0.859 

妊婦が貧血になると早産になりやすい -0.004 0.754 

妊婦が貧血になると分娩中の出血量が多くなる可能性がある -0.086 0.728 

固有値 3.656 1.878 

因子寄与率（％） 40.619 20.863 

累積寄与率（％） 40.619 61.481 

Cronbachのα係数 0.83 0.82 

因子抽出法：主因子法 

回転法：kaserの正規化を伴うプロマックス法 
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表3．基本属性 （N=68） 

 
属性 

介入群 n=34 コントロール群 n=34 
P値 

Mean ± SD Mean ± SD 

① 年齢 31.5 ± 5.4歳（19-43） 32.3 ± 5.8歳（18-41） 0.561 

② 身長 159.1 ± 5.1cm（149-171） 159.4 ± 4.6cm（151-167） 0.767 

③ 体重 非妊娠時 52.9 ± 6.0kg（40-68） 53.5± 10.2kg（40-93.0） 0.771 

④ 体重  妊娠16週 55.9 ± 6.7kg（46-74.5） 53.9 ± 9.8kg（41.0-88.6） 0.326 

⑤ 非妊娠時BMI 20.9 ± 1.9  （16.6-25.6） 21.2 ± 3.9（15.8-34.1） 0.837 

⑥ 初産婦／経産婦 初産婦24人 経産婦10人 初産婦19人 経産婦15人 0.209 

⑦ 職業 正社員14人，パート8人   専

業主婦9人 ，派遣社員2人  

その他1人 

正社員14人， パート4人 

専業主婦12人，派遣社員1人   

その他3人 

0.542 

①~⑤；un pired t-test 

⑥~⑦；χ2 test 
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表4．妊娠16週時点での各測定尺度基本統計量及び検定結果 （N=68） 

測定項目 
介入群n=34 コントロール群 n=34 

p値 
mean±SD mean±SD 

妊娠貧血に対する関心 

（3項目合計得点） 
23.8±3.4点 22.8±5.3点 0.360 

妊娠貧血に対する認識 

（9項目合計得点） 
33.4±4.7点 32.0±4.3点 0.222 

食事行動に対する 

自己効力感 
49.9±9.6点 52.8±14.1点 0.328 

妊娠貧血予防に 

対する意思 
8.1±2.1点 7.8±2.1点 0.609 

妊娠貧血予防行動 

（鉄分摂取量） 
5.31±1.74mg/dl 6.13±2.12mg/dl 0.087 

un paired t-test 
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表5．各測定尺度基本統計量推移 （N=68） 

測定項目 
 介入群 n=34 コントロール群 n=34 

 mean±SD mean±SD 

妊娠貧血に対する関心 

（3項目合計得点） 

妊娠16週 23.8±3.4点 22.8±5.3点 

妊娠28週 23.6±4.0点 21.2±6.5点 

妊娠32週 23.2±4.6点 21.2±6.4点 

妊娠貧血に対する認識 

（9項目合計得点） 

妊娠16週 33.4±4.7点 32.0±4.3点 

妊娠28週 34.4±4.5点 33.9±3.7点 

妊娠32週 34.5±4.3点 34.7±4.8点 

食事行動に対する 

自己効力感 

妊娠16週 49.9±9.6点 52.8±14.1点 

妊娠28週 56.2±10.0点 58.2±10.3点 

妊娠32週 59.6±10.8点 58.4±9.1点 

妊娠貧血予防 

に対する意思 

妊娠16週 8.1±2.1点 7.8±2.1点 

妊娠28週 8.0±2.1点 5.9±2.8点 

妊娠32週 7.5±2.5点 6.6±2.9点 

妊娠貧血予防行動 

（鉄分摂取量） 

妊娠16週 5.31±1.74mg/日 5.98±2.13mg/日 

妊娠28週 6.10±1.78 mg/日 6.82±3.01mg/日 

妊娠32週 8.10±2.31 mg/日 5.23±2.28mg/日 
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表6．「妊娠貧血予防の意思」を従属変数とした単回帰分析 （N=68） 

独立変数 
介入群 n=34 コントロール群 n=34 

相関係数 r P値 相関係数 r P値 

妊娠貧血に対する関心 0.254 0.074 0.276 0.063 

妊娠貧血に対する認識 0.001 0.994 0.022 0.907 

食事行動に対する 

自己効力感 
0.118 0.508 0.317 0.077 
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表7．「妊娠貧血予防の意思」の得点別比較 （N=68） 

得点群 妊娠週数 

介入群 コントロール群 

Mean±SD p値 Mean±SD p値 

高得点群 

介入群n=14 

コントロール群n=12 

妊娠16週 10点 

0.165 

10点 

0.003 

妊娠28週 9.6±1.1点 7.7±1.8点 

平均群 

介入群n=14 

コントロール群n=16 

妊娠16週 7.6±1.3点 

0.826 

7.8±0.8点 

0.033 

妊娠28週 7.4±2.1点 6.3±2.3点 

低得点群 

介入群n=6 

コントロール群n=6 

妊娠16週 4.7±0.8点 

0.058 

4.3±1.0点 

0.675 

妊娠28週 5.8±0.8点 3.7±2.8点 

Paired t-test 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



135 

 

 

表8．妊娠初期から妊娠中期の採血結果推移 （N=68） 

Unpaired t-test 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介入群n=34 コントロール群n=34 

p値 
mean±SD mean±SD 

Hb値 

（g/dl） 

妊娠初期 

（平均妊娠11週） 
12.3±1.2 12.3±1.2 0.959 

妊娠中期 

（平均妊娠26週） 
11.5±0.9 11.0±1.1 0.055 

Ht値 

（%） 

妊娠初期 

（平均妊娠11週） 
36.9±3.0 36.4±3.0 0.498 

妊娠中期 

（平均妊娠26週） 
34.2±2.8 33.1±2.6 0.124 
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表9．コントロール群鉄剤処方の有無別採血結果の推移 （N=34） 

Unpaired t-test 

 

                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
鉄剤処方有n=9 鉄剤処方無n=25 

p値 

mean±SD mean±SD 

Hb値 

（g/dl） 

妊娠初期 

（平均妊娠11週） 
11.8±1.8 12.5±0.7 0.047 

妊娠中期 

（平均妊娠26週） 
10.3±1.5 11.3±0.6 0.011 

Ht値 

（%） 

妊娠初期 

（平均妊娠11週） 
35.5±4.4 36.8±2.2 0.046 

妊娠中期 

（平均妊娠26週） 
32.0±3.5 33.8±1.9 0.007 
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表10．妊娠後期の採血結果 （N=68） 

Unpaired t-test 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介入群n=34 コントロール群n=34 

p値 
mean±SD mean±SD 

Hb値 

（g/dl） 

妊娠後期 

（平均妊娠34週） 
11.2±1.0 11.1±0.9 0.681 

Ht値 

（%） 

妊娠後期 

（平均妊娠34週） 
33.8±2.8 33.4±2.4 0.581 
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表11．コントロール群鉄剤処方の有無別妊娠後期採血結果 （N=34） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
妊娠中期鉄剤処方有n=9 

妊娠後期鉄剤処方有 

n=4 

鉄剤処方無 

n=21 

mean±SD mean±SD mean±SD 

Hb値 

（g/dl） 
11.1±1.5 9.9±1.4 11.3±0.8 

Ht値 

（%） 
33.2±3.5 31.2±3.2 33.9±2.2 
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表12．影響要因別「妊娠貧血に対する関心」得点  

影響要因 妊娠週数 
介入群 コントロール群 

p値 
mean±SD mean±SD 

妊娠 

初産婦 

介入群n=24 

コントロール群n=19 

妊娠16週 24.0±3.3 22.4±5.4 0.271 

妊娠28週 23.5±4.4 20.7±6.6 0.122 

妊娠32週 23.4±4.8 20.1±7.1 0.151 

経産婦 

介入群n=10 

コントロール群n=15 

妊娠16週 23.4±3.9 23.3±5.3 0.973 

妊娠28週 23.6±3.0 23.8±4.5 0.919 

妊娠32週 22.9±4.1 22.8±4.7 0.953 

年齢 

35歳未満 

介入群n=23 

コントロール群n=21 

妊娠16週 23.6±3.1 22.1±5.1 0.264 

妊娠28週 23.3±3.9 22.4±5.6 0.534 

妊娠32週 23.0±4.1 21.4±5.6 0.336 

35歳以上 

介入群n=11 

コントロール群n=13 

妊娠16週 24.5±4.4 23.6±6.0 0.866 

妊娠28週 23.9±4.6 20.3±7.2 0.244 

妊娠32週 23.8±5.5 20.6±8.3 0.331 

職業 

職業有 

介入群n=25 

コントロール群n=22 

妊娠16週 23.8±3.5 22.4±4.8 0.234 

妊娠28週 23.1±4.4 21.1±6.5 0.241 

妊娠32週 22.3±4.9 21.0±6.5 0.483 

職業無 

介入群n=9 

コントロール群n=12 

妊娠16週 23.7±3.4 23.6±6.2 0.971 

妊娠28週 24.9±2.1 23.5±4.8 0.428 

妊娠32週 25.9±2.0 21.5±6.5 0.073 

非妊娠

時BMI 

BMI<18.5 

介入群n=2 

コントロール群n=8 

妊娠16週 22.5±3.5 23.3±4.2 

 妊娠28週 21.5±3.5 23.5±4.8 

妊娠32週 22.0±4.2 21.3±5.7 

BMI>25 

介入群n=1 

コントロール群n=4 

妊娠16週 15 21.5±7.5 

 妊娠28週 28 16.3±9.0 

妊娠32週 28 17.0±5.9 

Un paired t-test 
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表13．影響要因別「妊娠貧血に対する認識」得点 

影響要因 妊娠週数 
介入群 コントロール群 

p値 
mean±SD mean±SD 

妊娠 

初産婦 

介入群n=24 

コントロール群n=19 

妊娠16週 34.0±4.0 31.5±3.5 0.037 

妊娠28週 34.1±4.8 33.2±3.6 0.469 

妊娠32週 35.0±3.0 34.0±4.8 0.444 

経産婦 

介入群n=10 

コントロール群n=15 

妊娠16週 32.0±6.2 32.7±5.2 0.753 

妊娠28週 35.2±3.6 34.5±4.6 0.714 

妊娠32週 33.3±5.8 35.7±4.6 0.342 

年齢 

35歳未満 

介入群n=23 

コントロール群n=21 

妊娠16週 33.7±5.2 31.9±5.0 0.226 

妊娠28週 34.4±4.5 32.9±4.3 0.257 

妊娠32週 35.2±4.2 34.3±5.5 0.561 

35歳以上 

介入群n=11 

コントロール群n=13 

妊娠16週 32.5±3.8 31.7±3.2 0.817 

妊娠28週 33.9±4.3 34.4±1.5 0.623 

妊娠32週 33.1±4.3 35.4±2.1 0.207 

職業 

職業有 

介入群n=25 

コントロール群n=22 

妊娠16週 33.3±5.0 32.0±3.5 0.303 

妊娠28週 34.0±4.0 33.3±3.6 0.542 

妊娠32週 34.5±4.4 34.2±4.7 0.830 

職業無 

介入群n=9 

コントロール群n=12 

妊娠16週 33.7±4.2 32.2±5.7 0.514 

妊娠28週 35.7±4.7 34.5±4.7 0.581 

妊娠32週 34.6±4.2 35.5±4.8 0.670 

非妊娠時

BMI 

BMI<18.5 

介入群n=2 

コントロール群n=8 

妊娠16週 33.5±7.8 33.6±4.6  

妊娠28週 34.0±4.2 34.0±4.3 

妊娠32週 34.5±6.4 33.4±6.7 

BMI>25 

介入群n=1 

コントロール群n=4 

妊娠16週 27 28.8±7.6 
 

妊娠28週 40 32.3±1.2 

妊娠32週 27 33.0±4.7 

Un paired t-test 
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表14．影響要因別「食事行動に対する自己効力感」得点 

影響要因 妊娠週数 
介入群 コントロール群 

p値 
mean±SD mean±SD 

妊娠 

初産婦 

介入群n=24 

コントロール群n=19 

妊娠16週 51.3±9.5 52.5±14.0 0.733 

妊娠28週 57.6±10.5 57.6±9.8 0.517 

妊娠32週 61.0±10.4 57.6±10.6 0.330 

経産婦 

介入群n=10 

コントロール群n=15 

妊娠16週 46.5±9.3 53.2±14.8 0.216 

妊娠28週 52.9±8.0 58.1±10.9 0.095 

妊娠32週 56.2±11.6 59.5±7.2 0.454 

年齢 

35歳未満 

介入群n=23 

コントロール群n=21 

妊娠16週 50.7±9.0 55.4±12.0 0.152 

妊娠28週 57.3±9.8 57.6±10.2 0.447 

妊娠32週 61.7±10.0 57.9±7.7 0.204 

35歳以上 

介入群n=11 

コントロール群n=13 

妊娠16週 47.9±11.5 45.4±15.8 0.919 

妊娠28週 53.8±11.0 56.6±9.8 0.170 

妊娠32週 55.3±11.7 59.4±12.8 0.487 

職業 

職業有 

介入群n=25 

コントロール群n=22 

妊娠16週 50.4±9.8 52.1±15.5 0.651 

妊娠28週 55.7±10.0 58.8±10.1 0.096 

妊娠32週 59.7±11.0 57.5±10.4 0.533 

職業無 

介入群n=9 

コントロール群n=12 

妊娠16週 48.3±9.2 54.1±11.9 0.244 

妊娠28週 57.7±10.5 56.2±10.2 0.914 

妊娠32週 59.4±10.8 59.9±7.1 0.919 

非妊娠時

BMI 

BMI<18.5 

介入群n=2 

コントロール群n=8 

妊娠16週 52.0±9.9 60.1±9.6 
 

妊娠28週 56.0±7.1 62.1±7.0 

妊娠32週 53.0±14.1 58.1±6.2 

BMI>25 

介入群n=1 

コントロール群n=4 

妊娠16週 38 26.5±7.1 
 

妊娠28週 47 46.3±13.1 

妊娠32週 63 41.0±5.8 

Un paired t-test 
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表15．影響要因別「妊娠貧血予防に対する意思」得点 

影響要因 妊娠週数 
介入群 コントロール群 

p値 
mean±SD mean±SD 

妊娠 

初産婦 

介入群n=24 

コントロール群n=19 

妊娠16週 8.3±2.2 7.6±2.2 0.361 

妊娠28週 8.3±2.1 6.6±2.0 0.010 

妊娠32週 7.8±2.5 6.1±2.9 0.065 

経産婦 

介入群n=10 

コントロール群n=15 

妊娠16週 7.6±2.0 8.0±2.1 0.640 

妊娠28週 7.5±2.2 5.7±3.3 0.152 

妊娠32週 6.7±2.5 7.4±2.9 0.551 

年齢 

35歳未満 

介入群n=23 

コントロール群n=21 

妊娠16週 8.1±2.2 7.9±2.2 0.684 

妊娠28週 8.1±2.0 6.2±2.7 0.010 

妊娠32週 7.7±2.6 6.4±2.9 0.160 

35歳以上 

介入群n=11 

コントロール群n=13 

妊娠16週 8.0±2.2 7.7±2.1 0.798 

妊娠28週 7.6±2.5 6.1±2.8 0.141 

妊娠32週 7.0±2.1 7.1±3.1 0.910 

職業 

職業有 

介入群n=25 

コントロール群n=22 

妊娠16週 7.9±2.1 7.7±2.2 0.756 

妊娠28週 7.7±2.2 6.9±1.9 0.163 

妊娠32週 7.3±2.5 6.3±2.9 0.994 

職業無 

介入群n=9 

コントロール群n=12 

妊娠16週 8.6±2.1 8.0±2.1 0.552 

妊娠28週 8.9±1.7 5.2±3.3 0.004 

妊娠32週 8.0±2.0 7.3±3.0 0.576 

非妊娠時

BMI 

BMI<18.5 

介入群n=2 

コントロール群n=8 

妊娠16週 7.0±2.8 8.3±1.8  

妊娠28週 5.0±0.0 6.3±3.3 

妊娠32週 5.0±1.4 6.6±2.6 

BMI>25 

介入群n=1 

コントロール群n=4 

妊娠16週 5 8.8±1.5  

妊娠28週 6 7.3±2.5 

妊娠32週         3 7.0±3.1 

Un paired t-test 
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表16．影響要因別「妊娠貧血予防のための食事行動（鉄摂取量）」 

影響要因 妊娠週数 
介入群 コントロール群 p値 

mean±SD mean±SD  

妊娠 

初産婦 

介入群n=24 

コントロール群n=19 

妊娠16週 5.62±1.73mg/日 6.17±2.20 mg/日 0.364 

妊娠28週 6.42±1.84 mg/日 7.36±2.85 mg/日 0.205 

妊娠32週 8.64±2.04 mg/日 5.71±2.29 mg/日 <0.001 

経産婦 

介入群n=10 

コントロール群n=15 

妊娠16週 4.58±1.63 mg/日 6.09±2.10 mg/日 0.069 

妊娠28週 5.33±1.42 mg/日 6.17±3.10 mg/日 0.445 

妊娠32週 6.77±1.84 mg/日 4.60±1.93 mg/日 0.010 

年齢 

35歳未満 

介入群n=23 

コントロール群n=21 

妊娠16週 5.62±1.46 mg/日 5.92±2.11 mg/日 0.595 

妊娠28週 6.40±1.73 mg/日 6.70±2.82 mg/日 0.688 

妊娠32週 8.34±2.22 mg/日 5.02±1.21 mg/日 <0.001 

35歳以上 

介入群n=11 

コントロール群n=13 

妊娠16週 4.62±2.26 mg/日 6.34±2.31 mg/日 0.054 

妊娠28週 5.36±1.86 mg/日 6.74±3.68 mg/日 0.194 

妊娠32週 7.56±2.53 mg/日 5.53±2.82 mg/日 0.081 

職業 

職業有 

介入群n=25 

コントロール群n=22 

妊娠16週 5.59±1.70 mg/日 6.42±2.33 mg/日 0.166 

妊娠28週 6.14±1.89 mg/日 7.13±2.86 mg/日 0.175 

妊娠32週 8.24±2.53 mg/日 5.52±2.21 mg/日 <0.001 

職業無 

介入群n=9 

コントロール群n=12 

妊娠16週 4.54±1.71 mg/日 5.60±1.63 mg/日 0.167 

妊娠28週 5.99±1.53 mg/日 6.34±3.32 mg/日 0.771 

妊娠32週 7.68±1.59 mg/日 4.66±2.09 mg/日 0.002 

非妊娠時

BMI 

BMI<18.5 

介入群n=2 

コントロール群n=8 

妊娠16週 5.52±1.09 mg/日 6.37±2.55 mg/日  

妊娠28週 5.53±1.33 mg/日 7.87±2.91 mg/日 

妊娠32週 5.99±1.05 mg/日 5.56±1.72 mg/日 

BMI>25 

介入群n=1 

コントロール群n=4 

妊娠16週 1.06 mg/日 5.00±2.42 mg/日  

妊娠28週 4.84 mg/日 4.93±2.07 mg/日 

妊娠32週 6.84 mg/日 4.03±0.91 mg/日 
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表17．影響要因別「妊娠貧血予防」 

影響要因 
妊娠 

週数 

Hb Ht 

介入群 コントロール群  

p値 

介入群 コントロール群  

p値 
mean±SD mean±SD mean±SD mean±SD 

妊娠 

初産婦 

介入群n=24 

コントロール群n=19 

妊娠初期 12.5±1.2 12.3±1.3 0.620 37.6±3.0 36.5±3.4 0.283 

妊娠中期 11.5±0.9 11.1±1.1 0.201 34.3±2.4 33.5±2.8 0.359 

妊娠後期 11.3±1.0 11.1±0.9 0.371 34.2±2.5 33.4±2.4 0.352 

経産婦 

介入群n=10 

コントロール群n=15 

妊娠初期 11.9±1.2 12.3±1.1 0.403 35.6±2.0 36.4±2.6 0.469 

妊娠中期 11.4±1.0 10.8±1.1 0.236 33.6±3.9 32.6±2.4 0.305 

妊娠後期 11.1±0.9 10.9±1.1 0.544 33.4±2.5 33.0±3.5 0.733 

年齢 

35歳未満 

介入群n=23 

コントロール群n=21 

妊娠初期 12.3±1.1 12.2±1.3 0.884 36.4±2.6 36.2±2.8 0.502 

妊娠中期 11.1±1.1 11.0±1.3 0.059 33.6±2.4 33.1±2.1 0.120 

妊娠後期 11.2±1.0 11.1±0.8 0.816 33.8±3.0 33.5±2.1 0.663 

35歳以上 

介入群n=11 

コントロール群n=13 

妊娠初期 12.3±1.3 12.5±1.2 0.985 36.6±3.1 36.6±3.6 0.766 

妊娠中期 11.4±1.1 11.0±0.9 0.660 33.9±2.7 33.2±2.6 0.700 

妊娠後期 11.3±1.0 11.1±1.1 0.718 33.8±2.6 33.4±3.1 0.755 

職業 

職業有 

介入群n=25 

コントロール群n=22 

妊娠初期 12.4±1.2 12.4±1.2 0.965 37.2±2.7 36.5±3.2 0.381 

妊娠中期 11.5±0.9 11.1±1.1 0.170 34.3±2.6 33.3±2.7 0.241 

妊娠後期 11.3±1.0 11.0±0.9 0.350 34.1±2.8 33.1±2.4 0.283 

職業無 

介入群n=9 

コントロール群n=12 

妊娠初期 12.2±1.3 12.2±1.1 0.977 36.1±3.7 36.4±2.8 0.850 

妊娠中期 11.4±1.1 10.8±1.2 0.242 33.8±3.3 32.7±2.6 0.400 

妊娠後期 11.2±1.0 10.9±0.9 0.439 34.0±2.5 33.1±2.9 0.535 

非妊

娠時

BMI 

BMI<18.5 

介入群n=2 

コントロール群n=8 

妊娠初期 11.2±1.1 12.3±0.9 

 

33.2±2.8 36.4±2.5  

妊娠中期 11.2±0.7  11.2±0.7 34.2±2.1 33.5±1.8 

妊娠後期 11.1±0.6 11.0±0.9 34.1±2.4 33.0±2.3 

BMI>25 

介入群n=1 

コントロール群n=4 

妊娠初期 11.3 12.7±0.7 

 

33.5 37.8±3.2 
 

妊娠中期 11.5 11.0±0.4 33.7 33.5±1.6 

妊娠後期 11.2 11.0±0.7 34.8 32.9±3.0 
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表18．クラスター内容によるカテゴリー分類 （総コード n=50） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【カテゴリー】 クラスター 

【測定しやすい】 
測定することは問題ない 

測定時間は長くないので測定しやすい 

【測定値をみることでの安心感】 測定値をみることができるのは安心できるのでよい 

【貧血の指標となる】 

妊娠時は貧血の可能性があるので、妊婦にとって貧血がなんとな

くわかるのはうれしいしありがたい 

採血結果と誤差がないので気楽に使用でき指標になる 

どんどんさがってきた 

【自分自身の体調を振り返る】 貧血気味のとき体がしんどいと感じた 

【測定値や自分自身の体調を 

ふまえて食事行動へ】 

低いときによくよく考えるとフラフラするのでレバニラを食べ

た 

おみそしるに小松菜をいれて貧血予防をした 

動機や息切れがあると、がんばって意識して食事で鉄分摂取や休

憩することに繋がった 

【測定が難しいので測定してほしい】 
測定が難しい 

自分で測定するより測定してほしい 

【測定方法や測定結果への疑問】 
基準値が知りたい 

実際は不明 


